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			プロローグ

			


			　なんでこんなことになってんだろうか……。

			　嫌じゃない。

			　決して嫌なんかじゃあないんだが……。

			「じゅぷッ……んちゅ…ズズっ……れろ…にいはぁん……ちゅっんちゅ」

			「れろんぐっずぶっんぷっ……おにい…ひゃん…んちゅじゅぷっ……ずぶっ」

			　むしろ非常に気持ちいいんだが……。

			「にいさぁん……んチュ…もう我慢……できないれす……あむっずぶっ……アソコが…んちゅずっ……アツいんですぅぅ……」

			「アタヒもぉ……っんぐっ……じゅぷっ…ホシイよぉ……」

			「わかったわかった。今弄いじってやるから口を休めんなー」

			　そう言って俺は、フェラチオしている義妹達のマ○コに足の指を突っ込んだ。そのまま適当に弄ってやる。

			　足でやってるのに意味はない。強しいて言うなら面倒だなぁくらいの気持ちだろうか。

			「ふっふあっう……ジュルる…んレロっ……ぅあん…チュパっ……」

			「ンふぅッ…ぁああん……んジュルレロッ…ヂュプ……ひグッ……アァあ……」

			　だらしのない顔で俺の股間に貪りつく二人の義妹。顔中が唾液と鼻水とカウパーでグッチャグチャ。

			　ホントなんでこうなった……。

			「ソロソロ挿入いれてやっから二人共こっちにケツ向けて這はいつくばっておねだりしろー」

			　そう言うと二人はすぐにチンコから口を離した。後ろを向き床にうつ伏せになると自分のケツを俺に向かって突き出し、手を使って広げてくる。

			　二人とも、ヌチャァッという音が聞こえてくるくらいビショビショだ。クリトリスは皮が完全にめくれ、床に向かって痛そうなほど勃起ぼっきしている。

			「お願…っい…っします…う。…私の…淫らなお、おマ○コ…にぃい、にぃさんっの…お…チ…ンチン…を…挿入いれて……ズコズコ…してぇくだ…さぁい」

			「お…にい…っちゃぁん…っ。グジュグジュの…ア…タシ…のぉっお…っマ…○コにィ…、お…にいちゃ……んっの…おチンポ…挿入いれてほし…い…よおォ」

			　ケツを振り、床に愛液と涎よだれを撒き散らしながら懇願する二人のマ○コに、

			「やだねっ」

			　俺は指を突っ込んで掻き回してやることにした。

			「んほぉ！　あッうウゥあっんあァアッあウうゥンンッ！」

			「んヒィ！　んンンっ！　あッアううゥふわッッウうゥッ！」

			　直後、絶叫をあげる二人。姉妹だからなのか地味に喘あえぎ方が似てるのが少し笑える。

			「ほーれイけイけ。這いつくばって無様ぶざまにイッちまえ淫乱姉妹」

			　俺は二人の弱点を同時に引っ掻き回した。

			「いいきッまっすゥ。はあいィつ…くゥばア…ッっ…て……いもう……っと…とおッ……いっしょ…にっいぃっちゃアぁっいぃィまァあす！」

			「あたァしもおぉイっくゥ！　おね……っえぇちゃん…と…い、いィッしょ…ォにぃッぶざまに…いぃッちゃウゥぅう…！」

			　すぐに二人は潮を吹きながら同時に絶頂した。そのまま力尽きたようにぶっ倒れた二人の顔を覗き込むと、舌をだらしなく垂らして白目を剥いている。

			　せっかくの美人が台無しだわ。

			　クラスの奴らとかには見せらんないな。まぁ見せる気なんてないが。

			　ちなみに俺が手マンでイカせた回数は三十回を超えてから数えるのをやめた。

			　おかげで今日はチンコを入れずに終われるみたいだ。

			　失神してる二人をそれぞれの部屋のベッドに運んでから、俺は部屋に撒き散らされてる二人の体液などを掃除しながら、どうしてこうなったのかを思い返した。

		

	

			第一章　義妹達との生活は楽しいけど少し疲れる

			


			　今日は日曜日。

			　休日なのでと二度寝三度寝して昼過ぎに起きると、珍しく母さんが家にいなかった。

			　いつもはリビングのソファーで爆睡してるのだがどうしたのだろう。悟さとるさんとデートだろうか。

			　あ、なんか昨日言っていた気もするけど……なんだっけ。

			　まいっか。それより飯飯～。

			　冷蔵庫……は良さげなのねえな。

			　冷凍庫……は微妙。

			　棚の中……はフレークはある。牛乳ねーけど。

			　んー……しゃーない。

			　どーせ今日は映画観に行くんだし外で食べよ。

			


			　うーん結構いい映画だった。この余韻のままゲーセンに行くかな。

			　と思いつつスマホの電源を入れると、すぐに母さんから電話がかかってきた。

			「あんた一体どこほっつき歩いてんの!!」

			　耳がああああああ!!

			　スピーカーモードにしていたかと思うくらいの大音量である。

			「昨日言ったじゃん。今日は観たい映画あるから新宿行くって」

			「昨日言ったよね。会わせたい子がいるから明日は家にいなさいって」

			　あっ。そういえば言ってたわ。明日は家にいなさいねって。忘れていた。

			「とにかくさっさと帰ってこい!!　……あと、新宿にいるんなら、いつもの所でアップルパイ買ってきて」

			「へーい。ついでにスイートポテトも買ってくわ」

			「スイートポテトは十個買ってきてね」

			「え？　多くね？」

			「会わせたい子がいるって言ったでしょ。もう家にいるから買ってきて」

			「へーい」

			　ふーむ。誰だ？

			　ま、誰でもいいか。

			　新宿から三十分ほど電車に揺られ最寄りの駅に着いた。

			　ほんとここなんもねーよなあ。

			　田舎のような良さもねーし。

			　にしてもクソ暑い！　九月ってなんでこんな暑いんだろ。早く帰って冷房の効いた部屋で録画したアニメとドラマ観てぇ。

			　とか考えながら歩いて十五分。我が家のアパートに着いた。エレベーターで五階に上がる。俺の家は五〇三号室だ。

			　鍵を開け、大きな声で、

			「ただいま帰りました!!　アップルパイとスイートポテト買ってきたので許してくださいませ!!」

			　と叫びながらリビングに入ると、

			「あ、おかえりなさい」

			「おかえり～」

			　なんか女性が二人いた。

			　家に帰ったら見知らぬ美人が二人いた。
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			　一人は同じ年くらいの黒髪ロング綺麗な女の子。

			　あと胸がデカい。服になぜか書いてあるＮＯの文字が歪むほど。

			　一人は三つくらい下と思われる黒髪ショートの可愛い感じの女の子。

			　逆にこっちは貧乳だな。隣の巨乳のせいで余計に小さく見えるよ。

			　ノースリーブのシャツから伸びる腕は隣の子ほどじゃないけど結構白い。

			　うん、ほんと誰。

			「おかえり。夕ゆう夏かくん」

			「あ、悟さん。こんばんは」

			　俺の後ろから現れたのは一いち条じょう悟さん。

			　一八〇を超える高身長と爽やかな塩顔を併せ持つイケメン。俺の母さんの恋人だ。

			　詳しい経緯はよくわからないが、もう付き合ってかなり経つ。そろそろ結婚してもいいんじゃないかなとは思っているけど……どうなんだろう。

			「何がどうなってんですか。なんか、美人二人がうちにいるとかちょっと考えらんないっていうか。これは夢？」

			　小声で悟さんに聞いてみる。

			「落ち着いて。二人のことはあとでちゃんと紹介するから、まずは夕飯を食べよう」

			「はぁ。まあなんかよくわかんないですけどとりあえずそうします。あ、母さんは？」

			「ああ、美み玲れいさんならキッチンにいるよ」

			「どーもー」

			　とりあえず悟さんとの会話を切り上げつつ母さんの所に行く。

			　キッチンでは母さんがバタバタと慌ただしく動いていた。

			　後ろで軽く結んである髪が同じようにバタバタ動いていて、これが本当のポニーテールというやつかと少し笑えてしまう。

			「母よ。あの美人二人はどこのどなただ。悟さんがあとで紹介するとは言っていたが気になってしょうがない」

			「ただいまはどうした、馬鹿息子」

			「……ただいま」

			「はいおかえり。二人のことはあとで紹介するから待ってなさい。あと、今日はもんじゃだから鉄板も出しといて」

			「チッ。二人ともはぐらかしおって。つか今日もんじゃかよ、最高じゃん。ビールある？」

			「今日はやめときなさい。二人がいるから」

			「一体誰なんだよ……」

			　地味に気になりつつ俺はキッチンを去り、また居間へ。

			　美少女二人はソファーで談笑、悟さんはスマホをいじっていた。

			　俺はそれを横目にテキパキと動く。

			　テーブルの上に鉄板を出して、コンセントを差して、カレーパウダーを用意して、ジョッキを出して、準備完了！　あとはもんじゃを作るだけー。

			　途中、二人が立ち上がってこっちに来たが、座ってていいよーと言いつつさっさと準備を終わらせると、二人は残念そうにソファーに戻った。

			　あとは母さんに任せればいいから……悟さんと話してよかな。

			「悟さん。最近の母さんとの進展はどうっすか？　そろそろ結婚してもいいと思うんすよ。どうっすかお義父さん。てか結婚してくださいよ」

			　椅子に座りながら聞くと、悟さんは苦笑いして頭を掻いた。

			「夕夏くんは美玲さんと僕が結婚することには賛成なのかい？」

			「勿論もちろんですよ。あ、でも結婚したら俺はお義父さんと呼んだほうがいいのか悟さんと呼んだほうがいいのか」

			「どちらでも。ただその敬語はやめてもらいたいかな」

			「あー確かに。まあ結婚したらの話っすけどね。もしするなら反対しないんで言ってくださいね！　結婚式とかは金かかるしいらないと思いますけど」

			「あー……うん。そうだね。あ、今日は二人がいるからビールはダメだよ？」

			「あ、やべ。つい癖で。しまっとこ」

			　いつの間にか手に持っていたジョッキをしまったところに母さんが具材を入れたボウルを持ってリビングに入ってきた。

			「はいはーい。みんな席に着いてー」

			　全員が席に着く。

			　そして母さんの口から飛び出した言葉は、

			「私と悟さんは一昨日入籍いたしました。今日からあんたは佐藤夕夏から一条夕夏になります。そしてあなたには姉妹が二人できます。仲良くしてもらうように。あと、ここじゃ五人で暮らすには狭すぎるので引っ越します。場所は悟さんの自宅です。一週間以内に荷物をまとめておくように。以上！　では初めての家族もんじゃパーチーを始めます!!」

			「「「わあああああ！！！！！！」」」

			「…………」

			「どうした馬鹿息子。無言で私の顔見て。まずは姉妹たちに自己紹介でしょうが」

			　えっと……え、入籍？

			　もうしたの？

			　役所に行ったの？

			　いつの間に？

			　つか妹？

			　悟さんって娘いたの？

			「まぁじかよぉ」

			　なんか変な発音になったような気がするけどそんなことよりもだ。

			「えーと。色々言いたいことや聞きたいことがあるんだけども……。とりあえずだ。もう入籍したと。そして俺に父親ができたと。さらに姉妹ができたと。んで悟さんの家に引っ越しますと」

			「私が言ったことをそのまま復唱せんでよろしい。さっきも言ったけどまずは自己紹介しなさい。そんで仲良くしてもらいなさい」

			　なんかもうどうでもよくなった。

			　考えることをやめよう。

			　基本的に意味がわからないと思ったら考えるのはやめるってのが俺のポリシーだ。

			　それに二人とも俺とそんなに関わることもないだろうし、適当に自己紹介してあとはゆるーく付き合っていければいいや。だいたい俺はこういう美人さんと関わるのは苦手じゃ。

			「えーと。初めまして。俺の名前は佐藤……じゃなくなるのか。えーと、一条夕夏です。東若とうわか学園高等部三年です。趣味はー……あー……気になったことにとりあえず手を出していたので結構あります。興味があれば聞いてください。あと、家族になりましたがいきなりは接しづらいだろうし、別に兄妹として扱わなくて問題ないです。なんかいる男程度の扱いで無問題モーマンタイ。とりあえずこれからよろしくお願いします」

			　こんなところかな。

			　なぜかロングの子がどことなーく……怒ってる…ように見えるけど。……なんでキレてんの？　今の自己紹介に何か変なところはあっただろうか。

			　あ、まさか！

			「誤解しないでね。俺は別に家族になりたくないとか思ってませんから。ただ、やっぱり年頃の女の子にとって、いきなり同年代の男が近くにいるってのは心情的にどうかなぁと思っただけで……。仲良くしてもらえるように努力しますから怒らないでくれると嬉しいんですけど……」

			　なんか最後のほうは小声になってしまった。

			　だってなんか話せば話すほど顔に怒りの表情が出てきてるんだもの！　何がいかんのじゃ！　初対面でこんな表情を浮かべられるようなことしたか？

			　悟さん改め義父さん助けてー！　って目線で訴えたら、

			「えー……はい。じ、じゃあ次はうちの番だね！　というわけで二人ともよろしく！」

			　無理矢理、誤魔化してくれた。

			　えー義父さんや。

			「わかりました。では私から」

			　と言ったのは黒髪ロングの子。

			「こんばんは。一昨日ぶりです。私の名前は一条恵めぐみ。夕夏くんと同じ東若学園高等部三年。夕夏くんと同じＡ組。そして、夕夏くんの隣の席に座って授業を受けています。一昨日も勉強しながら、隣で熟睡していた夕夏くんを見ていましたよ。これからは仲良くしてくださいね？」

			「………………」

			　今この子、俺と同じ学園で同じクラスで俺の席の隣に座ってるって言った？　え？　そんなことがあるの？　てかじゃあ俺の初めましてに怒ってたの？　あんたの隣にいただろうがふざけんなってこと？

			「えと……、その……、すいません!!　俺はクラスの奴らの顔も名前もほとんど覚えてないのでわかりませんでした！　覚えましたから！　もう絶対忘れないので！　許してください！」

			「いいですけど、あとで話がありますので、覚えておいてください」

			　話ってなんや……。

			「じゃあ、次はあたしの番だね！　あたしの名前は一条夏なつ海み。東若学園高等部二年です。よろしくね！　おにいちゃん！」

			　まさかの一つ下でした。

			　絶対中学生だと思ってた。

			　だってこの子、目算で一四〇センチくらいよ？

			　そして恵さんは目算で俺と同じくらいかな。

			　ちなみに俺は一六五センチ！

			　こうして突然、義理の姉妹ができた。

			　まさか恵さんのほうはほぼ毎日会っていたとは。まあ覚えてはいないんだけれど。

			　俺は昔から人の顔とか名前とかを覚えない。というか覚える気が起きない。

			　クラスの奴らも全く覚えていない。大体からして関わる気がない。

			　学校に行ったら寝ているか、愛用のヘッドホンでドラマＣＤを聴いたりしている。

			　学校関係で覚えているのは担任と生徒会長のみ。生徒会長のことを覚えているのは当たり前のことなのだが、今は詳細は割愛しておく。

			　つか恵さんからの呼び出しとかなんの話やろか。

			　まあ十中八九、学校では話しかけんなってとこかな？　今まで通り過ごせばいいってことよね。

			　二人共美人さんだし、さぞかしおモテになるのでしょう。

			　俺と関わりがあるとなると困るだろうしな。

			　ちなみに俺の容姿は平々凡々の普通の男です。

			　適当に伸ばしっぱの黒髪。自分でも思う死にかけの目。高くない身長。

			　ただ、趣味の空手や体操教室のおかげで、こう見えて中身は筋肉質の細マッチョ体型です。金銭面の関係でもう辞めているけど、たまに空手の道場には顔を出している。片手でリンゴジュースを作れるのが密かな自慢だ。なお知っているのは母上のみ。

			　もんじゃを食ってる最中の二人は母さんと悟さ…義父さんとずっと話していた。俺は蚊帳かやの外。

			　なんか会話に入りづらくてさ……。

			　たまに恵さんと夏海さんが話を振ってはくれるんだけど適当に返事をして俺はもんじゃに集中してしまった。

			　ああ、呑みてぇ。

			　食い終わったら、母さんから「部屋で三人で話してこい」とのお達しが出たので、先に部屋を片付けに行った。大して散らかってるわけではないがな。いや本当だから。エロ本とか転がっていないから。

			　片付けが終わったので呼びに行こうと思ったらノックの音。

			　開けると恵さんと夏海さんが扉の前に立っていた。

			「入ってもいいですか？」

			「どぞどぞー」

			　そして入ってきた二人。なんとなくソワソワしてる気がする。

			「座布団とかねーからベッドに座ってくれるー？」

			　そう言うと二人共素直にベッドに座った。

			「んでだ。お話とはなんでござんしょ」

			「まずは改めまして。これからよろしくお願いします」

			　そう言って二人が頭を下げてきたので、俺も慌てて頭を下げる。

			「それでですね……」

			　なんか恵さんが口ごもっている。なんじゃ？

			「えーと……私は兄さんが欲しかったんです。なので私が妹でいいでしょうか……」

			　顔を上げた恵さんは真っ赤である。うーん可愛いの～。

			「いいよ。俺はどっちでもいいし。あ、でも一応誕生日聞いとこうかな。俺は十二月十日だけど、恵さんは？」

			「私は十月二十一日です……。あの…でも！　戸籍上は私が姉ですけど、別に今は同じ年ですし！　それに、二ヶ月くらい大して変わりませんよね!?」

			「まぁそうだけど………」

			「……ダメ…ですか……？」

			　うーん……。まあ戸籍上は姉でも、いちいち気にすることはないだろうし……。

			　それに同い年の女の子を姉さんって呼ぶのもなぁ。

			　なんか抵抗感じるし……。

			「うん、まいーや。確かに二ヶ月程度は大した誤差じゃないもんな」

			　そう言うと、恵さんはすっごくいい笑顔で、

			「ありがとうございます！　に、にいさん……！」

			　と言った。

			　テラ可愛い。こんな妹が欲しかった。

			「あたしの誕生日は十一月二十日だよ！　あと、あたし達のことは呼び捨てでよろしくね！　おにいちゃん！」

			　そう言ったのは夏海さん。

			　んーだがな？

			「それは無理かな。今まで女性のほとんどは苗字にさん付けでしか呼んだことないんだわ。名前に『さん』や『ちゃん』ならまだしも、いきなり呼び捨てなんて無理です」

			　そう言うと二人が俯うつむく……って泣いてる!?

			「わあーわあー！　ごめんごめん！　わかった！　呼び捨てにするから！　だから泣きやんでくれ！」

			　だがまだ俯いている二人。困った……。

			「ごめんよ。め…めぐみ、なつ…み。うーわかった、なんか兄としてなんかするから泣きやんで！」

			　するとピクッと反応。お？

			「……本当ですか？」

			　と言うのは恵。

			「ああ！　ホントだ！」

			「なんでも聞いてくれる？」

			　と言うのは夏海。

			「な、なんでも聞くぞ！」

			　ようやく上がった二人の顔は……満面の笑みである。涙の跡なんてなく、嘘泣きなのが丸わかり。

			「わかりました。必ず聞いてもらいますので」

			「あ、あはは……。命に関わること以外なら……」

			「さすがにそんなお願いはしないよぉ」

			「……ならいいです」

			　なんかこう……怖いな……。

			


			「と、いうわけでですねー。なんか俺に義妹ができましたー。親の再婚で美人姉妹が義妹ですよ？　すごくないっすか？　ねえ聞いてます会長？」

			「ふぁい…ひいへはふ……」

			　あのあと、適当に趣味の話をして、連絡先を交換して解散になった。

			　あと、義父さんと母さんに、恵が兄が欲しかったと言ったから、戸籍上はともかく、二人共俺の義妹ってことでいいかな？　と聞くと、別に問題ないと言われた。

			　そして、母さんに再婚の話を俺にしなかった理由を聞いたら、「女の子二人が兄妹になるならアンタ反対したでしょ？　だから事後報告にしました。文句ある？」とすごまれたので諦めた。

			　まあそりゃ反対するさ。

			　年頃の女の子がいきなり同年代の男と暮らすなんて普通は考えられんだろうに。

			　あの二人はどうも気にしていないっぽいけど。

			「それでですねー。早めに教室に着いて爆睡してたら起こされてですねー。顔を上げたら恵がニコニコしてるんですわ。そんでおはようございます！　だって。クラスの奴らに変に勘ぐられないかヒヤヒヤしましたよ。ちょっとーきーてまーすかー？」

			「ゥゥうフゥ……ひいへ…ふぁふ……」

			　まあ、隣の席だから挨拶したんだなって感じでクラスの奴らは納得してたっぽいけど。

			　でも、向こうから関わってくるとは思わなかったわ。

			　絶対学校じゃ今まで通りだと思ってたからさ。

			「でも昼に夏海が教室に来て、しかも俺に弁当を持ってきてくれるなんて思わないじゃないですかー。かいちょー、ちゃんと踏ん張ってくださーい。下がってきてますよー」

			「……ふいふぁ…へん！　…んヒィうッッ！」

			　クラスの奴らの前で「おにいちゃん！　一緒にお弁当食べよ！　おにいちゃんの分もあるよ！」なんて言ってきたもんだから、さすがに注目を浴びまくって俺は久しぶりに胃が痛くなった。

			　とりあえず夏海と一緒に屋上に行って食べていたら、恵も来たんで三人で食べたわ。

			　ほとんど二人が話しているのを横で聞きながら、弁当を食っていたんだけどな。

			　ちなみに弁当は夏海が作ってくれたやつだ。いつも作ってるらしい。

			　かなり美味かった。

			「いやー普段から誰とも関わりがない俺に話を聞きにくる奴がいなかったのが救いですね。面倒なのはゴメンなんで。あーかいちょーそろそろ膝も痛くなってきました？　降りましょうか？　降りちゃっていいですか？」

			「ふンぐぅぅウゥううゥゥ!?　ふいふぁへん！　ほっほおへふぁいひはふ!!」

			「はっはー何言ってんのかわっかんねえー」

			　そう言って俺は会長の股間に埋めているバイブに手のひらを叩きつけた。

			「ふンンぐんうゥゥウッ！！！！？？？？」

			　あーあ、力尽きて倒れちゃった。

			　まるで電極つけたカエルだな。なんかピクピクしていて笑える。

			　そろそろ説明するか。

			　今、俺はこの学園の高等部三年で生徒のトップである生徒会長『石いし川かわ茜あかね』を、生徒会室で素っ裸にして四つん這いにさせ、その上に腰をかけて俺の全体重をかけつつ、時たまマ○コに埋めたバイブを弄ったり、乳首についているピアスに通した紐を引っ張ったりしながら、今日一日の報告をしているところだ。

			　ちなみに口にはボールギャグをつけてある。

			「かいちょー。……うんダメだ、完全に気絶してるわ。やりすぎたかな。いや、会長だから問題ないな」

			　持参したタオルで茜を拭きつつ改めてその身体を眺める。

			　キメ細かで、染み一つない白い肌。

			　Ｆカップの弾力あるおっぱいは床に押し付けられていて、茜の身体を少し持ち上げていた。

			　愛液でビッチャビチャの陰部に揉みごたえのある大きめのケツ。

			　腰までかかる綺麗なストレートの金髪はフランス人である彼女の母親譲りだ。父親は日本人である。

			　いつもであれば少し吊り目気味の理知的な目が、今は軽く白目を剥いていて、口につけたボールギャグの隙間からは唾液が絶えず垂れていてベトベトだ。

			　総じて残念極まりないな。

			　茜のことを「お姉様」とか言って慕ってる副会長が見たら多分泣くぜ。

			　俺が茜に初めて会ったのは俺達が高等部一年の時……、いや本当はもう少し前なんだけど、俺は全く覚えていなくてね。ま、認識したのは一年の時ってことで。

			　その時たまたま茜が変な輩やからに絡まれていたところを助けたのだ。

			　あ、変な輩とは誠心誠意お話しさせていただいたので報復とかはないですよ。……二度と逆らえないよう潰したから。

			　そして次の日、俺は茜に告白された。

			　もちろん俺はその告白を断った。

			　いや、茜って見た目が明らかにいいしさ。

			　よくある、平凡な日常を好むヤレヤレ系主人公ではないけど、面倒なのは嫌なんでな。

			　確かに美人だし嬉しくは思うんだが、なんだかね。

			　向こうもちょっとした気の迷いだろうと思ってのことだ。

			　親切心だよ。いい男なら腐るほどいるから俺なんかやめておきな！

			　そんな気持ちを込めての俺の断り文句は「俺、ど変態としか付き合いたくないんだよね」である。

			　こう言えば、普通ならドン引きして二度と話しかけてはこないだろう。そう思ったんだが……茜は違った。

			　その場でスカートを脱ぎ、タイツとパンツを少し下ろして俺に言ったのだ。

			「私をど変態にしてください！」ってさ。

			　うんまあ……健全な男子高生だし……その場で思わず手だけと言わず色んなものを出してしまったわけで……。

			　それからも色々とやっちゃって……。調教紛いなことも繰り返しちゃって……。

			　今では彼女というより俺の性奴隷に近い状態になっちまいましたよ。

			　まあ茜は幸せそうだからいいんだけどさ……。

			「ハァ……。ご主人様に後始末させる奴隷がどこにいんだよ全く……。あ、別に奴隷ではないか」

			　こんなことを毎日、放課後にやっている。

			　たまに授業の合間にも。休日も。

			　たださぁ……増えるとは思っていなかった……。

			


			　義父と義妹達ができてから一週間経った日曜日。

			　今日は引っ越し当日だ。

			　俺の部屋の荷物はあらかたトラックに入れて先に運んでもらった。

			　今は荷物を持って、電車に揺られている。

			　今まで住んでいたアパートは、学園まで自転車で通える距離だったが、新しい家は学園まで電車で一時間ほどかかる。

			　今度から早起きしなくちゃならんのか……。

			　茜のモーニングコールを早めてもらう……のはちょっと悪いな。

			　うーむ……頑張って早く起きよ。

			


			「うわっ、そこそこでけえ！」

			　メッチャでかいわけじゃないけど、そこそこでかい和風の家だった。

			　メッチャ綺麗やわ。庭も広いし、垣根で外からは見えにくいのがポイント高い。

			　縁側もあるし。

			　長い付き合いだが義父さんの家に来たことがなかったからテンション上がるわー。

			「夕夏くん、早く家に入ったら？」

			「あ、義父さん。めっさいい家じゃないですかー」

			「おお……なんかこそばゆいな。俺も夕夏って呼んでいいかな？」

			「もちろん！」

			　義父さんは嬉しそうだった。

			　家に入ってまず見たところはトイレと風呂場だ。

			　俺はトイレも風呂場も広いのが好きだ。

			　湯船がでかいのは勿論なのだが、風呂場自体が広いのがいい。

			　開放感があって落ち着くのだ。

			　身体を洗うのも楽だし。

			　そしてトイレだって、広いほうがいい。

			　トイレでウンコをする時は、広いほうがやはり落ち着く。

			　俺は公衆トイレでウンコをする時は、できるだけ多目的トイレでするようにしている。

			　車椅子マークが付いているトイレだ。ああいうトイレでの開放感は半端ない。

			　確認したところ、かなりの広さがあった。

			　義父さんも俺と同じで、広いほうが好きなんだそうだ。

			　湯船は二人で入ってもまだ少し余るほどの大きさでビックリした。

			　そんで、俺の部屋に案内してもらった。

			　二階には廊下を挟んで二部屋ずつある。

			　俺の部屋は階段を上がって右側奥の部屋だ。

			　手前は物置みたいなものだが、ほぼ使うことはないらしい。

			　左側二部屋が恵と夏海の部屋。今は二人共出かけている。

			　今日の夕飯の買い物だそうだ。

			　母さんと義父さんの部屋は一階だ。今は下で二人で荷解きしている。

			　ラブラブだねぇ。

			　俺も荷解きすることにしよう。

			　そんなこんなで気がつけば夕方、本棚の本も半分ほど入れたところで一旦やめる。

			　いやー本とか漫画の整理って、ついつい読んじゃったりして地味に進まないんだよね。

			　──コンコンッ

			　ん？

			「にいさん、いいですか？」

			「どーぞー」

			　そう言うとドアを開けて恵が入ってきた。

			「荷解きどうですか？」

			「んーまあ半分ほどってとこかね。ほとんど漫画や本だからさ。整理しながらついつい読んだりしちゃってねー。あ、なんか用だった？」

			「いえ、休憩がてらお茶でもと思ったのと、お手伝いしようかと思いまして」

			「あー、お茶は貰おうかな。でも手伝いは今んとこいらないから大丈夫だよ。ありがとうね」

			　エロ本やエロ漫画もあるのに触らせられるかっての。

			「そうですか……。では、お茶を持ってきますね」

			　そう言って恵は部屋を出て行った。

			　ほどなくまた部屋の扉を叩く音。開けてみれば恵がポットとカップを載せたトレーを持って立っていた。……ノックは足でしたのか？

			「にいさん、美味しいですか？」

			「ん、美味い。これ結構いい茶葉使ってない？」

			「はい！　私お茶にはちょっとうるさいんです」

			　恵が淹れてくれた紅茶はすごく美味しかった。

			　すこーしだけお酒を入れてるそうだ。

			　味も香りもいつも飲んでる安紅茶とは雲泥の差である。

			「なんか和むなー。あ、夏海さ…は部屋にいるの？」

			　うーん。まだ呼び捨ては少し慣れないな。

			「いえ、夏海は夕飯の用意です。今日はお祝いですからね！　引越し祝いです！」

			「なるほろ。……手伝ったほうがいいかな」

			「大丈夫だと思いま……あ、やっぱり聞いてみてください」

			「どっちだよ」

			「聞いてみてください！」

			「わかったわかった」

			　残った紅茶を一気に飲み干して、俺と恵は部屋を出た。

			　恵は部屋に戻り、俺は階下へ。

			　キッチンでは買い出しから戻った夏海が忙しなく動いていた。

			「おかえりー、なんか手伝おうか？」

			「あ、おにいちゃんただいま！　手伝いはいいから休んでていいよ！　今日は引越し祝いなんだから」

			「こう見えて実は結構料理できるから、仕込みくらい手伝うって」

			　働いている母さんと二人で長いこと暮らしてきたから、料理はそれなりにできる。

			　まあ、母さんのほうがレパートリーもあるし味も上なんだけどね。

			「んー、じゃあそこの野菜洗ってくれる？」

			「おーまかせろー」

			　パパっと洗う。

			「次はー？」

			「冷蔵庫のお肉出しておいてくれる？」

			「あいよー」

			　すぐに出してキッチンのテーブルの上に置く。

			「次はー？」

			「座ってお茶飲んでてくれるー？」

			「わかったー」

			　冷蔵庫からお茶を出してコップに注いだ。

			「……手伝いいらない？」

			「うん！　今日はおにいちゃん達の引越し祝いなんだから大人しく待っててね」

			「わかったよ」

			　ま、そう言うならお言葉に甘えて、俺は部屋に退散するかな。

			　あ、そうだ。

			「楽しみにしてるからな」

			「まっかせなさい！」

			　夏海は嬉しそうに笑った。

			


			「そうそう。私達、新婚旅行に行ってくるから」

			「え？　マジで？」

			　引越し祝いの夏海お手製料理を食べ終わり、みんなで恵の淹れたお茶を飲みつつ一息ついていると、またもや突然、母さんが言い出した。

			「どこに行くの？」

			　夏海がそう聞くと、

			「差し当たってまずは北海道に行くつもりだ」

			　と、お義父様。

			「まずは？」

			　思わず聞き返してしまった。

			「いやー、美玲さんはずっと一人で頑張ってきたわけだし、ハメを外してもらおうかなと」

			「それで？」

			「色々と美玲さんが行きたがっていた所に連れて行ってあげようと思ったのさ」

			　なるほど。なるほどなるほど。

			　確かに母さんはテレビを見ては、ここに行きたいとかあそこの飯が食いたいとかあの料理はどう作ってんだろうとか……飯のことばっかやな母上。

			「それでまずは北海道……毛蟹だな？　あとイカ」

			「ウニもな」

			「アンタは連れてかないわよ」

			「いや、そこまで無粋ぶすいじゃねえよ」

			　俺をここまで育ててくれたんだ。邪魔なんぞしませんよ。ゆっくり行ってきてほしい。

			　あ、でも。

			「毛蟹は送ってくれない？　メッチャ食いたい」

			「もちろんだよ」

			　おっしゃ！

			「じゃあ、その間は私達三人ですねにいさん」

			「そうだな。それで？」

			「え？　あ、え…と……よ、よろしくお願いしますね」

			「はい？　まあよろしく」

			「あたしも！　よろしく！」

			「はいはいよろよろ」

			　すると義父さんと母さんが急に笑いだした。

			「「アハハハハ!!」」

			「なんだよ……」

			「夕夏が恵や夏海と普通に喋ってるなんて面白くて面白くて」

			「どういう意味ですかねぇ」

			　するとは母さんは、

			「だって、この間も言ったけどアンタこの二人のこと知ってたら、私達のこと反対したでしょ？　そんな相手なのにすぐ仲良くなってんだからさ」

			　と若干呆れ気味に言ってきた。

			　そして義父さんは、

			「夕夏は女嫌いかと思うくらい、女の子と仲良くなったりしないもんな。あ、男もか」

			　とからかってくる。

			　間違っちゃいないが別に女嫌いなわけじゃないぞ。

			　現に茜という彼女だっているしな。

			　つか、そろそろマジで彼女としてもっと丁重に接したほうがいいだろうか。ホントに性処理道具みたいになっている気もするし……。

			　今度ちょっと真面目に考えよ。

			「どうした？　なんか真剣な顔して」

			「いや……まあ、俺だってたまにゃー真剣な顔して考えることもあるさね。それより旅行はいつから行くの？」

			「えーと……実は……あ、あ…した……」

			　義父さんは少し目を逸らしながらそう言った。

			「ハア!?」

			「いやぁもう、結構前から決めてたんだよねえ」

			　義父さん曰いわく。俺に黙って再婚を決めた時には、すでにそこまで決まってたんだと。

			　んで、再婚報告して満足したところで引越しとかでバタバタしてたから、俺に言い忘れてたんだと。

			　恵と夏海は、てっきり俺も知っているもんだと思ってたんだと。

			「なんか俺だけ地味に仲間外れみたいじゃね？」

			「そ、そんなことないですよ！」

			「そう！　そうだよ！　おにいちゃんはおにいちゃんだよ！」

			「え、いや嬉しいけどちょっとした冗談だから」

			　恵と夏海が力いっぱい俺の言葉を否定してくれた。

			　うん、素晴らしい義妹達だ。

			　そんなこんなで引越し祝いもお開きとなり、俺達はそれぞれの部屋に戻った。

			


			　まだ本棚に入れていない漫画を読みつつ片付けつつしていると、

			　──コンコンッ

			　またもやノック。

			　なんかノックって新鮮だな。

			「どうぞー」

			　ドアを開けて入ってきたのは夏海だった。

			　薄いピンクのパジャマを着て肩にバスタオルをかけている。

			　風呂上がりの美少女か……。目の保養になるなあ。

			「おにいちゃん、お風呂どうぞ。先に入っちゃってゴメンね」

			「いやいや、なんで謝るし。ありがと。もう少ししたら入ろうかな。みんなはもう入ったの？」

			「うん。先にお父さん達が入って、おねえちゃんも入ったよ。あとはおにいちゃんだけ」

			「うーい。もう寝るだろ。おやすみ」

			「うん！　おやすみおにいちゃん！」

			　そう言って夏海は部屋を出て行った。

			　俺は夏海が出てからすぐに着替えを持って風呂場に向かった。

			　風呂場に来て改めて思ったが広くてイイわぁ。

			　んーと、バスタオルはこれかな。

			　んで、洗濯物はこのカゴに入れれ…ば……。

			　……カゴの一番上にブラとパンツがあった。

			　ふむ。

			　とても薄い水色の布地にそれに合わせたような淡い色の大きめの斑点。

			　それはさながら静かな水面にスポイトで薄めた絵の具を一滴ずつ垂らしたかのような斑点だ。

			　そしてそれに合わせた主張しすぎない可愛らしいレースも素晴らしい。

			　パンツも同じ柄だが、小さなリボンがついている。

			　うーむ。

			　あまりにも堂々と置いてあったから、つい見入ってしまった……。

			　これはどっちのだ？　恵か夏海か……え、母さん？　そうかそうか表出ろ。

			　まぁ順当に考えれば夏海だろうな。

			　夏海がこの下着をつけているのか……なんか可愛らしすぎやしないだろうか。

			　彼氏にでも見せるのだろうか。

			　つか彼氏いんのかな。まあいるか。可愛いんだし。

			　んで学園でヤりまくりですかな、けしからん。学園は勉学に励む場所であり、そんな不純異性交友なんておにいちゃんは許しません……人のこと言えねえや。というか不純どころの騒ぎじゃねえ交友だわ。

			　女性を使って教室でお馬さんごっこ。

			　ここ一年は学園内でも色々やっていたけど、バレたらヤバイし、また前みたいにラブホだけにしようかな。そうしよう。

			　その代わり前より休日に茜と過ごす時間を増やして、やりたいと言ったプレイを……なんかおかしい。

			　考えるのやーめよ。

			　とりあえずこの下着はカゴの一番下に入れておこう。

			　そう思ってパンティーを持って顔の前に……じゃない！　匂いを嗅ごうとするんじゃねえ俺！

			　すぐにカゴの一番下に突っ込んだ。

			　そしてブラを持って胸に……つけるな！　同じく一番下に突っ込む。

			　なんか理性が中途半端に飛ぶな。

			　明日も同じだったら注意しとこ。

			　そしてやっと俺は風呂に入ったのだった。

			　時計を見たら、脱衣所に入ってからすでに三十分も経っていた。

			


			「じゃあ行ってくるから。戸締まりとか火の元とか気をつけてね」

			「あいよー」

			「恵、夏海、バカをよろしくね。朝起きなかったら置いてっちゃっていいから」

			「よろしくと言いつつ、遅刻しそうになることを言うな」

			「わかりました。おまかせください」

			「まかせて！」

			「え？　そのまかせてって朝は置いてくってこと？」

			　月曜日の午前五時。

			　母さんたち曰く、始発の飛行機に乗って、市場の海鮮丼を食べるために早く起きて行くんだそうだ。

			　羨ましい……。

			「それじゃ夕夏、二人をよろしく」

			「まあ、俺にできることは限られてる気がするけどまかせんしゃい」

			「二人も夕夏に迷惑をかけないようにね」

			「わかりました」

			「はーい！」

			　母さんはすぐに義父さんの腕に腕を絡ませてタクシーへ。

			　若干乗りづらそうに二人が乗り込んだタクシーが見えなくなると俺達は家に入った。

			「二人はどうする？　俺はあと一時間くらい二度寝するけど」

			「寝るんですか？　せっかくですし三人で朝のお散歩しましょうよ」

			「あ、良いねそれ！　おにいちゃん行こうよ！」

			「おにいちゃんは昨日寝たのが三時頃なのでとても眠いです。お散歩は明日にしましょうね」

			「そうですか……。わかりました。では明日ですね」

			「絶対だからね！」

			「はいはーい」

			　昨日は寝ようとしたんだが、あの下着が頭から離れなくて……。

			　困ったから本棚の漫画を読んでいて気がついたら午前三時。

			　慌ててベッドに飛び込んだらすぐに寝ちまったのだが、眠りが浅かったのか目覚ましですぐに起きることができた。

			　だけど、やっぱり眠い。

			　ギリギリまで寝たるんじゃ。

			　──ブーッブーッブーッブーッブーッブーッ

			　にどねのじゃまをするのはだれじゃあ……って茜？　あ、そいえばモーニングコール頼めるかメールしてたんだったわ。

			『モーニングコールだよゆうくん！　おはよう！　珍しいね、すぐ出るなんて』

			「おはよう会長。さっきまで起きてて、今寝る瞬間だった」

			『え？　また夜更かししてたの？』

			「違う違う……違わなくもないけど。まあ詳しいことは放課後話すよ」

			『あ、その事なんだけど、今日のお昼一緒に食べない？』

			「あれ？　副会長とは？」

			『それがあの子、昨日から夏風邪引いちゃったみたいでお休みなのよ。だから今日のお昼はゆうくんと食べたいなぁなんて』

			「あらまあ。あとでお見舞いメール送ってやるかな。会長の写メ付きで」

			『アッハッハッハッ！　喜びそうだから送ってあげて。ところでこの一週間はお昼って義理の妹さん達と食べてるんでしょ？　今更だけど大丈夫なの？』

			「へーきへーき。んじゃお昼ね。モーニングコールサンキュー」

			『うん！　ばいばーい！』

			　せっかく茜からモーニングコール貰ったわけだし起きておくかな。

			　ところで、なぜ俺は茜のことを『茜』ではなく『会長』と呼ぶのか気になるだろう。

			　気になるよな？　気になるって言えよ。

			　最初は『石川さん』と呼んでいたんだが、調教紛いのことをしているうちに自然と『茜』と呼び捨てにしていた。

			　そして、茜が生徒会長になった時に、生徒会室で『会長』と呼びながら縛ってＳＭプレイ紛いな事をしていたら、茜はそれにハマってしまったのだ。

			　それ以来、茜に自分のことを呼ぶ時は会長と呼んでほしいと頼まれたのでそう呼んでやることにした。

			「二人共、改めておはよう」

			「おはようございます」

			「おはよう！　今日から毎日一緒に学校に行けるんだね！　おにいちゃん！」

			「毎日って……まあそうか」

			　毎日同じ電車で一緒に通学するのか……目立つわあ……。

			「まあ今日は一緒に行ってもらおうかな」

			「今日は？」

			「なんで今日だけなの？　明日からも一緒に行こうよ」

			「えーなんで？」

			「私達と一緒に登校するの嫌なんですか？」

			「嫌っていうかなんつーか……。あー……、二人共可愛いんだしさ。非常に目立つわけだよ。俺、僻ひがまれたりすんの面倒だし」

			「かわっ……ッッ」

			「お、おにいちゃんはあたし達のこと可愛いって思うの？」

			　何を今更なことを言っとるんだ二人は。

			「二人共可愛いよ。美人姉妹だと思う。つか、二人とも彼氏と飯とか食べないの？　この一週間俺と食ってたけど」

			「か、かか彼氏なんていいいいませんよ！」

			「あ…あた、あたしもいないよ！」

			　あらまあ。

			　二人とも慌てちゃって。

			　顔を赤らめながら必死に手と首を振る様はなんか微笑ましい気分になるな。

			「マジか。なかなかビックリ。あ、でも好きな人くらいはいるだろ。そいつ誘ってやれよ。大喜びだろうさ。もし駄目ならソイツはＢ専かゲイだな。諦めろ」

			「あ…えあ……と……はい……」

			「……あれ？　待って……マジでゲイなの？」

			　落ち込み方が尋常じゃないんだけど。さっきまでの元気はどうした。

			「ち、違います！　絶対違います！」

			「そうだよ！　違うよ！」

			　二人はまた慌てて、さっきよりも激しく、それはもう必死になって否定してきた。

			　うんうん。ま、頑張りたまえ。

			「あーわかったわかった。まあ、高校生の恋なんてなかなか難しいものがあるだろうけど、がんばんなよ」

			「はい……」

			　なんでまた落ち込んでんだこの二人は。忙しい姉妹だな。

			「あ、そうだ。今日の昼飯は俺一緒に食えないから」

			「え!?　なんで!?」

			「うわっ！　どうした急に……。ビックリしたぁ」

			「なんで食べられないんですか……？」

			「え、いや、つかさっきから二人ともなんか変だぞ。体調悪いのか？」

			「いいから！　なんで！」

			「い、やまあ……んー……」

			　どうしよ……。隠してるつもりはないんだよなぁ。

			　話す相手がいなかったってだけだし……。

			　母さん達にはなんか恥ずかしくて言ってないけど。

			　まあ、たまにこういうこともあるだろうし二人には言っておくか。

			「まあその……母さん達には恥ずかしくて言ってないんだけどさ。俺って彼女…がいるんだよね。忙しい人だからお昼って一緒に食えないことが多いんだけど、今日は久しぶりに一緒に食べられるってことだからさ」

			「そう……ですか……」

			「まあ、明日は多分一緒に食えるからさ！　な？」

			「うん…わかったよ……」

			　あれ？　なんで俺に彼女がいると言ったのにビックリしたぁとかそういう反応がないんだ？　……まいっか。

			　つか、目に見えて二人が沈んでいく……。

			　なんだ、そんなにおにいちゃんが好きか。

			　なんてな。

			　ふむ……。

			「あー可愛いブラコンの義妹がいるから今日は一緒に帰りたいなぁ」

			「はい！　一緒に帰りましょう！」

			「あたしも！」

			「お、おう……」

			　唐突に元気になったよ……。

			　マジでブラコンか？

			　早くね？

			　あ、わかった。

			　二人共ファザコン気味なんだな。

			　俺をその代わりみたく思ってるんだろ。

			　可愛いのぉ。

			　帰りにアイスでも奢ったげようかね。

			　結局、毎日の登校とたまに帰りも一緒にすることになった。

			　帰りがたまになのは、俺が茜と会うからだ。

			　ちなみに彼女が生徒会長であることは言ってない。

			　そこまでは言わなくていいだろうと思ってだ。

			　二人も聞いてはこなかったしな。

			　あと、二人はクラスの奴らには俺が義理の兄になったことを、この一週間の間にすでに話していたらしい。

			　それでも周りが俺に何も言わないのは、今までの俺の態度のせいなんだろうなぁ。

			　どーでもいいけどなっ！

			　だからさぁ、今日の周りからの視線が今までの視線と変わっているのは気のせいなんだ。

			　具体的には、路傍の石ころを見るような視線から、まるで親の敵かたきのような視線に変わった気がするのは気のせいなんだ。

			


			「電車かぁ。私は満員電車は嫌だけど義妹さん達が羨ましいなぁ」

			「なんで？」

			「だってゆうくんのことだから、きっと二人をドアの方に追いやって、二人が人混みに潰されないようにしてたんでしょ？」

			　今はお昼。

			　さっきまで夏海の弁当を食べていて、今はお茶を飲んで一息ついているところだ。

			「言われてみるとそうかもしれん。完全に無意識だったわ」

			「ゆうくん優しいからねぇ。それにゆうくんが来るまでは、いつも二人で満員電車に乗っていたわけだから、そういうことをされたら嬉しいんじゃないかなあって思ってさ。私は嬉しいから」

			「なるほどね。兄としての好感度が上がってくれてるならいいわなぁ」

			「……そうね。ところでさぁ。ご飯は食べ終わったわけだけれども……」

			　そう言って、茜は顔を少し赤らめながらスカートをたくし上げる。

			「挿入いれてください、ご主人様！」

			　茜はノーパンだった。

			　そしてパイパンマ○コからコードが二本伸びていて、そのコードの先は黒のハイソックスに包まれている両太ももに繋がっている。

			　要はピンクローターを二本突っ込んで、太ももとソックスの間にリモコンを挟んでいるわけだ。

			　まあ、だと思ったよ。

			　だって、ブーーって音が飯食ってる時に聞こえてたから。

			「来い」

			　俺はスラックスとパンツを脱いで生徒会室の机に腰掛ける。

			　コイツはかなり愛液を出すからな。

			　前にチャックだけ下ろしてハメたら、スラックスの股間のとこがビチャビチャで、まるで漏らしたみたいになったんだよね。

			　そして茜が机に乗ってくる。

			　俺の横で机に仁王立ちしている茜のマ○コからピンクローターを二本とも抜いてやった。

			「……んあっ！」

			　ピンローのおかげかすでにマ○コはドロドロだ。出来上がってるのが見るだけでわかる。

			　そして俺が勃起したチンコを指差すと、茜はニコッと笑い、対面座位の状態で跨ってきた。

			　そしてまさに挿入はいる直前、俺は手でチンコの位置をズラして、挿入はいらないようにしてやる。

			「あヒンッ!?」

			　結果、茜のクリトリスを擦る俺の亀頭。

			「ご…ご主人……さ…ま。なんで……？」

			　まだ俺はほとんど何もしていないのに茜の顔は蕩とろけきってる。

			　可愛いじゃないか。

			　でも……。

			「挿入いれる前になんか言うことは？」

			　すると、茜は蕩けきった顔を俺に近づけて、軽く口づけをすると、俺の耳元で、

			「ご主人様。私にご主人様のオチンポを私のマ○コに入れさせてください。お願い致しィヒイイイイィィィィ！！！！？？？？」

			「あ、悪い。悪ノリしてたら我慢できなくなったわ」

			　つい、最後まで聞かずにぶち込んじまった。

			　油断しているところを一気に肉壁をこじ開けられ、そのまま子宮口を抉えぐられながら、奥の壁に亀頭が叩きつけられた茜は絶叫をあげた。

			「アウッ…んハァ……ごしゅっじんさ…ま……！　はっ激しっ……あぐぅっンッ……うヒぉおお!!」

			　ガンガン突き上げてやる。

			　ブチュッブチュッブチュッブチュッと股間から音が鳴るたびに、接合部が泡立って軽く飛沫しぶきが飛んでいた。

			　茜は喘ぎながら、俺の首の後ろに手を回して身体を支えている。

			　俺は茜の腰あたりを持って支えながらさらに腰の動きを激しくした。

			「ぐぅッ……ひアッ…！　アウッあへひっ！　…ひへっ！　ひぎゅっ！」

			「会長さぁ挿入いれただけでイってるし、さっきからもう何度もイってるよね。こんな真っ昼間っから盛っちゃってさぁ」

			「はぁっ……えっあ！　ううゥハァっえぅァふっ！」
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			　俺は、おそらく謝っているであろう茜に腰を打ち付ける。

			「おーい日本語になってなーいよー？」

			　まあそうはさせんとばかりに突きまくってるからな。

			「も、もうしっ……ッッわけ……ごザッぃいませんんん!!」

			「いや別に責めてないから。たださぁ、俺ばっか動くの疲れちゃったなぁ」

			　そう言って俺は唐突に動くのをやめる。

			　茜の肉壺は動かなくなった俺のチンコに不満があるかのようにムギュムギュと締め付けてきた。

			「はへっ……わかりまひた……わらしが……ンふぅ、動きます……なので…ふぅ……ご主人様は……そこに寝て…へうっ……くらしゃい……」

			　言われた通り繋がったまま俺は寝転がった。

			　完全に騎乗位だ。

			　生徒会室の机はデカイからこういう時は便利だ。

			「……では……………ふわっああぁ……あんんっ！　…ンッ！　……アッンんッ！　ぁううゥ……んんっ！　ウうゥァウ！　ウゥう…うぅフワッ……ウゥぁ！　あっ……ぁァあッ！　んんっ！　んんっ！　ぁあっううぅ」

			「いいぞー結構気持ちいいぞーもっと腰振れー」

			　実際メチャメチャ気持ちがいい。

			　二年間も俺のを挿入いれている茜の膣内なかは、完全に俺のチンコの形や締め付け方を覚えている。

			　気持ちよくないわけがない。

			「っんんっ！　っああっ……ぁあっ……んンッ！　…あッァアッぁアッんぁアッァあンんっ！　……ウウぅァアッ！」

			「ふぅ……そろそろ出したいな……おらッ!!」

			「ハガァッッッ！！？？」

			　茜の腰が下がった瞬間、思いっきり突き上げてやると、背中を反らせて一瞬だけ声をあげた。

			　そして、力が抜けたように俺にしなだれかかってくる。

			　顔を覗くと、茜は白目を剥いて、半開きの口から舌が覗いていた。

			　なんてザマだ。

			「コラっ。何休んでやがるっ！　俺がイけねえだろうがっ！」

			「ぐふっ……ううぅえぅ！　ぎゃウゥえゥ！　ぐフッが！　ァえグッぐァウウウ！　ゥグフっアッ！」

			　──バチュンバチュン！　ズチュズチュ！　バチュンバチュン！

			　掴みごたえのあるケツを持って連続で下から突きまくる。

			　対面座位の時よりも高速でだ。

			　ポルチオを何度も抉られながら、子宮の奥の壁を高速で叩かれた茜は、すぐに目を覚まし、イきまくっては気絶しかけるを繰り返している。

			「うごっあ！　……ごしゅっっはアっあがッごしゅじんさまっ！　…ぅくっぅもうッ！　くっあがっ！　…がっえぐっもういきますかァアッ!?　ウゥぅアッ！　……がッグふッ！」

			「あーそろそろ出そうだなぁ」

			「…はぁっでは…ぅがぁえぅイって！　…イってくらはい！　えゥ！　えゥアッ！　がぁ……あガッ！　……ア！　…ぅくッグわら！　わらしにッ！　ぁがぁうウゥぅらしあ！　ふぐイィッッ…ううぅ！　えぅ……！　くらしゃい！　…ヘィヒイッ」

			「いいぜぇ！　出すからマ○コしっかり締めろ！」

			　ラストスパートでさらに加速させる。

			　──パヂュパヂュパヂュパヂュパヂュパヂュパヂュパヂュ

			　肉同士が当たるたびに拍手のような音と水の弾ける音が止まらない。

			　そして、

			「イグっ!!　ごしゅじんさまっ!!　いっしょに!!　オホッ!!　おお……んオッ!!　いっしょにイぎまずぅぅうううう！！！！」

			「俺もっ!!　出るッ!!」

			　一番奥に叩きつけると同時に俺は射精した。

			　──びゅゥッ！　どびゅッどびゅるるッドビュルルルルルル!!

			「いッぎゅううぅぅうふウウウウウウウッッッッ！！！！！！」

			　茜も絶叫しながら今日一番のオーガズムに達したようだ。

			「どうだったよ……」

			「……ハァ……ハァ……しゃっ…しゃいこうれひたぁぁ……あふぅ……んふぅ……」

			　盛大にイったあともマ○コは痙攣けいれんしている。

			　まだ小刻みにイきまくっているのだろう。

			　その時、チャイムが鳴っていたが、俺はこのまま次の授業はサボることにした。

			「……んアッ…ヒャっ…ヒャイム……なっひゃいあひた……ふぅん……ハァッ……ハァッ」

			「いーよ。面倒だし、掃除しなきゃならんからな。サボるわ。それよりもう少しこのままでいようぜ」

			「はひっ……ふぅッ……ありがほう…こしゃ……いまひゅ…ハァッ……ハァッ」

			　心地よい疲労感と共に火照った身体の茜を抱きながら、俺達はそのまま机に寝転がって互いの鼓動を感じていた。

			


			　生徒会室を換気しながら掃除している時、帰りのことを思い出した。

			「あ、そだ会長。わりいんだけど、今日は義妹達と帰る約束しちゃったんだわ。一緒に帰っていいかな」

			「そうなの？　いいよー！　ちょうど私も今日の放課後は予定あるから言おうと思ってたとこなの」

			「あらま。なにかあんの？」

			「ほら、朝言ったじゃん。美み咲さきちゃんが風邪引いちゃったって」

			　美咲ちゃんとは、茜のことを『お姉様』と言って慕っている副会長のことだ。

			「あー言ってたね。…って忘れてた。茜の写メ付きお見舞いメール送るんだった。会長、ちょっと机に座って脚を開いてくれる？」

			「はい！　わかりました！」

			　そして茜は素早くパンツを脱いで、机に登ってＭ字開脚を決める。

			　割れ目から少しさっき出した精液が垂れてきてエロい。

			　ただしっかりアヘ顔Ｗピースなのは……ちょっとイラッとした。

			　俺は撮影したあとに、

			「うん、これは送れないから、そのまま普通に座ってこっち向いて笑って？」

			「うん！」

			　保存はするけどな！

			　帰ったらパソコンに落としとこ。

			　ちなみに茜はピルを飲んでいるため、中出ししても一応ほぼ大丈夫っちゃ大丈夫。

			　元々生理不順気味だったからずっと飲んでるんだそうだ。

			　まあ、こういうのって確実ではないからあんまり良くないのはわかってるんだけどね。

			　俺はコンドームをつけたほうがいいと思って、買ってはあるんだけど、茜が嫌がるからあんまり使っていない。

			　俺も生のほうが気持ちいいから、まいっかと思っている。

			　大体、ヤりすぎてこんなんなっちゃった茜を手放す気はないし、何があっても責任は取ると決めている。……多分茜は何も考えていないだろうけど。

			「さてとっ……サボることにしたから……お茶でも飲むか。話もまだあるしな」

			「うん。いま淹れるね」

			　可愛いなぁ。

			　やっぱりもう少し普通に相手してやればよかったなぁ……。

			　なんでこんなんなっちゃったんだろ。

			　まぁ俺のせいだよな。

			　茜が湯呑みを持って戻って来たので、新婚旅行で親が一週間いないことを話した。

			「えー。三人だけで大丈夫なの？」

			「大丈夫だろ。今んとこ嫌われてる気配はないっぽいし」

			「まあ、そうだけどさ。でも、義妹さん達の下着を被るとかダメだよ？」

			「そ、そんなことぉしないさあぁ」

			　危なかったけど……。

			「……前に私のパンツを被って『レイプごっこ！』とか叫んでたの誰だったっけ？」

			　ジト目でこちらを見てくる。

			　いや、アレは酒が入ってたのと、茜がなんか新しいシチュエーションでヤりたいとか言うから……。

			　我ながら行為のあとに、自己嫌悪に陥ったのは一生忘れないだろう。

			「ま、まあそれは置いといて！　なんかあったら手伝ってくれ。俺の知る限り一番頼りになるのは会長だからさ」

			「ありがとう！　ところで、私のことは伝えてあるの？」

			「今日の朝、彼女がいることは伝えたよ。けど相手が誰かまでは言ってない」

			「えーなんでー？　というかゆうくんのお母さんにも言おうよぉ。ほぼ毎日爛ただれた生活を送らせていただいてます！　って」

			「間違っちゃいないが間違っているぞ」

			「それは冗談だけども……。でも、その内紹介してね！　……えーと、恵ちゃんと夏海ちゃんだよね？」

			「そそ。キレイ系な恵と可愛い系の夏海。どっちもかなーり美人さん」

			「えーいーなー！　私も会いたい！　早く紹介して！」

			「わかったわかった。落ち着いたらな」

			「わーい！」

			　口でわーいって言う奴なかなかいねーぞ。

			　一区切りついたところで、チャイムが鳴った。

			「さてとっ…。授業行きますか。つか俺はサボり常習犯だから保健室に行ってましたーとか言えばいいけど、会長は？」

			「んー……私は生徒会の仕事をしてたら夢中になってたことにするよ」

			「……それ通じる？」

			「大丈夫でっす！」

			「……ふーん、ならいいけど」

			　生徒会室を出ようとすると、茜が立ち止まる。

			　そして、俺の方を向いて、目を瞑ってきた。

			「……しないぞ。お前歯止めきかねーじゃん」

			「…イジワル……」

			　少し落ち込んだ様子で生徒会室を出ようとした会長の手をパッと引いて、軽く口にキスしてやった。

			「また明日な？」

			　会長は顔真っ赤である。

			　うーん……俺が歯止めきかなくなりそう。

			　教室に戻る途中、スマホを見ると恵から二件メッセージが来ていた。

			『授業が始まりますけど今どこですか？』

			『先生には保健室に行ったと伝えておきました』

			　わーお。

			　これはマジで帰りにアイス奢ったげよう。

			


			　教室に戻ると、周りからの視線が痛い。

			　なんだよ。

			　今までだってこんな感じだったろうが。

			「あ、にいさん！　体調大丈夫ですか？」

			　うん原因は恵ですね。

			　いや、この子は別に悪いことしてないんだよね。

			　サボった俺が悪い。

			「あーうん大丈夫大丈夫」

			　そう言いながら俺は席に座る。

			　そんな俺に、恵は周りに配慮してか小声で、

			「どこ行ってたんですか？」

			　と言ってきた。

			「ん？　保健室に行ってたんだ。少し眠かったからな」

			「ふーん……。彼女さんと一緒に保健室にいたんですか？」

			「いやそんなことないよー。保健室には一人でいたんだって。ところで、朝から思ってたんだけど、帰りに二人にアイスを奢ってあげようと思うんだがどうだろうか」

			「ホントですか!?　ありがとうございます！」

			　おーおーアイスは好きか。

			　この食いつきようなら問題ないな。

			　今度から機嫌を取る時はアイスでいいな。

			　決して誤魔化したとかそういうんじゃぁないぞ。

			


			「どれにしましょうか……」

			「あたし…は……コレとコレとコレのトリプルでカップにしてください！」

			　今は家の最寄り駅前の喫茶店にいる。

			　ここは、夏場はジェラートを売っていて非常に美味しいらしいのだ。

			　恵と夏海に連れてこられたのである。

			　……俺が奢るつもりだったのは、コンビニのお高いアイスクリームだったのだがな。

			　まあしゃーないな。

			「俺は……コーヒーで」

			　ここで普通は俺もジェラートをと思うだろう。

			　……高いんだよここ。

			　夏海が注文したトリプルなんて一一〇〇円だぞ。

			「私はコレとコレのダブル、コーンでお願いします」

			　恵のダブルは八〇〇円。

			　だから高たけえよ……。

			　ちなみに俺のコーヒーは二〇〇円。安い！

			「にいさんはコーヒーだけでいいんですか？」

			「うん、気分的にね。別にアイスが嫌いだとかそういうわけじゃないから気にせんでいーわよ」

			「じゃああたしのジェラート少しあげるよ」

			「だから気にしないでいいってば」

			　お会計をして俺らは窓際の席に座った。

			　ところで、アイスとジェラートって何が違うんだろ。

			「む、このコーヒー美味いな」

			「私もここのコーヒーはたまに飲みに来るんですよ」

			「そうなのか。ところでジェラート美味いか？」

			「美味しい！」

			「そりゃよかった」

			　高かったからな！

			「おにいちゃん、今日の晩御飯は何がいい？」

			「んー？　なんでもいい…ってのはよくないもんなぁ。材料とかはこれから買うんだよな？」

			「うん、このあとにスーパーに行くの」

			「じゃあ、そこで決めるかぁ」

			「ですねー」

			「ところでおにいちゃん」

			「んー？」

			「はい、あーーん」

			　そう言って夏海は俺の口元にスプーンで掬ったジェラートを持ってきた。

			「…あむっ……お、うまっ」

			　って反射的に咥えちまった。

			　夏海は満足したのかニコニコしながら、残りのジェラートを食っている。

			　そのスプーンで食ったら間接キスになるんじゃ……気にしてないならいいのか……な？

			　チラっと恵を見ると、もうジェラートは全部食べ終わってる。

			　そして当の恵は夏海の方をどことなくジトーっとした目で見ていた。

			　それに気づいた夏海は、少ないジェラートをまるで見せびらかすようにして食べきった。

			「あー……今度はトリプルにしたらいいんじゃないか？」

			　そう恵に言うと、

			「そ、そそんなんじゃありませんっ！」

			　と言って顔を真っ赤にした。

			　なんだ？

			　夏海が羨ましかったんじゃないのか？　量が多くて。

			「食べ終わったところだけど、何か飲まなくていいの？　なんか温かい飲み物とか」

			「いえ、私はいいです。夏海は？」

			「あたしもー。それより、買い物行こーよー」

			　というわけで、さっさと材料を買って帰ることになりました。

			　

			「さて、何にしようか考えたのですが！」

			　スーパーに入って、カートにカゴを置くと夏海は歩きながら俺と恵に話しかけてきた。

			「さっき聞いといてなんですが、今夜は鍋にしようと思います！」

			「うん、いいんじゃないかな。にいさんもいいですよね？」

			「俺も賛成。暑いけど」

			「暑いからこそ鍋だよ！　それに今夜は初めての三人で過ごす夜だよ。鍋こそが相応ふさわしい！」

			　何がどうなると相応しいのかはわからんが鍋は食いたい。

			「んで何鍋にすんの？　チゲ？　キムチ？」

			「辛いのがいいんですか？」

			「いや、パッと思いついたのがそれだっただけ」

			　暑い日の鍋って辛いものを連想してしまうのは俺だけか？

			「んー……辛いのもいいけど、あたしは鶏鍋にしようかなーって思ってた。鶏なのは特に意味ないけど、おねえちゃんは辛いのあんまり食べらんないし」

			「え、そうなの？」

			「はい、食べられないわけじゃないんですけど、得意じゃないです。にいさんは辛いのは平気ですか？」

			「まあ、激辛とかじゃなければ食べられるよ」

			「というわけで今日は鶏鍋に決定です！」

			　鶏鍋かぁ。

			　焼酎とか飲みたいなぁ。

			　くっ、いつもなら母さんのカゴにこっそり入れたりして買ってもらうんだが……。

			　義父さんも母さんもお酒はあんまり飲まないからストックとかないし……。

			　帰ってきたら頼んで買ってもらおう。

			　あ、北海道土産でお酒も頼んどこうかな。

			　あとで連絡しとこ。

			　

			　帰ってから早速母さんに電話したが繋がらなかった。まだ観光中かな？

			　俺はメールしてから、少し勉強することにした。

			　サボり常習犯とはいえ、大学には行きたいから勉強自体はしている。

			　二時間くらい経った頃、スマホが鳴った。

			　メッセージのようだ。

			　開くと母さんから。

			『邪魔をするな』

			　…………俺はスマホをロックして勉強を再開することにした。

			　が、そこでノックの音。

			「はいはい」

			「おにいちゃん、用意できたよー」

			「はーい。ありがと」

			　夏海が呼びに来た。

			　さぁ鶏鍋だ！

			


			「「おーーーー！」」

			　ガスコンロの上に載っている鍋の中はすでにグツグツと煮えていた。

			　そして、鍋から漂う香りが空腹に追い打ちをかけてくる。

			「早く座ってー！」

			　夏海はすでに席に座っている。

			　恵はその隣、俺は二人の向かいに座る。

			「さ、じゃ食べよ！　一週間、三人で頑張りましょう！　いただきます！」

			「「いただきます！」」

			　夏海の号令のあと、俺は二人が取るのを待つことにした。

			　三人同時になんて取りにくいことこの上ないからな。

			　すると、恵が立ち上がる。

			　ん？　と思うと、恵は俺の器に手を伸ばして掴んだ。

			「恵？」

			「お取りしますね！」

			　ニコッと笑って俺の器に具材を入れていく。

			「あ、ありがと」

			「いえいえ」

			　なんかむず痒いな。

			　お昼とかは二人と食べたりしてるし、今日の朝だって食べている。

			　なのにこのなんとも言い難いむず痒さはなんだろうか。

			　茜と二人きりの時も、行為をしていない時は、未だに照れくさいというか、落ち着かないというかなんかそういう気分になる。

			　でも、それとはまた違ったむず痒さだ。

			「はい、どーぞ」

			　そう言って、俺の前に器を置いて、恵は席に戻った。

			　と、今度は夏海が、

			「お茶どーぞ！」

			　と言って器の右側に冷たい麦茶の入ったコップを置いてくれた。

			「ありがとう……」

			　すると夏海は、やっぱりニコッと笑ってから席に戻った。

			　だからなんなんだこの雰囲気！

			　あーもう知らん！

			　それより鶏鍋食いたいんじゃ！

			　と思ってまずは、汁を一口…ってアッツ！　そしてウマっ！

			　そのあとで鶏肉を食べる。

			「夏海の料理ってホント美味いわぁ」

			　鶏肉ウマっ！　しいたけウマっ！

			「ありがとう！」

			　ハフッハフッとなりながら恵も食べてる。

			　熱そうだなぁ。

			「そういえばおにいちゃん」

			「んー？」

			　つか鶏鍋って言ってるけど、豚肉も入ってるな。

			　とりあえずなんでも入れてしまえ鍋か？

			「明日は何か予定ある？」

			「明日は……放課後彼女と会うくらいだなぁ。なんかあるの？」

			「……ふーんそっか。うぅうん！　なんでもない！」

			「なんじゃそりゃ。ところで、この出汁だしって夏海が自分で作ったの？」

			「そうだよ。すごいでしょ～」

			「夏海は中学に入った頃には、家庭料理として出てくるものはほぼ作れるようになってたんですよっ」

			「へぇーそりゃすげぇ」

			　マジで美味いわぁ。

			　あ、なら。

			「今度オムライス作ってくれない？　オムレツが上に載ってるタイプの」

			　あの、半熟オムレツが広がってチキンライスを包み込むのが結構見ていて楽しいんだよね。

			　前に母さんにせがんで作ってもらったんだけど、面倒くさいと言われて、それ以来オムライスは薄い卵膜で包むタイプのしか作ってくれないのだ。

			　俺は卵で包むのが苦手だし、オムレツもなんか半熟のにならないんだよね。

			　食えなくはないけど。

			「いいよ！　じゃ明日はオムライスね！」

			「マジで!?　おっしゃあ！」

			　明日はオムライスか。

			　楽しみだ。…っと今は鶏鍋に集中集中。

			「あ、なぁシメは何にするの？」

			「んーウチでは雑炊かうどんでしたね。どっちがいいですか？」

			「そうだなぁ」

			　どっちもいいけど……今日は……、

			「雑炊かな、気分的に」

			「わかったー。ご飯持ってくる」

			　すぐに夏海がご飯を持ってきて投入した。

			　鍋に蓋をしてしばらく煮込む……。

			　なぜかその間、三人共に無言である。

			　そして……、

			「そろそろかなぁ」

			　夏海が蓋を開けると、ブワッと湯気が出る。

			「おぉー」

			　するといつの間にか俺の器を夏海が持っていて、今度は夏海が雑炊を入れてくれた。

			「どーぞー」

			「なんか至れり尽くせりって感じだな。ありがとう」

			「どーぞごゆるりとお楽しみくださいな」

			　そう言って夏海は頭を下げる。

			　恵はそれを見てクスクスと笑ってる。

			　なんか楽しいなぁ。

			　母さんは俺のためにいつも仕事をしていたけど、ご飯時にはなるべく一緒に食べるようにしていた。

			　けど、どうしても無理って日も結構あった。

			　俺はマザコンじゃないけど、母さんのことが好きだったから、いる日が嬉しかった分、いない日の寂しさは相当なものだった。

			　だから、一時期荒れに荒れた時もあった。

			　今ではちょっとした黒歴史だな。

			　まあ、今でもその時の縁はなんだかんだ切れていないけど、もうそういったことに手を出すのはやめにしてる。

			　義父さんに会ったのもその頃だったなあ。

			　今ではいい思い出だ。

			　ってそれはともかく、何が言いたいかと言うと。

			「二人が義妹になってくれてよかったよ。ありがとう。これからもよろしくお願いします」

			　二人はキョトンとして、その後少し顔を赤らめて、

			「「こちらこそ！　これから末永くよろしくお願いします！」」

			　と言ってくれた。

			　末永くって言葉に少し吹き出しかけた。

			　それから、四日間は何事もなく過ごしていた。

			　強いて言うなら、二人が薄着で居間にいたり、夜に俺の部屋に小説や漫画を読みに来たりしてたくらいだ。

			　薄着やめーや……。

			　そして金曜日の深夜、事が起こる。

			


			　金曜日の深夜、風呂にも入ってもう時間的に寝るかなーって時間。

			「にいさん、まだ起きてますか？」

			　恵が部屋を訪ねてきた。

			「んーまだ起きてるけど何か用事ー？」

			「はい。部屋に入ってもいいですか？」

			「いーよー」

			　そして、部屋に入ってきた恵の格好は水色のパジャマ。

			　前に夏海が着ていたやつの色違いだった。

			　薄いパジャマだからなのか恵の身体に結構フィットしてるらしく、胸が……その……ヤバイ……。

			　茜ほどじゃないけれど、十二分にあるその胸にどうしても目が行ってしまう。

			　思わず少し前屈み気味になりかけたが、なんとか理性で抑えつける。

			「ど、どうした？　とりあえず…す、座りなよ」

			　俺はベッドに座っていたのだが、立ち上がって机の椅子を持ってきて座るよう促した。

			　俺がベッドに座ると、恵は何を思ったのか持ってきた椅子をどかし、俺の前に正座する。

			「……なぜに正座？」

			「お話なんですけど……」

			「うん続けるんだね……」

			　とにかく話をするために来たんだとばかりにこちらの質問を無視する恵。

			　そして、恵は手に持っていた封筒から……って封筒に今気づいたよ……。完全に胸に意識を持ってかれてたな……。

			　恵は封筒から何枚かの写真を出してきた。その写真を床に並べる。

			「…………えっ……と……」

			「お話というのはこのことについてです」

			　写真に写っていたのは俺と茜。

			　一枚は屋上で茜を全裸にひん剥き、足を持って逆さまにしてイラマチオしている写真。

			　一枚は生徒会室で全裸で四つん這いにした茜の上に座ってる写真。

			　一枚は夕方の教室で教卓に乗せた茜にひたすらバイブ責めしている写真。

			　などなど、パッとこの写真を見せられたら、俺が茜を強姦しているようにしか見えない写真が並んでいた。

			　望遠レンズでも使ったのか、遠くから撮ったようなのばかりだが、顔がわかるように撮られている。

			　そして最後の二枚。

			　それは、俺が夏海のパンツを顔に近づけようとしているところと、ブラジャーをつけようとしているところだ。

			　未遂とはいえ、この写真があればギルティと言われても仕方がないだろう。

			「にいさん。この写真は私が撮ったものです。よく撮れていると思いませんか？」

			「…………」

			「何も言えませんか……。ま、いいでしょう。さて、まどろっこしいのは抜きにして単刀直入に言いましょう」

			「…………」

			「この写真をバラ撒かれたくなければ、私とセフレになってください」

			「…………は？」

			「ですから、コレをバラ撒かれたくなければ、私を犯して調教してくださいと言っているんです」

			「うんさっきと言い方が違うね」

			　どうしよう……訳がわからない……。

			　ホントに訳がわからない……。

			「この写真を撮るようになったキッカケは偶然です。でも同じクラスになれたことは運命でしょう。しかも、まさか家族にまでなれたなんてコレはもう運命なんてもんじゃありません！　ですから！　私を！　めちゃくちゃに犯して！　にいさんの性奴隷に！」

			「ちょちょちょちょちょっとまてえええええ！！！」

			　なんなんだこの子！

			　今までのあの清楚というか物静かな恵はどこ行った!?

			　ハァハァ言いながら目は血走っていて、鼻息も荒い。

			　どうしよう……脳みそがおっつかないよ……。

			　今までで一番の驚愕きょうがくだよ……。

			　茜に告白された時を超えたよ……。

			「コレをバラ撒かれたくなければ、私を同じような目に遭わせてください！」

			　物凄い力で俺に迫る恵を無理矢理床に座らせると、ついに土下座までしだした……。

			「同じような目って……俺は茜のことを強姦してるわけじゃないんだけど……」

			　流石さすがにそれはやめてくれと思い、また無理矢理顔を上げさせる。

			「知ってます。合意の上なことは承知の上で脅してます」

			「認めたな!?　脅してるって認めたな!?」

			「あと、この写真は夏海に見せます」

			　そうしてこちらに向かって突き出される、夏海のパンツを顔に近づけようとしている写真。

			「ちなみにこの下着は私が置きました」

			「うん、なんで自分のを使わなかったのか問いただしてえよ」

			「私のじゃあ脅しになりません」

			　十分なるよ。なんだってんだホントに……。

			　脅して犯すならまだわか……らなくもない気もしないでもないけど。犯されたいってなんだよ……。

			「えー、なんか繰り返しになるだけかと思うがあえて確認するわ。恵は俺に犯されたい。というか調教されたいと。んでもし、してくれないならこの写真をバラ撒くと……」

			「はい、その通りです。いいじゃないですか。性奴隷の一人や二人増えても問題ないでしょう？」

			「うん、性奴隷みたくなってるけど、茜は彼女だからな？」

			　最初はただヤりたかっただけだとしても。

			「お願いします！　こういうことしたいんです！　私も雌犬と罵ののしられ嬲なぶられたいんです！」

			「まず、お願いって意味わかってる？　写真チラつかせてお願いって、やのつく自由業の方々のやり方だよ？」

			「もうなんでもいいじゃないですか。あーもう！　ちょっとスマホ貸してください！」

			「あっ！」

			　貸してくださいと言いつつ、すでに俺のスマホ手に取ってるし。

			　まぁロックかかっ……なんで解除できてんの!?

			　止める間もなくサササっと操作したと思ったら耳に当てる。

			「あ、もしもし。夜分遅くに申し訳ございません。初めまして。いつも義兄がお世話になっております。私は二週間前から義妹にな……いえ、恵のほうで…はいそうです。こんばんは。…ええ……ええはい……今は私の前に……あ、それでですね。私はにいさんと貴女の…その……セックス中の写真を何枚か持ってまして…はい……え？　…………………なるほど……条件があります。……私はにいさんに犯されたいし調教してもらいた…………ホントですか!?　…はい！　……はい！　………はい！　これからよろしくお願いいたしますね！　それでは………あ、はい！　にいさん！　茜様からです」

			　そう言って呆然ぼうぜんとしている俺にスマホを渡してくる。

			　茜様……？

			「……もしもし」

			『あ、ゆうくん？　聞いてた？　恵ちゃんも仲間に入れてあげることにしましょうよ！　私、四人でってしてみたかったの。でも、ゆうくん以外の男となんて死んだあとだってお断りだから、諦めてたんだあ！　他の女の子とってのもゆうくんが取られちゃいそうで嫌だし……。でも恵ちゃんなら絶対問題ないと思うの！　だからね…』

			「うん待って待ってください頼むから待って落ち着け黙って話を聞いて？　えーとつまり恵を調教して仲間に入れろとそう言ってんだな？」

			『ゆうくんってなんか前から人の発言、復唱するの好きだよね』

			「復唱でもしないと理解できねえ事ばっか起きるからだよ！！！」

			『とにかく恵ちゃんもお願いね！　一ヶ月もあれば大丈夫でしょ？　ね？　お願い！　私も手伝うから！』

			　どうしよう。

			　ついに彼女にまで頼まれちゃったよ。

			　どこに他の女と寝ることを許す、いや強要する彼女がいるわけ？　いたけどさ。大体恵だとなんで問題ないのさ。まず会ったことすらないだろお前ら。つか手伝うってなんだよ調教をですかそうですか……。

			　チラッと恵を見下ろせば、何を想像しているのか、ウエヘヘヘヘとか言いながら涎を垂らしていた。
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			『ゆうくん断るの？　彼女がいいって言ってんだからいいじゃん！　このヘタレ！　私を犯そうとした時のあの獣のようなゆうくんはどこに行ったのよ！』

			　ヘタレ……ヘタレなのか？　

			「……ほんとにいいんだな？」

			『くどい！』

			「……わかった……」

			『わーい！　ありがとうございます、ご主人様！』

			「……ここでそのモードになる理由がわからんがとりあえず」

			　来週覚えてろと言って通話を終了した。

			　最後のほうはもう考えるのが心底面倒になっていた。どうとでもなればいいと思う。とにかく来週は茜を虐め倒すことだけは決意した。

			　さて……。

			　とりあえず今までと百八十度変わり果てたコイツをどうしたらいいんだろうか？

			　調教すればいいのかそうなの……か？

			「私はこれから犯されるのですか？　犯してくれるのですね？」

			「期待を込めてるところ悪いが、なんで俺に犯されたいのか聞かせてくれないか？　ほんとに訳がわからない」

			　もうヤると決めた──というより諦めたと言ったほうが正しいか──が、そこが気になるし、知らないでヤりたくない。

			　写真を見る限り、かなり前から撮りためていたらしいけれども。

			　一体何がどうしてこうなったんだよ……。

			　そして、恵変態は得意げな表情で語りだした。

			


			　最初はホントに偶然だったんです。

			　一年くらい前でしょうか。

			　とっても美人な女性と根暗で髪ボサボサで見るからにモテなくて、友達どころか知り合いすらいないような男がセックスしているところを見てしまったんです。

			　その時の女性が茜様で、男はにいさんだったんですけどそれは置いといて……。

			　私はその光景を見て思わず逃げ出しながら思ったんです。

			　あ、強姦だ…と。

			　家に帰ってからも、その光景が忘れられずにいました。

			　それから私は茜様を救うための証拠写真を集め始めたんです。

			　ですが何度も写真を撮ってるうちに、茜様のほうはなんだか強姦されてるはずなのにすごく嬉しそうでしたし、にいさんも、強姦していると思ってましたが、それにしては茜様のことをすごく丁寧に扱っていて……。

			　それに気づいた頃でしょうか。

			　私は写真を撮ってはそれを使って妄想していました。

			　ああ、私もあんなふうにされたい。

			　そんなふうに思いつつ、一人で慰めてたんです。

			　え？　ならいっそ声をかけたら良かったろって？

			　かけたんですよ？

			　三年生になってしかも同じクラスになった時、私は喜びました。

			　あとはタイミングだと。

			　なのに、にいさんは見た目通り本当に一人ぼっちでいたので、なかなかいいタイミングがありませんでした。

			　席替えの時、奇跡的ににいさんの隣の席を手に入れた時、私は歓喜に震え、少し濡れてしまいました。

			　私は自分で言うのもなんですが、結構美人なほうだと思っています。顔を理由に何度も告白されたこともありますしね。

			　ですから、私から誘えばきっと犯してくれると思ったんです。思ってたのに……。

			　にいさんは私が話しかけた時、『……あ、ども』とか『はぁ』とか言ってすぐに黙ってしまった……。

			　なぜですか!?

			　茜様ほどじゃないとしても！

			　私だって見た目いいでしょ！

			　なのに全く興味を示さなかった……。

			　その時決めたんです。

			　私はにいさんを脅してしまおうと。

			　写真で脅して仲間に入れてもらおうと。そして、準備をして夏休みが明けたら計画を実行しようと決めました。

			　え？

			　なぜ夏休みにやらなかったか？

			　だって私、にいさんの家知りませんでしたし。

			　え？

			　そんなのストーカーみたいじゃないですか。

			　まあでも夏休み明け、いざと思ったのですが、父が再婚すると言い出しました。

			　こんな時にと思いましたが、計画は延期しました。

			　その時の私には親の再婚より自分のことしか頭になかったのですが、さすがに万が一ということがありますからね。

			　けどまさか相手がにいさんのお義母さんだとは思いませんでしたけどね。

			　私は歓喜に濡れましたよっ！

			　……いえ、震えはしましたけど何度か一人悶えていました。間違ってませんよ。

			　とにかく！

			　私は決めました。

			　新婚旅行で親がいない時に、一日中犯してもらおうと。

			　学校がある日では無理なので、休みまで耐えに耐えに耐えに耐えに耐えました。

			　そして、ついに念願の初セックスの日になる今日という日が来たんです！

			


			　まるでご褒美の餌を待つ犬のような恵を見下ろして、俺はとても頭が痛くなってきた。

			　なんだってこんな拗らせ方してんだこの女は……。

			　ストーカーが駄目で盗撮はいいのかとか、ボッチでいると思ったならむしろ声かけるの楽だろある意味とか、つか見るからにってなんだよとか他にも色々言いたいことは山ほどあるが……。

			「……はあぁー。わかった。でも、今日は寝ろ」

			「なぜ!?」

			「深夜中ヤって朝はどうする。大体夏海もいるんだぞ。わかったら寝ておけ。明日ちゃんとヤってやるから」

			　なんで義妹とこんな約束してるんだろう……。

			「はい、わかりました！　明日からよろしくお願いしますね！」

			　そして、恵は今までで一番の笑顔で部屋に戻っていった。もっと食い下がるかと思ったがあっさり退散したな。

			「……疲れた」

			　寝よ。

			　考えたくない。

		

	

			第二章　恵との生活は気持ちいいけど少し疲れる

			


			　明けて土曜日。

			　曇り気味の天気は今の俺の心情に似ている気がする。

			　なぜか茜からモーニングコールがなかったためか、いつもより少し遅く起きてしまった。とりあえずスマホを確認してみる。

			　茜からメールが一件。

			『今日中に恵ちゃんの処女を散らすように』

			　散らすようにて。もう少し言い方があんだろ。

			　そもそも彼氏に義妹の処女を散らすことを促すって彼女としてどうなんでしょうね。

			　つかなんで、処女だってわかるんだよ。

			　とりあえず返信しても返事がないし、電話は留守電。

			　来週しっかり聞き出してやる……。

			　改めて強く決心しながら遅めの朝食を摂るため下に降りた。

			　もう二人とも起きているだろうな。

			　居間に入ると、すぐにテーブルの上に一枚のメモが置いてあることに気がついた。

			『おにいちゃん、おねえちゃんへ！　今日は友達と一日中遊ぶ約束があるので早くに家を出ました。十九時には帰ります。　夏海』

			　マジかぁ……。

			　夏海がいるからーとか言って逃げらんねーじゃん。

			　まあどうせ逃げられないだろうから、いつものラブホに行けばいいかなとか思っていたんだけどさ。

			「あ、にいさんおはようございます。夏海のメモ読みました？　今日は一日中いないので家で思う存分できますよ！」

			「……おはよう。起きがけにそういう話をするんじゃない……」

			　メモを読んでると、後ろから恵が話しかけてきた。

			　やっぱり起きていたか。

			「さ、朝ごはん早く食べてください！」

			　なんとなく恵の言葉のあとに「そして早くセックスを！」と付け足したくなる表情に見えた。

			　具体的には視線が俺の股間に向いて軽く内股になって若干、涎が……。

			「……わかった」

			　俺はそう答えて長いため息をついた。

			　ちなみにテーブルには貝の味噌汁、ニラレバ、ひつまぶしで、ドリンクにとある有名な精りょ……栄養剤が並んでいた。ところで鰻はいつ買ってきたのだろう。

			　恵はいつもの席に座り、俺が食べ終わるまでジッと俺のことを、それはそれは嬉しそうに見つめていた。

			　朝食を済ませると、二人で二階へ。

			「準備？」

			「はいっ」

			　俺の部屋の前で恵がいきなり準備がいると言い出した。

			「なんの？」

			「もうっ。にいさん、こういうのは心だけじゃなく色々準備がいるんですっ」

			　部屋で待っていてください、と言って自室へ引っ込むのを見届けてから、俺は自分の部屋に戻った。

			　そのままベッドに寝転がりボケッと天井を眺める。

			　……今から俺は恵義妹とセックスするのか。

			　改めてその異常さに気がついた俺は、今更ながら断れやしないかと考えた。

			　つか茜は良いって言っていたけどやっぱおかしいだろ。彼女がいるのに他の女性と、しかも義妹とか。

			　けどなんとなーく今断ったら何か良からぬことが起きるんじゃないかと俺の中の何かが囁ささやいているのだ。いやホントに。だから恵とセックスするということはきっと平穏を守ることに繋がるはずなんだ。

			　そう無理矢理言い訳をすること約三十分。ドアをノックする音が聞こえた。

			　時計を見ると丁度午前十時。俺は覚悟を決めてベッドから身体を起こした。

			「どうぞ」

			　ドアが開いて恵が入ってくる。

			　そしてついに義妹恵との一日が始まっ……。

			「……なぜその格好？」

			「何か変ですか？」

			　俺はいつものようにＴシャツに下はジャージ。

			　恵の初めての日にどうかと思わなくもないが、どうせ脱ぐわけだし、わざわざ外出着に着替えるなんて面倒だしさ。

			　対して恵はなぜか学校の制服を着ていた。

			　よくあるブレザータイプの制服。

			「もう一度聞こう。なぜ制服なんだ？」

			「え？　興奮しませんか？」

			「なぜ？」

			「だっていつも茜様と制服でしてますよね？」

			「校内だからな！　外じゃ私服だ！　大体なんでそんな着崩した上、ところどころ不自然に破れてんだよ！　お前自分で裂いたな!?　んな格好でできるか！」

			「もうなんだっていいんで、しましょおよぉ」

			「しましょおよぉじゃねえ！　いいから着替えてこい！　せめて普通の私服！」

			「……わかりました……」

			　シュンとして部屋から出て行く恵。

			　あーもー本気で強姦紛いにして終わらせてやろうか。

			　まあ、さすがにそんなことしないけどさぁ。

			　ほどなく普通の部屋着に着替えた恵が戻る時には、俺はすでに少々イラつきかけていた。

			


			　いつもの部屋着より若干派手目の可愛らしいＴシャツにミニスカートの服装。

			　身体に結構フィットしているらしく、上半身の身体のラインがよくわかるシャツだ。

			　要は胸がシャツにピッタリひっついている……。

			　そしてち……いや、気のせいだろう。もう何も言わん。

			　そこでふと会長のメールのことを思い出した。

			「恵って処女？」

			「処女です！」

			　はい、とっても元気な返事をありがとうね。

			　うーん処女か……。

			　多少濡れてる程度じゃ挿入はいらないよなぁ。

			　んー…………おしっ決めた。

			「恵、俺の前に立ってオナニーしろ」

			「……へ？」

			「もう一度だけ言うぞ。今すぐ、俺の前に立って、スカートをめくって俺にどうやってるか見えるようにして、パンツ越しにオナニーしろ」

			「にいさんの前で…ですか？」

			「早くしろよ。こっちはしょうがねえから付き合ってんだ。言うこと聞かねえならやめにする。写真をバラ撒くってんなら今すぐお前の部屋に行ってパソコンぶっ壊してお前のスマホも叩き割る」

			「は、はい！　します！　しますから！！」

			　恵は床に座っている俺の目の前に慌てて立ち、スカートをたくし上げ左手で押さえた。レースがついてる真っ白のパンツを恥ずかしそうに俺に見せつけてくる。言っちゃなんだが割と普通のパンツだな。恵はその上から右手の指を這わせて、オナニーをし始めた。

			「……んッ…フッ……どうですか？　…見えますか……ッん」

			「慣れてんのか？　直接触ってねえのにもう感じ始めてんのかよ」

			「ふんっ……に、にいさんに…んくっ……見られてるッ……から、いつもよりも……感じます……んんっ」

			「へぇー。俺に見られて感じるんだー」

			　俺は恵のパンツに顔を近づけた。

			「…スンッ、おいおいなんか臭うんだけど。パンツ越しになんか臭うんだけどこれなんの匂い？」

			「……ハァッハァッ、ちっ近いですにいさん！」

			　そう言って、逃げようとする恵の足を押さえる。

			「おい、答えろよ。手は休めんなよ」

			「キャッ!?　…は、はい。…フクッ……んッ……私の……お…お○…ん……この……匂いで…す……ハァウンっ！」

			「へー、お前の性器ってこんな匂いなんだぁ」

			「は、はぁい……私の…おマ○コの匂いで……す……」

			　恵のパンツは漏らしたあとみたいにグショグショだ。パンツ越しに桃色の割れ目が透けて見えるほどなのだから相当なもの。予想してたよりかなり濡れやすい体質らしい。

			「ふぅ…くひぃ……ンンッ、ふぁあアン……ふぅ…ンッ……フゥ……」

			　暫く無言でジッと恵の陰部を布越しに見ていると、上からビチャっと何かが降ってきた。俺の目の前を通過し床にベチャっと落ちる。

			　見上げれば恵が口を半開きにして俺のことを見下ろしていた。目がトローンとしていて、口元から一本の糸が垂れている。

			「そろそろ直接触りたいか？」

			　そう恵に話しかければすぐに口を動かしたが、あんまり呂律ろれつが回らないらしい。何度か言いかけ、ジュルリと唾液を啜り、ようやく言葉を紡いだ。

			「…は……はいぃ……直接……触りたい…れす」

			「触りたいかそうかそうか。だから？」

			「…え？」

			　手を止め、惚けた顔で見下ろしてくる恵に俺は続ける。

			「だからなんだよ。触りたいだけじゃわかんねえ」

			「え……と。その……」

			「何かをさせていただく時は？　わかるよな？」

			　恵は少し考えるそぶりを見せると、すぐに恍惚こうこつとした笑顔を俺に向けた。

			「……わ、わらし…のイヤらしい濡れ濡れ変態処女マ○コを、にいさんの目の前で直接触らせて…ください！」

			　まあ見下ろしているのは許してやるか。何様だ俺は。

			「いーよー。俺の言う通りに動いたらな」

			「はい、言う通り……にします……」

			「後ろを向いてケツを突き出せ」

			「はい！」

			　すぐに恵はその場でクルっと回り、立ったまま俺に向かって形のいい尻を突き出す。

			　程よい肉付きで、揉み心地よさそうな尻だと、パンツに覆われていてもわかる。

			　俺は良く見えるよう、片手でスカートをめくって押さえた。

			「その状態でパンツを下ろせ。ゆっくりだ。膝を曲げるなよ」

			「はい……」

			　言われた通りに、突き出しながらゆっくりパンツを下ろしていく。

			　スカートを押さえられてるので、下ろしていく過程がよくわかるな。

			　少しずつ、あらわになっていく恵の尻。それと同時にどんどん俺に向かって突き出される恵の白い尻。

			　最初に現れたのは恵のピンクアナル。ヒクヒクと蠢うごめいて時折中まで見えそうになっている。……まさかアナニーもしてるんじゃなかろうな。……やってそうだな。

			　次に現れたのはやはり桃色の陰裂。そこから伸びる愛液の糸は、下着と恵を繋ぎながらただただ下へと伸びていった。パンツが太ももまで下ろされた頃には、恵の恥部が、俺の目の前いっぱいに広がっていた。鼻からは愛液の匂いがどんどん流れ込んでくる。

			「……ハァハァハァハァ…にいさぁん……ど、どうですか？」

			「こんなにドロドロになっちゃって。お前とんでもねえ変態じゃねえか」

			「す、すいません……！　…ハァッ…んッ……それであの……」

			「なに？　あ、スカート押さえててやるから、自分でマ○コ開いてみな」

			「は…い……」

			　何か言わせる前に、指示する。
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			　恵は自分の手を割れ目に這わせて、思いっきり外側に拡げた。水気のある音と共にラビアが拡がりサーモンピンクの膣口と凄まじい発情臭が俺の顔を直撃する。

			「綺麗じゃん」

			　思わず呟くと、

			「……ヒィゥッ！」

			「ッッ!?」

			　謎の奇声にビックリして、俺はスカートから手を離してしまった。

			　恵は前に倒れてうつ伏せになった。そのままグッタリしている。

			「へ？　おい！　どうした!?」

			　やりすぎた!?　足疲れたとか!?

			「…………い」

			「い？」

			「イっちゃいましたぁぁ……」

			「…………」

			　マジかこいつ……。

			「あのさぁ、どのくらいの頻度でオナニーしてんだ？」

			　いくらなんでも感じやすすぎやしないかと思って聞いてみる。

			「ハァ…ハァ…ハァ…ハァ……毎日……んハァ…してますよぉ……ハァ…ハァ……」

			　ある程度自分で開発済みなわけね……。

			　ま、それはさておき。

			「ひゃあっ!?」

			　俺は恵をひっくり返して、パンツを取り、Ｍ字開脚させる。

			　恵は悲鳴をあげながら、自分の手で性器を隠した。

			　ところでパンツをほっぽったのだが、床に落ちた時ビチャって音がしたのは気にしないほうがいいよね……。

			　俺は手で足を押さえたまま、

			「手は後ろだ。今更隠してんじゃねえ」

			　と言うと、恵は顔を真っ赤にしながら、ゆっくりと手をどかしていく。

			「ふーん。少し毛が生えてんのな。俺が見るから剃ったとか？」

			　後ろからは見えなかったが、少し薄めの陰毛が生えていた。

			「そ、剃ってない……です……。元々……薄いんです……」

			「そっかぁ。ところで手は後ろって言ったよね。早くしろよ」

			「はいぃ！」

			　恵は中途半端な位置にあった手を、すぐに後ろに持っていって身体を支える。

			　この体勢だと恵はＭ字開脚しながら胸を反らせているからおっぱいが突き出されていて、うん……エロいね。

			　しかも、Ｔシャツ越しにおっぱいの頂点が……ってやっぱノーブラかよ！

			　ほんとにエロいなぁ。

			　乳首が思いっきり勃起している……。

			「今どんな格好してるか教えてやるわ。そのまま動くなよ？」

			　そう言って、押さえてた手を離す。

			　言われた通りに動かない恵を横目に、俺は机の上に置いておいたスマホを取ってカメラを起動させる。

			「動くなよー。動いたら罰ゲームなー」

			　言いながらスマホのレンズを恵に向けて、すぐに写真を撮った。

			「……へ……写真？」

			「うん写真。記念撮影。よく撮れてるでしょー。あとで送ってやるよ」

			　画面を見せると、恵は目を見開いたあと、すぐ顔を背けた。が、横目でチラチラ画面見ているのがバレバレだ。

			　俺は、またスマホのレンズを恵に向けて、今度は録画モードに切り替える。

			「はい……オナニーして」

			「……ふえ？」

			「直接触りたいってお願いしたじゃん。ほら早く」

			「……でも……それ……」

			「なにか問題でもあるの？　俺らのセックスを盗撮して、それをオナニーのオカズにしてたんでしょ？　じゃ、俺も撮ったっていいよね。むしろ盗撮なんて卑怯なことせずに、堂々と撮ってるんだから、何か言われる筋合いはないと思うけど？　ほら早くしろって。じゃないと今の写真を適当な掲示板に貼っちゃうよ？」

			　我ながらメッチャクチャなことを言っているのはわかっている。

			　でも、盗撮して脅してきたことにはちょーっとばかしムカついてんだよねぇ。

			　だからこんくらいしたっていいだろ。

			　あ、さすがに掲示板に貼ることはない。パソコンに落としておくけど。

			「ほらはーやーくー」

			「…………わか…りました…」

			　一度ギュッと目を瞑り開く。すると恵はさっきまでの逡巡しゅんじゅんが嘘だったかのように激しい手淫を始めた。

			「……んッ…ぁアッあ……あぁァァンンっ……あッァあッ…アァあ…っンウ……うぅアッあっァンッ！」

			　いきなり右手の指を割れ目に這わせ、左手はシャツの下から中に入れて胸を揉みだす。

			　めくれたシャツから覗く白い肌と可愛らしいヘソが俺の下腹部を硬くしてきた。

			「…ぁうウゥァ…あっふわッアッ……ァアッんんッ……ッふわっァアっ……っあっンんッ！　……ふわっ…あっァアッぁあっ……」

			　──クチュクチュクチュクチュ

			　水気のある音がするたびに、部屋の床に淫汁が垂れ広がっていく。

			　俺が恵のマ○コにレンズを近づけると、より一層速く擦り始めた。

			「ぁあッァ…アっっう……ウゥアっっぁアッ…ウぅんンッ」

			　──グチュグチュグチュグチュグチュグチュ

			「おーおーすげー速さで弄ってるな。もうイくのか？」

			「は…イ、イぃきます…！　イく……イッく……!!」

			　恵は一瞬だけ全身をビクンッとさせ、Ｍ字開脚のまま床に仰向けに倒れた。

			　右手は股間の上に、左手は床に投げ出している。半開きの口からは涎を垂らし、息をするたびにチラチラと覗く舌が非常にエロい。

			「いくらなんでも早すぎだろ。そんなに感じたか」

			「ハァ…ハァ……んっ……ハァ…んッ……ハァ…ハァ…」

			　息が荒くて話せないらしい。

			「しっかり録画しといたから、あとで送ってやるよ。画質いいから小さい飛沫までよく見えるぜ」

			「…ハァ…ハァ……んッ…ハァ……あ、ありがとう……ございます……ハァ…ハァ……」

			「おい、お前まだオナニーしただけだろ。もうグロッキーか？」

			「んッ……その……あの……ハァッ…少しだけ……休ませて……いただけま………せ、んか？　……ハァッ…ハァッ……こんなふうに……んッ……イったの初めてで……んんッ……」

			「……ふーん。録画されながら、俺にじっくり観察されたのがそんなに興奮したんだ？」

			「は、はいぃ……ハァ……ハァハァ……だから……少しだけ……」

			「そっかー。でもまだ三十分くらいしか経ってないんだよねぇ。……それに俺はまだ遊んでない」

			「……ッ!?」

			　呆けた頭でも少しだけ理解できたのか、恵は目を見開いた。

			「こっからしばらくは俺が弄くり回すから。それが望みなんだろ？　嬉しいか？　嬉しいよな」

			　俺の言葉を聞いた恵の見開いた目が、情慾に歪む。

			　そして、

			「お願いします……にいさん……」

			　まだまだ始まったばかり。

			　あと二時間はよがり狂ってもらおうか。………………俺はなぜこんなにノリノリなんだろ。

			「立ってこっち向け」

			　恵はノロノロと立ち上がる。

			「足は肩幅に開いて、手は後ろな」

			　ノーパン、ノーブラで俺の前に立たされていることが相当恥ずかしいらしい。

			　顔が真っ赤だ。にもかかわらず俺の言う通りに動いているのは、恥ずかしさよりも、これから何をされるのだろうという期待が勝っているからだろう。

			「両手でスカートを上げろ」

			　スカートを上げる恵。

			　どんどん息が上がっている。

			「フーーーーッ」

			「ひゃはぁぁあぁあ！！！？？？」

			　なんとなく息を吹きかけたら、それだけで軽くイッたらしい。

			　ペタンッと女の子座りに崩れ、俺に向かって倒れてきた。

			　俺は受け止め……るなんてことはせず、横に避ける。

			「ぺぶっ！　……な、なんで避けるんでえぇェェ……ぇェッッッ!?」

			　俺は恵の言葉を無視してマ○コに軽く指を這わせた。

			　愛液で濡れ濡れの陰裂を軽く擦り上げる。

			「……うひんっ！　…あっ……あぁ…あっ……に…にいさん!?　いきな……ぁアッ……あッァアっんんッ」

			「まだ擦ってるだけなんだけど」

			「あっううぅんんっ……あぁあっぁあっんんっ……あっぁあっんんっ……あっんっあぁあ」

			　感じやすすぎる……。

			　俺ホントにただただ擦っているだけだぞ。

			「んぁアッあっァンンっ…ぁあッ……ぁアッぁ……んンッんッんンンンンんッッッ！」

			　そしてすぐに恵は背中を仰け反らせて、また床にグシャリと沈んだ。

			「おい……、もうイッたのか……」

			「ハァッ……ハァッ……ハァッ……ハァッ……」

			　イッたみたいだ。だから早すぎるって。

			「おーい……チッ」

			　どーすっかなー……。

			　ちょっと考えて、うつ伏せでカエル足になってビクビクしている恵をひっくり返した。

			「……ひゃっ……んッハァッ……ハァッ……」

			　そのままお姫様抱っこで、俺のベッドに寝かせる。

			　そして、脚を少し開かせた。

			「……ハァッ……ハァッ……に、にいさんの……ベッド……んふぅ……ハァッ……ハァッ……」

			　こっからマ○コをほぐさないとならんから少し慎重にやらないとな……。

			　あんま激しくすると痛いだろう。

			　俺は、まず恵のクリトリスを弄ることにした。と言っても皮の上からだけど。

			「んひゃああああ！！！？？？」

			　もともと、指の腹で擦ってはいたんだろうが、ピンポイントでしたことはないんだろう。

			　一気に足先まで力が入っている。

			「だいじょーぶかー？」

			「に、にいさ……ん！　うご、うごかさ！　うごかさらいで！　いあ……！　ほんろ！　らめ!!　ああああああ！！！！」

			　アハハハ。

			　クリックリッと動かすたびに、足がピーンピーンってなる。

			　──クリックリックリックリッ

			　──ピーンピーンピーンピーン

			「やべ、楽しい。こんなに感じるもんだったか？」

			「ぁあっ……うウゥあ…っぁンンっ！　……っっぁあアッッァあっンン……っ……っっん……ァアっあう…ウぅぁあッア……っンんっ！　ンンッ…ぁあっ……ぁあっンア！」

			　うーん。こんだけ感じてんなら……。

			　一旦指を離したあと、右手の指先を恵の割れ目に這わせてよく濡らす。

			　そして、左手をクリトリスの両端に添えて引っ張る。すると勃起しても小さい未開発陰核の先っちょが剥き出しにされた。

			　ピンクというより若干赤みがかったそれは、愛液でヌラヌラと湿っている。

			　乾く前に早速右手の濡れた指先をかるーく置いて……一瞬だけ上下に擦った。

			「ッッッッッッ！！？？」

			　相当な衝撃だったのだろう。

			　止めた途端一気に力が抜けてハァハァ言ってる。

			「……にゃ…にゃに……い…あの……い、息が……とあった……」

			　息が止まった、ね。

			　フムフム。感じまくるけど、痛みはないって感じか。

			　そうかそうか……なら問題ないな！

			「今から多分しばらく大変だと思うけど……頑張ってね」

			「へ……？　…な……にが……？」

			「ま、こういうことです」

			　俺はまた右手の指に愛液を纏まとわせて、かるーくかるーくクリの先に置いて……今度は少し早めに擦りまくった。

			「くっぃィィィッッッッ！！！！」

			　さらに擦る。

			「ッッッッッッッッッッッッ！！！！！！」

			　最早、声になってない。

			「゛ぁ゛ぁ゛ぁ゛ぃ゛ぁ゛ぁ゛ぁ゛ぁ！！！！？？？？」

			　時折愛液を指に補充しながら何度も擦る。

			　この行為、気持ちいいとかそういうのすっ飛ばした効果があるらしいんだよね。

			　とりあえず、刺激が強すぎてイくこともできないし、息もほとんど吸えないだろう。

			　身体の隅々まで力が入って痙攣する。

			　まああれだ。

			　一種の拷問だよなこんなの。

			「゛ぃ゛い゛ぁ゛ぁ゛に゛いざん！　゛ま゛っでぐだざ゛い！」

			　お、なんとか絞り出したって感じかね。

			　一回止めてやろう。

			「なんだー？　キツかったか？」

			「ハァハァハァハァハァハァハァハァ……ンっ…ハァハァハァハァ……な、なんですか……い、いまの……んっハァ……ハァハァハァ」

			「んー？　恵で遊ぶにはちょうどいいかなーと。慣れると気持ちいいんだぞー」

			「そ、そうなんで……すか？　……慣れれば……いいんですか？」

			「うんそうそう。慣れれば気持ちいいよ。慣れるまでが長いけど慣れれば気持ちいいよ。だから慣れるまでやったげるよー」

			「…………お……おね……お願い……します……」

			「オッケー」

			　再開。

			「んぎひいいいいいぃぃ゛ぃ゛ぃ゛ぃ゛ぃ゛ぃ゛ぃ゛ぁ゛ぁ゛ぁ゛あ゛あ゛ぁ゛あ゛あ゛ぁ！！！！！！」

			　擦るスピードは変えずに、ひたすら擦る。

			　たまに愛液の補充、のち再開。

			　たまに指を舐めて濡らす、のち再開。

			「゛ぁ゛ぁ゛あ゛え゛ぇ゛ぇ゛ぉ゛ぁ゛ぉ゛お゛お゛ぉ゛ぉ゛あ゛ぁ゛ぁ゛あ゛あ゛あ゛あ゛あ゛あ！！！！」

			　繰り返しながら約一時間。

			　白目剥いて、涎ダラダラ。全身を痙攣させ、声はまともに出ない。

			　あ、やりすぎたと思って手を止める。

			　すると、

			「うおっ!?」

			　──ぶしゃああああああああああああ

			　ホントにやりすぎた………。

			　一気に身体の力が抜けた結果。

			　恵は漏らした。

			　それはもう盛大に。そしてそのまま恵は気絶。

			　そりゃそうだな。

			　というか途中から半分は意識なかっただろう。前に会長にやった時はしばらくハマっててよくやらされたんだよなぁ。今じゃこんな反応しないから面白味に欠け……俺って元々こんなに女の子虐めて楽しむ性格だっけ……。

			　気絶した恵を一旦床に降ろした。

			　ベッドの布団をベランダに置いておく。さすがに漏らされた布団じゃ寝たくない。そこまでアブノーマルではない。

			　そして、クーラーの温度を少し下げた。あっつい……。

			　押し入れから予備の布団を出してベッドに敷く。

			　恵のほうはまだ軽く気絶してるようだ。

			　持ち上げてベッドに寝かせて、俺は下にお茶を取りに行った。

			　喉渇いた。

			　戻ってきたけどまだ気絶……寝てるみたいだ。一応恵の分のお茶もあるけどあとで飲ませよ。

			　さて、寝てるが無視して再開しよう。

			　かなり弄くり回したしそろそろいいかな。

			　俺は右手の中指を舐めて濡らし、恵のマ○コに添えて……軽く沈めた。

			「…………ヒハッ!?」

			「お、起きた？　まだ一時間しか遊んでないんだわ。あと一時間は遊ばせてね」

			「な、なにが……んッ!?　……え……な…なか……？」

			「すこーしだけ指を入れてみたんだけど、痛かった？」

			「いえ……痛くは……ただなんというか……違和感？　みたいなのが……」

			「そっかそっか。ところで今は俺の中指を入れてんだけど」

			「は…はい……ンんッ……」

			「まだ第一関節くらいしか入ってないんだよね」

			「…そ……それで？」

			「痛かったら言ってね……」

			「どういうことですか？」

			「こゆこと」

			　俺はさらに沈めて壁に沿わせながら第二関節あたりまで一気に入れた。

			「フキっ!?　な、なんかまた痺れ……が？」

			　どうも擦った時にＧスポットを触ったらしい。

			　結構入るな。

			　まあ多分これ以上は……入るかな、入れちゃえ。

			「……アがっ…ふ、ふかいぃ……にいさぁん……なんかさっきより優しいです……」

			　フムフム、優しいですか。

			　まあ、少しだけ優しくしましょうか。

			　俺はゆっくりと指を抜いたり入れたりした。

			「ァアッぁ……あっあっんンッ……あッア……んっ」

			「気持ちいいんだな。指入れたことあるのか？」

			「少しだけ……入…れたことっが…っあり……っます……」

			　だから入ったわけだ。

			　けどここまで入れたことはなかったんだろうな。

			　それに恵の指は細いから、ここまで圧迫感を受けたこともなかったんだろう。

			「少し速めるぞ」

			「は……はいぃいい!?　すこっ……少しじゃ……!?」

			　俺は少しだけ速くした。

			「はっや…いぃっ、にっい…っさぁん！　は…やぁいぃ…っ！」

			「少しだよーー……俺の主観ならね」

			　恵のＧスポットはわかりやすかった。

			　なのでそこを通る時、指先が引っかかるように擦る。

			　これも体験したことはないだろうな。

			「ぁあっ……ぁあっぁああんんんっ！　……ぁあっ……ぁあっんんっ！　……ぁんんっ……んんっ！　……んんっ！　……んんっ！」

			「そろそろイきそうか？」

			「ぁあっんあんんっ！　……んぁぁあっあんんっ！　……んんっ！　……ふわっんぁあっぁあっあふわっぁあっぁあっ!!」

			　恵は腰を上げてビクンッビクンッと痙攣しながらイッた。

			「……ハァッ……ハァッ……ハァッ……ハァッ……」

			「なんだよ、予想してたよりも早く中イキできたな。それじゃあ本番行ってみようか」

			「……ハァッ…ンんッ……にいさんの……ゆびが……ンッ…全部気持ちいい……けどッ……一箇所……とくに……」

			「ここだろ？」

			　俺は恵のＧスポットを擦り上げる。

			「ああァン!!　そこ…です！　……それイイ！」

			「じゃあ……もっと速くしてあげよう」

			「きゃひいぃ!!　ぁああァン……！　は…はやぃイイイイ！！！」

			　さっきよりもさらに速く擦る。

			　腰を上げたり下げたり横によじったりと忙しいな。

			「おっほぉぉおおおぉぉぉぉ!!　ひぎゅうううぅぅぅぅ!!」

			「だからさぁ……早いっての！」

			「ぅくっううううううう!!　ぎはぁぁああんんんんんふうううう！！！」

			「きいてんのかよっ！」

			「゛ぁ゛ッが゛ぁ゛ぁ゛ぁ゛あ゛あ゛あ！！！」

			　俺はまた左手で皮を剥いて、右手の親指をクリトリスに添えて同時に擦り上げまくった。

			「んほぉぉおおお゛お゛お゛ぉ゛ぉ゛お゛お゛お！！！」

			　さっきよりもヤバイだろうなこれ。

			　多分Ｇスポットだとイケるみたいだから、これほぼイキ地獄なのかね。

			「ひにゃああああああにいざあぁぁあん!!　イッでるうぅぅぅ!!　イッでるがらあああ!!　イッでふがぁあやへでぇぇぇええええええ！！！」

			「やっだっ」

			　さらに指先でＧスポットを引っ掻く。

			「ぎっひぃいいいいいいいいいいいいいっ!!」

			「まあこれ終わればクリでもイケるようになるだろうから頑張ってイッてくださいねー」

			「あっあっぁあああああああああああんんんんんんんっっっ！！！！」

			　ジュブジュブという音と共に飛沫が凄まじい。

			　潮吹きと言うほどじゃないけど。

			「いぎゅふううううううううううぅぅぅぅぅぅぅ！！！！」

			　ビクンッビクンッとしながら凄まじいアホ面で悶えている。

			　だがまだ止めない。

			「ひぎぃぃぃいいいいぃいいいぃぁぃぁぁぁぁぁあ！！！！」

			　結局約三十分。黒髪清楚な恵の原形はなくなり、アホ面で全身を痙攣させる変態になるまでイカせまくった。

			「ッッッッッッッッ゛あ゛あ゛あ゛ぁ゛ぁ……」

			　あー……疲れた……。

			「……ヒュゥッ……ヒュゥッ……ヒュウッ……ヒュウッ」

			　息が上がりすぎてるけど、今回は漏らさなかったか。

			　また漏らされたらヤバかったな。

			　さてとっ。ここで止めたら勿体もったいない。

			　えーとどこに……あった。たらたらったらー『ピンクローター』と『電動マッサージ機』！

			　さて、こっからさらにあと三十分間はこれでイカせまくります。さぁどうなるかなー。

			「……に…にい……んひいぃ!?」

			　何か言おうとしたけど無視無視ー。無視して『ピンロー』を奥に入れてスイッチオン！　いきなり「強」でスイッチを入れてあげた。

			「にゃはあああぁぁぁぁ！！？？」

			「指とどっちがいい？」

			「にひぃぃいいいイイイイイイイイ！！！」

			「…………」

			　質問に答えないとはなぁ。

			　俺は『電マ』をクリトリスに当ててもう一度質問する。

			「もう一回だけ聞くな？　指とピンロー、どっちが気持ちいい？」

			「ふぐぅぅ……しょえ…しょえはぁああ……ぁああァァアッ……ゆ」

			「遅い」

			「ッぎひぃいいああああああああ！！！！」

			　スイッチを入れたらまた痙攣しだした。

			「うひィィィィィッ！！？？」

			「さあラスト三十分イキまくってね。イケるかわからんけど」

			　十分後。

			「あっがぁぁああああ!!」

			「ぉぉおおおおおおお！！！！」

			「うぎぎいぃひいいぃぁぁぁぁぁぁあああ!!」

			　二十分後。

			「おおぉおほおおぉぉぉおおおおお！！！！」

			「ひぐぅうぅぅぅぅぅうううううう!!」

			「ガッッッはああああああああ！！！！！！」

			　三十分後。

			「ッ゛アッ゛ア゛アッ゛アッ゛ア゛ア゛ア゛ア」

			　キッチリ三十分後、もう声すら出なくなった恵から『電マ』を離して『ピンロー』を引っこ抜いた。

			「゛ぉ゛ぉ゛ぉおおおん!!　……ハヒュゥッ……ヒュウッ……ヒュウッ……ヒュウッ……」

			　白目は当たり前で、口から舌が出ちゃってる。いつもの綺麗なストレートヘアーはボサボサでとっ散らかってる。鼻水やら涙やら涎やらで顔中がひっどい。

			　………よし。

			　俺はスマホを取り出してカメラでアホ面を色んな角度で撮りまくった。

			　もちろん全身も。

			　汗で服が水を被ったみたいに濡れて引っついているから、乳首が透けて見える。太ももは愛液と汗でビッチャビチャ。

			　いつもの綺麗な恵の面影は微塵みじんもない。

			　そろそろ真面目にインターバル入れよう。脱水症状起こして死んじまう。俺も疲れたしな。

			　俺は恵が目を覚ますのを待ちながら、休憩することにした。昼は何食おうか考えながら。

			


			　ふと、茜のことを考えてると、恵が目を覚ました。

			「……にいさん……なにか……のみものください……」

			「あいよ」

			　お茶を飲ませる。

			「ッハァ……にいさん酷いです……」

			「スマン……ついな……」

			「初めてでした……こんなに気持ちよかったの……」

			「そ、そうか……」

			「次はいよいよですね！」

			「お、おう……でも昼飯食べてからにしないか？」

			「嫌です。このままお願いします」

			「疲れてねえの？」

			「疲れはありますけど、今はこのままでいたいんです。休んだら治まっちゃいます」

			　まあ俺は構わんのだけど……。

			「お願いします」

			　んー……。

			「わかった……」

			　俺はベッドに乗って、恵と向かい合わせに座った。

			　そして、座っている恵の服を脱がせる。両手を挙げさせて、シャツを持ち上げる。シャツが胸に引っかかったが無理矢理剥ぎ取ると、ブルンッと恵の巨乳があらわになった。

			　五百円玉くらいのピンク色の乳輪の上には、ピンッと勃起している乳首が乗っている。

			　俺はシャツをそのまま恵の腕から抜いた。抜いた時に黒い髪がフワッと広がって恵の身体に落ちる様はすごく綺麗だった。

			「あ、あんまりじっくり見られると……その……恥ずかしいです……」

			　今更なことを言うなよ……。

			　俺は恵を押し倒しながらオッパイを鷲掴みにして、乱暴に揉みしだいた。

			「はうっ……クッンッ……ンンっ……ふむ……ァアン」

			　さっきまではやりすぎた気がするから優しくと思ったけど、このオッパイを見たらそんな気はなくなっていた。

			　なんて揉みがいのあるオッパイだよ。

			　指が沈むほど柔らかいのに、弾力はシッカリある。

			　素晴らしい感触だ。

			「ど……どうですか……？　にいさん……ンんッ」

			「メッチャいいオッパイだ。手が気持ちいい」

			「ふふっ、よかったで…す」

			　俺は揉み方を変えた。乳首に手のひらを掠かすめるような揉み方だ。

			「っつ……にいさぁん……それ……じれったい……です……」

			「だろうな」

			「……やぁ……にいさぁん……ンっ……ハァ……んきゅっ!?」

			　油断してるところで乳首を軽く指の間に入れて挟んだ。

			　そしてそのまま揉む。

			「んハァ……それ……いいですッ……きもちいいぃ……」

			「ハァッ……んんっ……んふぅ……ひんっ……」

			　乳首を刺激するたびに、身体を小刻みに痙攣させている。

			　俺は揉みしだきながら親指と人差し指の腹で乳首を挟み、さっきよりも強めにクリクリとこね回した。

			「……フンッ……ああッ……に、にいさん……それ…だっめぇ……気持ちよすぎましゅぅうう……」

			　相当感じてるようで、足をピンッと伸ばしたり身体をよじったり忙しい。

			　だが痛くない程度にシッカリ挟んでいるから、動くたびに自分で刺激を与えることになって、どんどん気持ちよくなっているはず。

			「ひぃあぁ……いやぁぁ……んあアぁ…んっ……はイィん……」

			「んはォ…くっ……ふむうぅ…うああん……あ、やァあん……」

			　まあ、乳首はもうここでやめておこう。

			　つか、いい加減手が疲れる。

			　俺は最後に強めに乳首を引っ張ってから離した。

			「……あああんんっ！　……な、なんでやめるんれすか？」

			「疲れた。それよりするんだろ。スカート脱がせてやるから腰上げろ」

			「…はぁい……」

			　恵は寝たまま少し腰を上げる。俺はスカートを下ろして足から抜いた。

			　ようやく恵の全裸を拝めた。

			　ベッドに散らばる黒い髪。

			　汗が滲にじむ白い肌。

			　顔が赤いのは、羞恥心かそれともただ夏の暑さのせいか……。

			「すごく綺麗だな」

			　俺はそう言って恵に軽くキスをした。

			「んっ……えへへ……私のファーストキスです」

			「そうか、俺は……何度目かわからん」

			「ふふふ……ファーストキスは茜様ですもんね」

			「そゆこと」

			　そう言いながら俺はベッドに寝ている恵の横に寝転がり、恵の頭を抱えてもう一度キスをした。

			「んチュッ……ハァッ……にいしゃ……はえ……じゅつっ…はえしい……れす……ンれろっ……」

			　少し恵の口内を堪能してから口を離す。

			　恵の口と俺の口が唾液の細い糸で繋がっている。

			「にいさん……私の初めて……もらってください……。ちゃんとピルも飲んでるからこのままで大丈夫です。メチャクチャにしてください」

			「わかった」

			　俺は恵の足元に座り、素早くジャージとトランクスを脱いだ。

			「ッッ!?」

			　恵は俺のチンコを見て目を見張った。

			「どうした？」

			「い、いえ……ただ、想像してたよりも……おっきいなと。あ、でもでも気持ち悪いとかそういうのは思ってませんよ！　むしろ少しカッコイイというか…なんというか……」

			　だんだん小さい声になってるけど要はビックリしただけってことね。

			　ただカッコイイという感想は少々おかしくはないか？　まあここまできたんだ。野暮なことは言わんさ。

			「あーじゃあーいきなりだけど……挿入いれるぞ」

			「は…あ、ちょっと待ってください！」

			「どうした？」

			「その……少し触っていいですか？　にいさんの……おち、んちん…がどのようなモノか知っておきたいんです」

			「いいぞ」

			　俺は膝立ちで恵の横に行き、目の前にちんこを突き出してやった。

			「はぁ……なんか……やっぱりすごいです……。これが夢にまで見た……」

			　そう言ってオズオズと指先で亀頭の先に触れてきた。

			　夢にまでて……。

			「硬いゴムみたいです。それに熱いし……。それになんか……にいさんの匂いがします。これが私の中に挿入はいるんですか……」

			　俺の匂いて……。

			「不安か？」

			「少し……でもそれよりも期待の気持ちが大きいです」

			「そうか。そろそろいいか？」

			「はい」

			　俺は仰向けに寝ている恵の脚の間に膝立ちになる。恵の脚を広げさせ、手でチンコの先をマ○コに擦り付ける。

			　何度も肉裂と裏筋を擦り合わせると、俺と恵の分泌液がグチャグチャと混ざる音が聞こえた。

			「挿入いれるぞ」

			　そして返事も待たずに、ゆっくり先を埋めた。

			「んんっ…くっ……入ってきてます…ッ……」

			　狭っ！

			　これ挿入はいるかな……だいぶほぐれたと思ってたけどヤバそう。

			「恵、これヤバイ。かなり狭いわ」

			「無理矢理……挿入いれてください……ッッねじ込んで！」

			「は？」

			「お願いします！」

			　恵は俺の首に手をかけ懇願してきた。

			　んー……。

			　顔を赤くしてはにかみながらお願いする恵は正直メチャクチャ可愛い。

			　だからそんな義妹からの頼みに応えるのは、義兄として当然の義務なんだよ。うん。ヤバそうならそこで止めればいいんだし。

			　というわけで。

			「じゃ遠慮なくっ！」

			　──ズブンッ！

			「っっッッッッかッッっっハッっ！！！！」

			　無理矢理ねじ込んだ俺の肉棒が、恵の最奥地を叩き潰す。

			　その結果、恵はベッドの上で大きく仰け反った。

			　にしてもマジで狭い。チンコの締め付け半端ない。無理矢理押し拡げているからだろうな。

			「相当痛いだろ」

			「ッつハかっ……ふぅ…ふぅ…んくっ……はぁ……はぁ……少しだけ……ふぅ…ふぅ…少しだけこのままで……」

			　まあそりゃそうか。

			　俺はしばらくそのままでいた。

			　たまにギュッギュッと締め付けが強まるたびに、恵は顔を顰ひそめてる。

			　そして、

			「にいさん……」

			「大丈夫か？　今ならやめてもいいぞ」

			「ハァッ……ハァッ……だ、大丈夫……です！　……もう……だから……お願いします！」

			「わかった」

			「んんんんッ……フクッ……」

			　俺はゆっくり引いて、先が抜ける直前で止めた。

			　下を見ると……予想していたよりも血が出ていない。まあ予想よりってだけで、そこそこ出血はしているわけだが。

			「また挿入いれるぞ」

			「お願いしますぅぐううううう」

			　それからはゆっくりと慣らすように抜き差しを繰り返した。

			「ムグウウウウゥゥゥゥ……はぁ……はぁ……」

			「はきゅうぅぅぅぅぅ……ふしゅぅ……ふしゅぅ……」

			「フクッふぅぅゥゥゥ……んふぅ……ふぅ……」

			「かっはああああぁぁぁぁ……ハァッ……ハァッ……」

			　そのたびに息を吐くのに必死な恵を見ていると、どうにも虐めたくなる。

			　なのでそろそろ。

			「恵、そろそろ慣れたろ。もっと動かすぞ」

			「は、ハイ……」

			　俺は……アナル側の壁を抉るようにチンコを突き落ろした。

			「くはぁあああああ！！！」

			　今度はクリトリス側の壁を抉るように引き上げる。

			「んンヒぃぃいイイ！！！」

			　また突き落ろして、

			「アッふぁああああぁぁぁぁ!!」

			　上げる。

			「ふぎゅぅうぅぅぅぅ！！！」

			　繰り返す。

			「んほおぉおぉぉぉぉ!!」

			「ひぎぃぃぃいぃぃぃ!!」

			「くぁぁあああああああ！！！」

			「おおおおぉぉぉぉぉ！！！」

			「ヒグぃぃぃッッッ！　にッィひゃぁぁぁああンンンッッ！」

			　にしてもすげえな。

			　メチャクチャ狭いのに恵の膣内なかは俺に柔らかく纏わりついてくる。

			　ツブのような肉襞の感触がすげえ気持ちいい。

			「そろそろスピード上げるぞ。つか我慢できねえ！」

			　俺はすぐに腰の動きを速めた。
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			　結合部からマン汁とカウパーの混ざった液体がベッドに飛び散る。

			「あ……はぁっふッッぅ……くッア！」

			「ぅくっ……ううウゥぅううッ……ァぐっ」

			「うふッ…ゥくっう……ウゥはぁっあ！」

			「ぅく……っあぁうう……ぅえッウうぅ…ァふっ」

			　これでもかなり手加減してるんだが、十分効いてるようだ。

			　何度もやってるうちに慣れてきたようにも思える。

			「恵の膣内なかすっげぇ気持ちいいよ」

			「よ…よかった……っえぅです！　ふっぁえ私も！　ぅぅくっ熱くて……っぁ気持ちいいです！」

			　喋る余裕まで出てきたらしい。

			「ならもう少しだけ……」

			「へ？　……な、なにをっほおおおおお!?　にゃに!?　ビリビリっ!?　しょえ！　しゅおいいい!!」

			　なんてことはない。さっきの手マンで見つけてたＧスポットを思いっきり抉ってるだけ。

			　まあ、効果はご覧の通り。

			「んおっ！　ぉぉぉおおおおお!!」

			「しょえらめええええええ!!　ひほひいいいいいい!!」

			「はあぁぁぁぁああああああああ!!」

			「いきゅううううう!!　いっへうううううう」

			「ぁぁぁぁぁぁあああああああんんんんんん！！！！」

			　だいぶ締め付けと一緒にスムーズに動くようになってきたな。かなり愛液も出てきてるようだ。

			　──ジュプッジュプッジュプッジュプッジュプッ

			　突くたびに滑らかになる恵のマ○コ。しかも俺のチンコと相性がいいらしい。

			「あーやべえ……、もう出そう……」

			「に、にいひゃん！　おへあいしはす!!　いっしょぉっ……いっしょにいいいい！　ひきゅうううう!!」

			「一緒にとか言いながら勝手にイくんじゃねえよ！」

			「ひにゃあああああ!!　しゅいまへえんんんんん!!」

			　俺は恵に最後の追い込みをかけるべく、さらに腰を突き入れ、肉穴を深く速く抉った。

			「んぼおぉぉぉおおお!!　はやいいいいいいい！！！」

			「おらっ！　出すぞ！」

			「きへっくらしゃい!!　恵のにゃかにいい!!」

			「うっ……出る!!」

			　──びゅルルッ！　びゅぶッ！　どびゅッどびゅびゅるるッ!!

			「いっぎゅううううううぅぅぅぅぅぅぅぅ！！！！！！！！」

			　──ぷシャッ！　ぷしゃあああ！　ぷしゃあああああ!!

			　恵は俺が出すのと同時に豪快に潮を吹いた。

			　俺の身体に思いっきり引っかかっているけど、まあいいや。相当気持ちよかったのだろうしな。

			　だらけきった顔は口から完全に舌が出ていて、気持ちよさそうに笑っていた。

			「…っは……はひっ……ひ…ひおひよはっらー……ハァッ……にいしゃぁん……しゅおいれす……ンホッ……わらひ……ほんらに……ひはわへぇ……んんっ……」

			　だから何言ってっかわかんねえよ……。

			　ホントはもっとしたいところだけど……。

			「……はひっ……ハァッ……んっ……ハァッ……ハァッ……んハァ……ふはっ……ハァッ……」

			　やめておこう。今は余韻に浸らせてやるか。俺はまだ反り返ったままのチンコを引き抜いた。

			「ンヒィッ!?　……フッハァ……ハァ…にゅ……にゅいは……にいはん……あふい……」

			「あーはいはい」

			　恵の膣から俺の精液が垂れているのを見て思った。

			　義妹としちゃったなぁ……。

			　俺は恵の横に寝っ転がって少し休むことにした。

			　ほどなく恵が隣で静かな寝息を立て始めた。

			　起こしたほうがいいのかもしれないけれど、初めてであれだけイカされ続けたんだ。ゆっくり寝かせてあげよう。

			　正直俺も疲れたからこのまま少し寝たいところだけど、汗がヤバイ。ベタベタして気持ちが悪いので、無理矢理身体を起こした。

			　すぐに風呂場に行きシャワーで汗を流す。そのついでに風呂掃除もしておく。

			　お湯張りボタンを押してから部屋に戻ると恵はもう起きていた。

			　ベッドに上半身だけ起こして、掛け布団を胸元まで上げている。今更隠さんでもと思うのだが、考えてみたら普通は隠すよな。色々と常識が麻痺している気がするな俺。

			「寝てしまってすいません。疲れてしまってつい……」

			「気にすんな。初めてだったんだしさ」

			「はい……」

			　しゅんとした恵が可愛くて、近寄って頭を撫でてやる。

			「なんか同い年なのに年下に感じる」

			「義妹ですからね！」

			　恵はニッコリ笑ってそう言った。

			　さてと。

			「風呂が沸くまでまだ時間があるし、丁度いいから聞かせてほしいことがある」

			「なんでしょう」

			「お前、嘘ついてるだろ」

			「…ついてませんよ」

			「ちょっと詰まったな。お前ら俺のことバカだと思ってないか？」

			「バカだなんて思ってません！　少しだけ抜けてるところが可愛いなと思ってるだけです！」

			　それ、バカにしてねえか？

			「もう一度聞くぞ。嘘、ついてるな？」

			「嘘は……ついてます」

			「やっぱな。お前、茜と面識あるだろ」

			「……はい」

			「つまりあの電話は芝居だな？」

			「……はい」

			　俺のスマホの暗証番号は茜に教えてもらっていたってとこだろう。

			　前に手が塞がってた時に茜に頼んで開けてもらったことがあった。その時から番号は変えていない。まあやましいことは全くないがなんかこう釈然とせぬ。さすがにあとで変えておこう。

			　話を戻すが処女のことだって、恵が茜に話してなきゃ普通わからないことだ。

			　大体電話一本で義妹とのセックスを認める彼女がどこにいるか。

			　いや普通は電話云々関係なくそんな彼女いねーだろうがさ。

			「んで、なんで？　つかお前ら一体何考えてんの？」

			「それについては来週というわけには……」

			「茜には来週しっかり聞くけど、恵からは今聞かせてほしいんだけど？」

			　そう言うと、恵は黙って俯く。そして、数十秒ほど経って顔を上げた。

			「わかりました。ただ、全部は話せません。私に関わることだけです。それで良ければお話しします」

			「私に関わることだけって全部じゃねえか……。わかった。それでいいよ」

			　俺はベッドに座り、また恵は床に正座した。今度は全裸で。

			「あのさ。せめて服くらい……」

			「先程話した通り、私はにいさんと茜様のセックスに憧れました」

			　あ、うん。わかった。大人しく聞くよ。憧れたんだね。

			「ですが私は……憧れるだけでは我慢できなくなりました」

			　うん。

			「私はにいさんを好きになってました」

			　うん……うん？

			「待って？　飛躍してない？　俺と茜のセックスに憧れたんだよな？　そこに憧れたってのもおかしいけど」

			「はい、その通りです」

			「うん、とってもいい笑顔をありがとうね。それでなんで俺のことを好きになってましたなわけ？」

			　わけわかんねえんだが？

			「はい。その、セックスしてる時のにいさんがですね……イイなぁと……」

			「ごめん、俺はもう限界だ」

			　どうしよう、もうお手上げだ。

			「そこで、最初は茜様から奪うつもりでした。写真で茜様を脅して。本当はにいさんをではなく茜様を脅すつもりだったんです。でも、お父さんが再婚してくれて、にいさんはにいさんになってくれました。そこで私は計画を変更しました」

			「…………」

			「…………」

			　この無言の間ま。

			　どうやら恵は俺からの返答待ちらしい。

			「……どのように？」

			「ところでにいさん。結婚とはなんですか？」

			「人生の墓場」

			「真面目に答えてください!!」

			　マジギレされた……。

			「まあ……紙きれ一枚でできる家族？」

			「言い方に悪意を感じますが、まあいいでしょう。そう、家族です」

			「……それで？」

			「親が再婚した時、連れ子同士はどうなりますか？」

			「……兄弟姉妹になるな」

			「兄弟姉妹は家族ですよね？」

			「……そうだな」

			「つまり私とにいさんも家族です。結婚はしてないですけど家族です。結婚した家族と兄弟姉妹の家族に違いはないですよね!?　いえむしろ兄弟姉妹の家族のほうが強い絆で結ばれていると言っても過言ではないです！」

			「恵？」

			「結婚しての家族とはセックスするんです。なら兄弟姉妹の家族とセックスしたって問題ありません！」

			「おーい……恵さーん……」

			「ですから私達とセックスしたって問題はないんです！」

			　どうしよう。俺は思わず頭を抱えてしまった。

			　ぼかぁ義妹の言っていることが理解できないよ。つか本当は話す気がねえんだろ？　そうなんだろ？　そうと言ってくれよ。

			「あー……えー……んー……と……、家族だからセックスしてもいいと……そう言いたいんだな？」

			「はい！」

			　そうか……。とりあえず最後まで聞こう……。

			「……それで？」

			「そのことを茜様にお話しいたしました。茜様も最初は戸惑っておりましたが、何度も何度もお話しいたしましたら、ついに理解していただけたんです！」

			　おいこら茜さんや。なに折れてんだ。あいつまさか３Ｐができるからって理由はマジなのか？

			「そこで私達は計画を立てました。あとは先程の通りです」

			　なんというか……。

			　もうなんというか……。

			「恵……」

			「はい！」

			「普通はな？　兄妹でセックスはしないんだよ……」

			　ひとまず恵を諭すことにした。

			「家族とは言っても結婚での家族とは違うんだよ」

			「いいえ！　同じです！」

			　…………俺はもう諦めた。

			　早いよって？　だってさ……。とっても澄みきった笑顔で「家族間の性行為は当たり前」と言い切る義妹に何を言えばいいんだ。つかもう手を出しちゃったし……。

			「じゃあ茜はこのことを最初からわかってるんだ？」

			「はい。茜様は喜んでました」

			「なぁ……なんで茜様なの？」

			「にいさんの彼女ですよ？　そして私はにいさんの性奴隷です。つまりにいさんはご主人様。そしてご主人様の伴侶は私にとってはご主人様に等しいのです」

			「……なんで俺はにいさんなの？」

			「にいさんだからです」

			　なんでドヤ顔なの？

			　ダメだ……頭痛くなってきた……。

			　恵って頭いいんじゃないの？　俺がそう思い込んでいただけなの？　自分に都合のいいことを自分の都合のいいように考えているとしか思えないよ？　なんでこんなニコニコしてるの？

			「それに、茜様は言っていました」

			「何を？」

			　嫌な予感はしたんだ。けど聞かずにはいられなかったんだ。

			「にいさんはど変態と付き合いたいと。茜様はど変態ですし、私はこれからど変態になるんです！　これでホントに問題はありません！」

			　これは……俺のせいなのかな……。

			「これからもよろしくお願いしますね！　にいさん！」

			　俺のせいじゃないはずだ……多分……きっと……おそらく……。

			　それから俺は、俺の性癖、好きなプレイなどを根掘り葉掘り聞き出され、さらに自分がしてほしいことを、それはそれは事細かに聞かされまくること数時間。

			　そう、数時間。

			「あ、もうこんな時間です。どうしましょう……。お風呂すっかり冷めていますよね」

			「だろうな」

			「ごめんなさいにいさん。ではせめてお背中を……」

			「もう汗は流した」

			「そうですか……。では今日は温め直して一人で入ります……」

			　恵は衣服を抱えて全裸のまま部屋から出て行った。

			　夕日に照らされた白い背中を見送って、俺はベッドに寝転がった。

			　あーーマジで疲れた……。体力的にもだけれど、それを上回る精神的疲労感が半端ねぇ。

			　大体…夏海になんて言えば……隠れて付き合う…いやそん……不誠じ………で…………。

			　…………。

			　……………………。

			　………………………………。

			　──………………！

			　──…に……ゃん！

			　──お…い…ゃ…！

			「おにいちゃん！」

			「おわっ!?」

			　いきなりの声に驚いた俺はガバッと身体を起こした。

			　どうやら寝落ちしていたらしい。

			「おはよう、おにいちゃん」

			「おはようございます、にいさん」

			　右を見ると、恵と夏海が床に座ってベッドに手をかけてこちらを見上げていた。

			「よく寝てましたよ。早く起きてご飯食べましょう」

			「今日はスパゲッティだからねっ」

			「わ、わかった……。顔洗ってすぐ行く」

			「早くねー！」

			　二人はすぐに立ち上がり部屋から出て行った。

			　窓の方を見ると、すでに日が落ちきって真っ暗だ。結構寝ていたらしい。俺はすぐに洗面所へ向かった。

			　顔を洗ってタオルで水気を取る。

			「ん？」

			　何気なく鏡を見ると俺の首元になにかついてることに気がついた。

			　手で擦っても取れない。

			　鏡に寄ってよーく見ると……これキスマークだ！　しかも二つ！

			　恵のやつ……。

			　あーもーしょうがない……。聞かれたらぶつけたとか言って誤魔化そ。

			


			「あー美味かったぁ」

			　スパゲッティにきんぴらゴボウを和えて炒めたやつなんだが、すげえ美味かった。

			「ありがとう。余りもので作ったやつなんだけどね」

			「余りものでここまでのものができることがすげえよ。俺にゃあここまで美味いのは作れん」

			「でも、にいさんがこの間作ったナスのひき肉煮はすごい美味しかったです」

			「あーあれな」

			　ナスのひき肉煮は、よく母さんが作ってくれた料理だ。かなり美味いので、母さんにレシピを聞いて自分でも良く作っていた。多めに作っておいて、次の日の朝、冷えたまま、熱々のご飯にかけて食うとめちゃ美味い。

			　この間は余らなかったからできなかったが……。

			「おにいちゃんって他に何作れるの？」

			「前に言わなかったっけ？　普通のは大体作れるって」

			「いや。きっとおにいちゃんは妙に凝った料理が作れるね！」

			「あーわかります。にいさんって変なとこで凝り性ですよね」

			「んーまぁわりかし……。あ、夏海ってお菓子は作れるの？　ケーキとかクッキーとか」

			「作れるよ！　うちはあたしの誕生日以外は、あたしがケーキ焼いてるんだからね！」

			「すっごく美味しいんですよ。リクエストには必ず応えてくれますから」

			「へーそりゃすげえ」

			　うちはオーブンがなかったからな。

			　ケーキは買って食うことしかしていなかった。

			「もしかして、おにいちゃんってお菓子作れるの？」

			「パンナコッタとか杏仁豆腐とかプリンとかそういうのならな。オーブンがなかったからそういう系統のしか作ったことない」

			「……普通そういうのって買いません？」

			「いや買ってもいいけど、作って食ったのも美味いじゃん。蒸したて熱々プリンなんて家で作ってじゃないと食えないだろ」

			　ホットプリン、美味いんです。

			「あたしもそういうのは買っちゃうよ。作るの面倒じゃん」

			「あと、片付けとかな。なんか飯作ったあとの片付けと違うよな。面倒くささが」

			「わかる、わかるよー。なーんか違うんだよね」

			　そんな話をしながら、少し早めの夕飯を三人で食べた。

			　こんなふうにしていれば普通の義兄妹なんだが、もう恵とは普通の義兄妹とは言えないんだよなぁ。

			　その後、俺は今日の分の勉強をするために部屋に戻った。

			　勉強が一区切りついた頃、電話がかかってきた。表示を見て、俺は無言で電話に出る。

			「…………」

			『もしもし！　恵ちゃんどうだった？』

			「…………」

			『あのーゆうくん？』

			「…………」

			『もしもーしゆうくん？　繋がってる？』

			「…………」

			『えーと……もしかして……怒ってる？』

			「…………」

			『ご、ごめんなさい……』

			「だよな？　最初はそれだよな？　どうだったじゃないよな？」

			『はい……』

			　ったく……。

			「はぁ……。んで今回のことはまあ俺も手を出したわけだしもう何も言わん。というか言えん」

			『ゆうくんは深く考えすぎなんだよ』

			「は？」

			『私達がいいって言ってるんだからいいの。わかった？』

			「あのさあ、この計画っていつから立ててたの？」

			『えーと……二週間くらい前だね。結構計画立てるの大変だったんだから。色んな案があったんだけど、最終的にこの計画にしたんだよ』

			「その割にはかなり雑な計画になったんだな」

			『ゆうくんはむしろこのくらい雑なほうがいいと思ったの。だって雑すぎて面倒になったら考えなくなるから』

			　うん考えなくなるな。

			　考えたくなくなるな。

			『ま、そういうことだからがんばってね！　じゃおやすみ！』

			「は？　ちょいまておい！　……がんばってねってなんだよ」

			　ちょうどそのタイミングでドアをノックする音がした。

			　──コンッコンッコンッ

			「あーい」

			「恵です。お茶淹れたんですけど飲みますか？」

			「お、飲むわ。すぐ下行くよ」

			「わかりました」

			　ドア越しに話してから恵は下に降りていった。

			　パパっと机の上を片付けて俺も下に降りる。

			　居間には恵と夏海がいて、二人共パジャマを着ていた。

			　お茶を飲んだらすぐ寝るのかね。

			「はい、どうぞ」

			「ありがと」

			　今日のは少し甘いな。

			「少し砂糖入ってる？」

			「いえ、そういう茶葉なんです」

			「へぇー」

			　特に何を話すわけでもなく、ただお茶を飲むだけ。

			　けど、なんか心地よいわ。

			「ねえおねえちゃん」

			「なに？」

			「何かいいことあったの？」

			「うんすっごくいいことあったよ！」

			「えーなに!?　教えてよ！」

			「内緒」

			「えー、教えてよー」

			「やですー」

			　前言撤回。

			　心地よくないや。

			　チラチラこっち見んな恵！　って夏海もこっち見てる！

			「おにいちゃんは何か知ってるの？」

			「知らん」

			「怪しい……」

			「……ところで二人共、今日は早く寝るんだな」

			「誤魔化そうとしてない？」

			「しとらん」

			「ふーん……まあいいけど。今日は遊びに行って少し疲れたから早く寝るの」

			　なるほど。

			「私も今日は疲れましたから……」

			　でしょうね。

			　俺も疲れたよ。

			「そいえば。明日帰ってくるんだよね、お父さん達」

			　あ、そっか。明日か。

			　あの邪魔をするなというメール以来連絡を取っていない。

			「昨日電話した感じじゃかなーりラブラブみたいだよ。お義母さんも喜んでたし」

			　へえー。ラブラブねぇ…………ん？

			「え？　母さんと電話したの？」

			「うんしたよ。ね、おねえちゃん」

			「はい。お義母さんたらメールや写真も結構送ってくれるんですよ。函館の夜景はすごく綺麗でした」

			　んん？

			　おい母上。俺には？

			「そ、そうなんだー」

			　別にいいんだけどさ……。

			　なんか釈然としねえ……。

			　よし。

			　俺は母さんに電話をかける。

			　──トゥルルル、トゥルルル、トゥルルル、トゥ

			　お？

			　切ったな？　息子からの電話を切ったな？

			「出ませんか？」

			「うん出ないね。ちょっと恵のスマホ貸してもらえないかな。母さんに電話をかけたいんだ」

			「え？　えーと……はい」

			　恵にロックを外してもらい、母さんに電話をかける直前で貸してもらう。

			　──トゥルルル、トゥ

			『もしもし恵ちゃん？　何かあった？』

			　ワンコールちょいで出やがりますか。

			「なあ母さんや。なぜ俺の電話には出ないんですか？」

			『なんだあんたか。恵ちゃん達に迷惑かけてないでしょうね。虐めたりもしてない？』

			　虐めてはいない！

			「そんなわけないだろ。じゃなくてなんで俺の電話には出ないんだよ」

			『私もメールしたはずよ。邪魔をするなと』

			「恐こええんだよ！　息子に送るメールじゃねえだろ！」

			『私は悟さんと念願の新婚旅行中なわけ。それなのになんであんたなんかの相手しなきゃならないのよ』

			　あんたなんかて……。

			「それでも母親か！」

			『これでも母親よ！　何年育ててきたと思ってんの！』

			「はい！　あざーす！」

			『あと恵ちゃんや夏海ちゃんはとっても可愛い娘なの。泣かしたらぶっ飛ばすからね』

			「しねーって言ってんだろ！　それに俺は可愛い息子じゃねえのか！」

			『あんたは可愛くない』

			「ひどい……」

			『可愛いと言われるよりカッコイイと言われたいでしょ？』

			「そりゃな」

			『じゃあいいじゃない』

			　あ、つまりカッコイイ息子と言いたいわけか。

			　まあ男だしな。

			『あ、でもあんたカッコよくもないわ。あっはっはー』

			「…………」

			『それと、悟さんが地酒と地ビール買ったから楽しみにしててってさ』

			「あざーす!!」

			　うっしゃああ！

			『それじゃ切るからね。しつこいようだけど二人を泣かしたらブチのめすからね。あと私達の邪魔をしてもね』

			　──ブツッ

			　さっきより言い回しが物騒になってる……。

			　まあ、なんだかんだいつもこんな感じだから本気で邪魔だとか思ってるわけではないはず！　……はず。

			「ありがと。おかげで連絡取れたわ」

			「フフフ、はい。よかったですね」

			「なんで笑ってんの？」

			　恵も夏海もなんか温かい目で笑いながらこっちを見てる。

			「いやぁ、おにいちゃんってさあ……マザコン気味だよね」

			　あーなるほど。

			「マザコン気味なのはまあ認めるよ。こちとらずーっと母さんに育ててもらってるからな」

			　一時期荒れてたが、そんな時でも母さんとの生活が嫌だったことはなかった。

			　マザコンってほどではないけど、マザコン気味であることは認めよう。

			「いいことですよ。私もお義母さんが好きです。それににいさんのことも好きですよ」

			　その好きというのは家族愛じゃないことを俺は知っている。

			「あたしも！　愛してるよおにいちゃん！」

			「あーありがとうなー。俺も二人を愛してるぞー」

			　そう言いながら、身を乗り出して二人の頭をポンポンしてやった。二人共顔を真っ赤にして黙りこむ。

			「おい、なぜ黙る」

			「いいいいきなり愛してるなんて言うから！」

			「そうです！　いきなりすぎます！　しししかもあ頭！　頭を！」

			　お前らが先に言ったんだろ……。つか恵はその程度でなに狼狽えてんだ。

			「はいはいごめんごめんー。ふぁああぁぁ……なんか眠くなってきた。俺も今日は早めに寝よ」

			　マジで疲れているみたいだ。

			「そうですね。あ、片付けておきますから置いておいていいですよ」

			「そーか？　んじゃお言葉に甘えて」

			「おやすみ、おにいちゃん」

			「おやすみー」

			「おやすみなさい」

			　俺は先に部屋に戻ってそのままベッドに潜り込む。…………湿ってる。そいえば最後に恵って潮吹いてたな……。

			　あーもういーや。

			　めっちゃ濡れてるわけじゃねーし。

			　明日洗って干しとこ……。

		

	

			幕間　黒歴史

			


			　中学生の平均より少し低い身長の少年が走っていた。

			「まてゴルァ！！！」

			　中学生の平均より大柄な少年達も走っていた。

			「もう勘弁してください！！！」

			　なお、双方は鬼ごっこの最中である。

			　ただ、捕まったら最後、鬼が代わることなどなく、ただ一方的に蹂躙じゅうりんされるという鬼ごっこだが。

			「にがすか……よっ！！！」

			　そして小柄な少年は持っていた木刀を大柄な少年達に向かって投げつける。

			　木刀は少年達の一人の足にヒット、すっ転びそのまま前にいた少年達を巻き込んで転倒する。

			　慌てて起き上がる時には、

			「はぁあい」

			　ニタァッと笑う小柄な少年が目の前に……。

			


			「またやったのね」

			「いやだってアイツらさぁ……」

			「言い訳すんな！」

			「フゲッ!!」

			　少年……夕夏は現在商店街の真ん中で正座させられている。理由は先程行った喧嘩、と言うにはあまりに一方的な暴力を振るったからだ。

			「アンタはただ単に暴れたいだけでしょうが！　そんなに暴れたきゃ道場行きなさい！」

			「だって道場じゃ相手にならないから誰もやってくんねえし」

			　夕夏は空手を習っているのだが、いかんせんのめり込みすぎて強くなりすぎた。

			　同年代やちょっとかじってる程度の大人じゃ相手にならないのだ。かと言って一般部クラスじゃいくら技術があったとしても体格差で負けてしまう。師範クラスじゃそれこそ話にならない。

			　そこで、思いついてしまったのが『人助けついでに相手をボコること』である。

			　人は助かる、俺は憂さ晴らしになる。

			　相手は悪い奴なんだからボコったって問題なし。

			　そんな理由で日夜市内外を歩き回っているのだが、夕夏の母である美怜としては、たまったもんじゃあない。

			　理由はどうであれやってることは立派な暴行罪だ。

			　未成年だからとか言ってはいられない。

			「あのねえ、人助け自体は悪くないの。けど、アンタはやりすぎるのよ。なんで、全員の足を折って顔パンパンになるまで殴るの！」

			「足を折らなきゃ逃げられるし、顔パンパンになるまで殴れば大人しくなる奴が多いから」

			「死んだらどうすんの!?」

			「死なないギリギリのところでやめてるから大丈夫。てかそのくらいしないと報復されて困る」

			　一度だけ中途半端に情けをかけた結果、そいつらの先輩だとかが報復に来たことがあった。返り討ちにはできたがそれ以来、相手は徹底的に潰すようになった。

			「またやっとるわ」

			「夕夏くんも見た目は可愛いのにねぇ」

			「あれで根は優しいのを知っとるから許せるんじゃがな」

			「はぁ、美怜さんはいつ見ても綺麗だぁ」

			　ギャイギャイと道端で言いあう二人だが、周りからはいつものことだと、にこやかに見られていた。

			　夕夏はなんだかんだで人助け自体はしているし、小さい頃から近所の中高年の人達は知っている。美玲の方も引っ越してきてからご近所付き合いはちゃんとしていたし、見た目もいいのだが、面倒見がよく、女手一つで頑張っているのを周りが知っている。

			　そういったことの積み重ねにより、佐藤親子は結構街の住民から好かれていた。

			


			「あーくそ、痛いてぇ……。こぶできてんじゃねえの？　木刀も取られたし……」

			　夕夏は美怜にだけは頭が上がらない。なんだかんだ言いつつもここまで一人で育ててくれている美怜には非常に感謝しているのだ。

			　だが、夕夏は現在反抗期の真っ只中。

			　かと言って美怜に本気で反抗できない。

			　その鬱屈うっくつした気持ちを人助けという名の暴力によって発散していたのだった。

			「なんか足りん……。どっかにいねえかなあ丁度いい鴨」

			　そんなふうにパトロールという名の索敵をしていると、丁度通りかかった公園でどう見ても不良です！　といった風貌の男達が、小学生くらいの女の子を囲んでいるのを発見した。

			「なーいすたーいみーんぐ」

			　夕夏は思わず呟きながら、公園に足を向ける。

			　その瞬間、男達は女の子を突き飛ばした。

			「……殺すか」

			　物騒な呟きを残しつつ公園の中に入ろうとすると、そこに金髪の女が立っていることに気がついた。

			　おそらく助けに入ろうとしたのだろうが、丁度その時俺が来たために、タイミングを逃したのだろうと夕夏は判断した。

			　夕夏は下手に入ってこられると、暴れるに暴れられないと思ったので、俺に任せろというつもりで金髪に笑顔を向け、公園に入る。

			　すぐに男達は夕夏に気づき、近寄ってきた。

			　夕夏がチラッと女の子を見ると、夕夏を見てポカーンとしてる。

			　夕夏は男達に向き直り、何か言われる前にとりあえず油断してる男の一人のみぞおちに蹴りをぶち込んで吹っ飛ばす。唖然としてる他の男達にはローキックだったり、肘打ちだったり、両耳に両手を叩きつけて平衡感覚をなくして倒したりと、流れるように動いてあっという間に男達は地面に沈んだ。

			　そしてそのまま沈んでいる男達の懐ふところを漁あさる。これは学生証や身分証を取り出すため。

			　そこまでしてからようやくしっかり女の子の方を向いた。

			「あそこに金髪のお姉ちゃんがいるから、あの人の所に急いで行きな。あの人が俺を呼んでくれたんだよ。安心して逃げな」

			　金髪を指差しながら女の子に言うと、女の子は少し躊躇したが、

			「ありがとうございます！」

			　と言って、急いで金髪の所に走って行った。

			　それを見届けてから、夕夏は改めて蹲うずくまる不良達を見下ろした。

			「さーてー抹殺ターイム」

			　夕夏は鼻歌交じりに、不良達の服の剥ぎ取りを始め……。

			


			「黒歴史を夢に見るって最悪だ……」

			　早めに寝た俺だが、とんでもない夢を見て目が覚めちまった……。

			　あの時はほんとどうかしてたわ。

			　やってることはただの暴行。

			　しかも、弱い者イジメときたもんだ。

			　よく警察に捕まらなかったな。

			　そいえばあの時の金髪が会長だったんだよなぁ。

			　世の中って狭いわねえ。

			　確かあの後……やめよ、思い出したくない……。

			　あー目が冴えたわ。

			　水でも飲もっ……。

			「あれ？」

			　俺はその時になって初めて身体が動かないことに気づいた。

		

	

			第三章　夏海との生活は気持ちいいけど少し疲れる

			


			　あれ？

			　俺なんで動けない？

			　まて、落ち着けー落ち着くんだ俺ー。

			　頭を動かしてはみたものの……真っ暗で何も見えねえ。いや、かすかに窓から入ってくる灯りで輪郭ぐらいはわかるけれど、その程度じゃ現状確認なんてできない。

			　つかあっつい！

			　なんで布団かぶってんだよ……。

			　そんで身体は……なんか身体に巻き付いてる？

			　んー感覚的に……手首と足首はなんか細い紐みたいなので固定されているっぽい……。

			　多分大の字で固定されてるな……。

			　それと腹周りが異様に暑い……。ナニコレ湯たんぽ？

			「ふぎぎぎぎぎぎーー……って駄目か。全く動かん」

			　つい一人で呟くと、腹周りの湯たんぽがモゾモゾ動き出した。

			「な、なんだ!?　なんなの!?」

			　思わず叫ぶと、湯たんぽと布団が離れていく感覚が。

			　そして、ベッドが軋む音。驚くべきことに、その湯たんぽらしきモノは動くようだ。

			　なんなんだよ一体……。

			　そして、いきなり俺の右耳に湿り気のあるナニかの感触と生暖かい風を感じた。

			「ヘウッッ!?」

			　変な声が出ちまった……じゃない！

			　だからなんなんだよ!?

			　そのナニかは俺の耳を執拗に責め続けてくる。

			「……なっ、なんっなんだよ……!?」

			　また思わず叫ぶと、ナニかは耳に何かするのをやめた。

			　するとまたベッドが軋む音がしてナニかが床に降りた音がした。床をペッタペッタと歩くような音がしてそれが止まる。

			　そして、唐突に部屋の灯りがついた。

			「うわッ!?」

			　眩しいわっ!!

			　だんだん目が慣れてくると、そこにいたのは……、

			「……どういうことだよ」

			　なぜか夏海がこちらを見て立っていた。

			　いつもと変わらないニコッとした可愛らしい顔。

			　その姿は下着のみを纏っていて、汗だくだ。薄い水色にレースがついた下着。しかも、なんか面積が……じゃねえ！

			「……どういうことか説明してくれるよな？」

			「あんまり驚かないんだね」

			「いや、驚きすぎて一周回って冷静っぽくなってるだけだ」

			「ま、それはいいんだ……それでね。あたしがこうした理由なんだけど……」

			　そこでなぜかタメを作る。

			「あたしとセックスしてほしいんだぁ」

			「…………」

			　夏海は俺とセックスがしたいんだぁーふーんそーかー。

			　ナニヲイッテルンダコイツハ。

			「うんごめん、おにいちゃんは唐突に耳と頭がおかしくなったみたいだ。もう一度お願いできないかな」

			「おにいちゃんとセックスしたいんだぁ」

			　…………なんでだ……俺は何かを間違えたのか？

			「何か俺が怒らせたりしたのなら謝ろう。だからこの縄？　を解いてくれないだろうか？」

			「イヤッ」

			「………………」

			「だって解いたら逃げるでしょ？　わかりきってることをあたしが許すわけないじゃん」

			　なんなんだコイツ……。

			　コレでヤバイ表情していたらまだわかる。いやそれはそれで問題なんだけどまだ理解できる。でもコイツはいつもとなんら変わらない顔でこんなこと言ってくるんだ。訳がわからないよ。

			「ホントは朝まで添い寝してもらってから、お義母さん達が帰ってくるまでセックス三昧のつもりだったんだけど……今からでもいいよね」

			「……今なら怒らないし逃げたりもしないから！　話はちゃんと聞くからコレ解いて！」

			「おにいちゃんさー。解いたら解いたらって、あたしは別におにいちゃんに話を聞いてもらいたくて拘束してるんじゃないんだよ。そうしないとセックスできないから拘束してるの」

			　それでおにいちゃんが納得すると本気で思っている……らしいな。

			「……じゃあこのままでいいから、せめてまずは話を聞かせろ。頼むから」

			　そう言うと、夏海はため息をついた。ベッドに乗ってきて、俺の右側に寝転がる。

			「しょうがないなぁ」

			　そして、夏海は俺の耳元で話を始めた。わざわざ囁くように。

			「あたしが初めておにいちゃんに会ったのは、二週間前じゃないんだよ？」

			　は？

			「いくら家族になったからって、会って二週間で仲良くできるわけないじゃん」

			　へ？

			「まて。本当に覚えてない。つか接点が思いつかない」

			「同じ学校なのに？」

			「あ……」

			「まあ学校で会ったことはないんだけどね」

			　ネーノカヨ。

			「ていうか同じ学校っていうのも二週間前初めて知ったし」

			「はぁ？」

			　余計にわからん……。

			「三年前……」

			　三年前？

			「三年前にあたしはおにいちゃんに助けてもらったんだよ」

			　三年前……助け……うっ、頭が……じゃねえ!!

			「確かにあの頃は、まあその……色々やらかしながらも人助けはしてたけど……」

			「そうだよ。その時好きになっちゃった」

			　そう言って俺の頬にチュッと唇を当ててきた。

			「悪いけど、あの時に関わった人達のことはほとんど覚えてない。つかあんまり思い出したくないんだよ」

			　完全な黒歴史だから。

			「だと思った。だって二週間前に会った時は何も言ってこなかったからね。初めましてって言ったし」

			「それに、アレは助けてるといってもな。あーたまたまだ。助けるためにやってたんじゃない」

			「うん知ってる」

			　知ってる？

			「おにいちゃん、あの時も同じこと言ったんだよ」

			「どゆこと？」

			「助けてくれた時、お礼を言ったら、『俺はお前を助けたんじゃない。そこにいるクズを殴りたかったからだ。勘違いして惚れるなんてことやめてくれ、フッ』って言ったの」

			「嘘だ。俺はそんなこと言ってない」

			「ウン嘘」

			　コイツ……。

			　声真似しやがって。

			「ホントは、『俺はお前を助けたんじゃない。そこにいるクズを殴りたかったからだ』だよ」

			「最後抜いただけだよな！」

			　つか俺そんなこと言ったの。覚えてねえ……。

			「なんかカッコイイなあって思って好きになった」

			「お前チョロすぎねぇか!?」

			「そんなもんだよ。大体あそこで助けてもらってなかったらあたし死んでたしね。命を助けられて好きにならないってなかなかないと思うよ」

			「ごめん、どういう状況だったわけ？」

			「まあそんなことよりとりあえず一発」

			「お前そんな下品な言葉使ったことあったっけ!?」

			　なんだとりあえず一発って！

			　元気で可愛い義妹はどこに行った！

			「え？　あたし下ネタ大好きなんだけど」

			「うせやろ……」

			「元々料理にハマったのも、キュウリって実際突っ込んだら棘とげが刺さって痛そうだなって思ったからだし」

			　そっから料理に発展する思考がわからない。つか、下ネタって話かそれ。

			「ま、そういうわけだからさっ！　大丈夫大丈夫。一発やっちゃえば二発も三発も変わんないって！」

			「一発頭に拳をぶち込んでやろうか？」

			「んーＭっ気あるのは認めるけど物理的な痛みはちょっとなあ」

			「そういう意味じゃねえ……」

			「大体拘束中なのに殴れないでしょ？」

			　そうだったわ。

			「じゃあ外してくんないかなぁ」

			「やっだもーん」

			　そして、夏海は俺の股間に手を持っていく。

			「それにぃー……元気になってるんだからいいじゃん？」

			　うんまあ、夏海の身体を見て俺の息子は勝手に臨戦態勢にはなっているけど……。

			「あと、おねえちゃんは寝てるから多少声出しても大丈夫だよ」

			「そりゃ寝てるだろうよ。深夜だしな」

			　疲れてるしな。

			「おにいちゃんと運動して疲れてるだろうしね」

			　俺は何も言えなくなった。

			「なんで知ってるって顔だあ。あたしがタイミング良く今日いなかったって本気で思ってたの？　ちゃんとわかってて朝からいなかったの。それで終わった頃を見計らって帰ってきたってわけ。ぜーんぶ三人で計画したんだから」

			「は？　三人？」

			「だからぁ、茜ちゃんとおねえちゃんとあたしの三人で計画したの」

			　……………。

			「はああああああああああああ！！？？」

			　じゃ、あの頑張ってってこういうこと!?

			「驚いた驚いた！　まあ縄で縛ったのはあたしの独断だけどね」

			「驚いたなんてもんじゃねえよ。ほんとに意味がわからねえ」

			「んーまあさ。おねえちゃんはおにいちゃんとセックスできればそれでいいみたいなんだけど、あたしはおにいちゃんと別にセックスできなくてもいいっちゃあいいの」

			「できなくてもいいんなら解いてもらえないかなあ」

			「だっておにいちゃんってど変態と付き合いたいんでしょ？」

			　またそれかよぉ……。もういいよぉ……。俺はもう手一杯だよぉ……。

			「できなくてもって言ったけど、好きな人とのセックスはしたいんだよね。なのにど変態としか付き合えないって聞いたからさあ。なら処女じゃ無理じゃん？　でも好きな人に処女をもらってほしかったからね。なら、無理矢理襲うしかないじゃん」

			　俺の周りにまともな女はいないのか。

			「ま、そゆわけだからさ。……あ、柔っこくなってる」

			　当たり前だわ。こんな話してて元気になるわけねえだろ。

			「じゃ、おっきくしてもらわなきゃね」

			　そう言って夏海はベッドの上に立ち上がって……俺の顔を跨いだ。

			「お、おい何する気だ……」

			「本で読んだんだけどさあ」

			　そしてしゃがみながら言う。

			「シックスナイン？　ならあたしも濡れて一石二鳥でしょ？」

			　目の前に広がる薄い水色。

			　そう思ったときには、夏海のマ○コの感触を下着越しに感じていた。

			「むお！　むもまもむむもむもむももまむま！」

			「ひゃんっ！　もーいきなりすぎだよぉー」

			「ブハッ…いきなりはこっちのセリフだ馬鹿野郎！　息できなかったわ！」

			　マジで息できなかった……。あっぶねえ。殺す気かコイツは。

			「お前本で読んだからって言ってたけどやり方ホントにわかってんの？」

			「もちろん！　おにいちゃんの顔にあたしのおま○こを当てて、おにいちゃんはそれを舐める。私はおにいちゃんのおちんちんを舐める。合ってるでしょ？」

			「まずいきなりはやめろ。口を塞がれるどころか鼻まで塞がれたら死にます」

			「……めんどくさいなあ」

			　めんどくさいってなんだよ。それは俺のセリフだ。

			「じゃあゆっくり下ろすからちゃんと舐めて？」

			「嫌だ」

			　小首傾げたような声を出しても嫌だね。

			「むう、なんでも言うこと聞くって言ったのに」

			「言ってねえよ！」

			「言ったよ。二週間前に」

			「は？　言ってね……言ったわ」

			　たしかに言ったけども、どこに義妹からのシックスナインして！　ってお願い聞く義兄がいるか。

			「もう今更じゃん。おねえちゃんとだってしたんだからあたしとしたっていいでしょ」

			　それを言われると返す言葉が見つからない……。

			「あーそー。……わかった」

			　そう言って今度は顎あごのギリギリあたりに股間を下ろして、俺のちんこをジャージの上から触り始めた。

			「やめろや！」

			「もう諦めて。それに男なんだから、なんでも言うこと聞くって言った責任があると思うの」

			　そう言いながら、今度は中に手を入れてきた。

			「あはっ、なんだかんだ言ってもう硬くなってきてるぅ」

			　そして、

			「じゃあごたいめーん」

			　穿いていたトランクスごと一気に下ろされた。

			「うふふふ。本で見たのより大おっきぃー。えーと、確か……こうだっけ」

			　そう言って夏海は、俺の亀頭に手のひらを当てて擦り始め……って、

			「ギャアアアア痛えええええやめろ馬鹿あああ！！！」

			「え？　ど、どしたの？　こうすると気持ちいいって本で読んだんだけど」

			「ふざけんなよ！　亀頭はメチャクチャ敏感なの！　そんな所を乾いた状態で擦ったら痛いのは当たり前だろうが！　なんの本読んだ？　なあその本に濡らせとか書いてなかった？　読むならちゃんと読めよ！　俺のチンコ使い物にならなくなったらどうしてくれんだ！」

			「ご、ごめんなさい……」

			「はぁ……、もういいだろ？　な？　やめよ？」

			「わかった……」

			　お、わかってくれたか。

			「そうそう。ならこれほどい」

			「じゃあ舐める！」

			「て……おい!?」

			「手はやめて、口でする。これも練習したからね！」

			　おいおいおいおい!?

			「まて！　まじでまて！」

			「やだ待たないいただきます」

			「いただきますじゃねえ！」

			　抵抗できるはずもなく、俺は萎えきったチンコを咥えられた。

			「あむっ……んチュッ……ップ……んハァ……少し硬くなってきた。……んぶちゅっ……ヂュプッ……んぼっ……なんか…おにいちゃんの大きすぎない？　キュウリより太いんだけど」

			　比べる対象がおかしいだろ……。

			　でも、コイツマジに上手い。

			　俺の股間はあっという間にさっきよりも硬くなり、夏海の口の中で脈動し始めた。

			「ちゅっ…ンプっ……ちゅっ……んぐっ…ンチュ……ぶぢゅう……ンパッ…ハァハァ……おにいちゃん……レろッ……先っちょからさぁ……ンチュウ……ヌルヌルしたのでれきたね……ぇろッ」

			　カリ高に感じる舌のザラつきと唇が裏筋を通る時のゾクゾク感がさらに俺の肉棒から快感を込み上がらせてくる。

			「フフフ、あむっずヂュっ……おっひい……んぶっんぶっ……はをはへあいお……ぶぢゅう……っハァ……歯を立てないの難しい……」

			　そうは言うがその時折引っかかる歯の感触がいいスパイスになっていて俺は腰をビクつかせるのを抑えるのに必死になっていた。

			「むブゥっ……れおっ……ズヂュッズヂュッズヂュッ」

			「おい夏海っ…、ヤバイからやめてくれ。っくっ」

			「やらぁ……んぶっんぶっんぶちゅっ……。たえりゅね……ブププッ。りゃあこりぇはどう？　はぁー……ヂュチュヂュチュヂュチュヂュチュヂュチュヂュチュヂュチュ」

			　グッ速っ……!?　いきなりの高速フェラに俺のチンコはすぐに爆発しかける。

			「ヂュチュッ……んブゥぅぅップッッッ……ゴキュッ！　あー大っきくて顎疲れちゃった」

			　夏海は最後にもう一度大きく吸い付いてようやくチンコから口を離した。

			「ねぇおにいちゃん……あたしのあそこ、もう濡れてるのわかる？」

			　そう言って夏海は俺の方にズイッと水色の陰部を突き出してきた。

			　一部が湿って色濃くなっている様は、いやが上おうにも俺を興奮させてきた。

			「もう濡れてるし挿入いれていいでしょ？　っていうか挿入いれるから」

			「っ!?　まて！」

			「待たない。そうやって時間稼がれるとまたおちんちんが萎えちゃうもん」

			　夏海の言葉に我を取り戻して制止するが夏海は知ったことかと俺の顔の前で膝立ちになった。

			　素早くブラのホックを外して、そのブラを床に投げ捨てる。

			　そして、俺の上で反転した。

			「どーお？　あたしのおっぱい、ちっちゃいけど可愛いでしょ？」

			　小ぶりと言うのも少しはばかられる小ささだが、その先の色素の薄い乳輪と一生懸命自己主張している小さな乳首が可愛いし、なによりエロい。

			「じゃあ今度はぁ……」

			　そして俺の上で脚を閉じて上に持ち上げた。

			「コッチね？」

			　そして、パンツをゆっくりと膝の方に上げる。

			　現れた夏海のマ○コは、幼さが残る綺麗な一本筋だった。

			　よく見ると少しだけ、陰唇が覗いている。

			　その下のピンクのアナルは恥ずかしそうにヒクヒクと動いていた。

			「どお？　見える？」

			　ゆっくりと脚からパンツを引き抜いた夏海は、そのパンツを脇に置く。

			　両手を脚にかけて、ゆっくり開脚。
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			　なんというか、ご開帳って感じだ。

			　俺は、言いたいことも忘れて見蕩みとれてしまっていた。

			「やだ、おにいちゃんそんな見すぎだよぉ。でも……見られるのって気持ちいい……」

			　夏海の秘部は足を広げても閉じていて、毛は恵より少し濃いのが意外だった。

			「あ、今少し毛が濃いって思ったでしょ。あたしの悩みなんだからあんまりジロジロ見ないでよお。でも興奮する」

			　この時点で、俺はもう夏海とのセックスに抵抗がなくなっていた。

			　だからだろう。

			「なあ夏海。手で広げろよ」

			　こんなこと言ってしまったのは。

			　夏海は脚を持っていた手を外した。

			　両脚は曲げて俺の顔の両脇に落とす。

			　そして両手を筋の両端に置いて、

			「うん、見て」

			　ヌチャッという水音と共に裂ける縦筋。

			「どーお？　あたしのおマ○コ。おちんちん舐めてるだけでこんなに濡れちゃったの」

			　閉じていれば可愛らしいただの性器。それが割れた途端に不自然なほどに赤々としたマ○コと言うに相応しい変化を遂げた。

			　ヒクヒク動いているアナルの上で、テラテラ光る膣口と尿道。

			　俺は思わず顔を上げて、その肉に顔を埋めた。

			「ぁああん!?　お、おにいちゃん！　さっき…ひぃん！　……自分でいきなりはだめって……あアッ……言ったくせにぃぃ！」

			　そんな夏海の言葉を無視して舐め回す。

			　初々しい酸味と粘っこい愛蜜が口元をネットリと濡らすが、俺は構わず未熟な性器を丹念に舐め回す。

			「あっぁあ……んうっ……フッ……ァああアッ……は、はげ……ヒャッ……はげしい……アァあッ！」

			　どんどん溢れ出る愛液と俺の唾液が混ざって凄まじい淫臭が俺の顔に纏わりつく。

			「ぁあっ……んンッ！　……あんアァあアッ……んんんっ！　……ぁアッアッぁ！　んんんンンッ……ァハァ……おにい……ちゃん……んアッ……気持ちいい……アァああっ」

			　俺は鼻先でクリトリスを擦りながら舌先を少し膣の中に入れて掻き回した。

			「アアアアアッ！　それダメええ!!　チカチカする！　ァァアアア！　だめイクッ！　もうイクッ!!　ぃぁあああああああぁぁぁ!!」

			　膣道が舌先をグイグイと締め付けてくる。

			「ハァッハァッ……おにいちゃあん……もう挿入いれていいよね？　だっておにいちゃん舐めてくれたんだもん……。もう我慢の限界だよぉ」

			　あ、やべ。つい夢中になってた。

			　夏海の淫気にでも当てられていたのか。正気に戻った俺は慌てて叫んだ。

			「まて！　つい理性が飛んでたけどやっぱりだめ！」

			「もう無理！」

			　夏海はそう言って俺の上から離れた。

			　振り返るその顔は口元を上に、目尻を下に歪ませていた。可愛らしかったはずの黒目は跨っているモノをしっかり凝視している。

			　そして、俺のチンコを手に持ち自分の秘部へあてがった。

			「ハァッハァッハァッハァッ。おにいちゃんのおちんちん……。やっと挿入はいる……」

			　目を見開いて、挿入はいるところをガン見している夏海。

			「な……夏海頼む。他のことならなんでも聞くから」

			　そう懇願すると夏海は俺の方に顔を向けニッコリ微笑んだ。

			　あ、これ懇願すれば……。なんて思って口を開こうとして気がついた。

			　夏海の目は……目だけは終始下に向いていたことに。

			「諦めて」

			　完全に勃起していた俺の肉棒は、夏海の秘裂に一気に呑み込まれた。

			　瞬間、凄まじい膣圧が俺の股間に襲いかかってきた。正直言うと少し痛いくらいだ。

			　ああ、俺の息子よ。せめて膣内射精だけは堪えてくれ。

			　夏海による蹂躙を受け入れる覚悟を決め、俺は処女マ○コの刺激に備えケツに力を入れた。……のだが……一向にやってこない。

			　どうした？

			　夏海を見やると顔を下にしたまま全く動こうとしない。

			　身体を小刻みに震わせてまるで何かを堪えているような……あ、まさか。

			「なぁ、夏……」

			「おにいちゃん……」

			「な、なんだ？」

			　そして顔を上げた夏海の顔はダラダラ流している涙でグチャグチャだった。

			　暫しの沈黙。からの夏海の口から出た言葉は、

			「痛くて動けない……」

			　やっぱりか……。

			「あのなぁ……あーまぁとりあえず抜け。痛いだろうけど抜いてしまえばとりあえず今ほど痛くはなくなるはずだから」

			「いだいよぉ……」

			「だから早く抜けって」

			「うん……」

			　夏海は非常にゆっくりと腰を持ち上げる。

			「んぐっ……フンンッ……んググハッ……ハァ……ハァ……ハァ……ハァ……ぬ、抜けたぁ……」

			「ふごっ！！！」

			　夏海は抜けた途端俺に向かってうつ伏せに倒れてきた。ゼェゼェと俺の耳元で息を荒らげている。

			　少しそのまま息が整うのを待ってから、縄を解いてくれと頼んだ。

			　今度は素直に頷き、立ち上がってベッドから降りて俺の机に向かう。

			　最初から置いておいたのだろう。

			　机の上からハサミを取って戻ってきた。

			　縛ってる縄を切っていく。縄だと思っていたけど、少し太い紐だったようだ。

			　ふと、ちんこを見ると見事に夏海の血で赤く染まっていた。

			　俺と夏海はそのまま素っ裸でベッドに向かい合わせに座った。

			「あのなぁ夏海。夏海は処女だろ？　そんな何も挿入いれたことない所にいきなり挿入いれたら痛いに決まっているだろ」

			「だって…本では濡れてれば挿入はいるって書いてあったから……」

			　またそれか……。

			「なぁ、その本のことは一旦忘れようか」

			「うん……」

			「まず、ゴムもつけずに挿入いれたら駄目だろ。妊娠したらどうするつもりだ？　それと恵の時はな？　指で慣らしてほぐしてそれから挿入いれたんだよ。舐めて濡らした程度じゃ挿入はいるわけないだろ。下手したら裂けるんだぞ？　使い物にならなくなったら大変だろ？」

			「うん」

			「じゃ、今日はもう寝ような？」

			「やだ」

			「……じゃ、今日はもう寝ような？」

			「い、や、だ」

			　コノヤロウ……。

			「あのなぁ、そんな痛いのに無理矢理しなくていいんだって」

			「やだ、今する。すぐする。おにいちゃんほぐして」

			　涙目で顔を真っ赤にしながらそう言ってきた夏海は正直言って可愛いです。

			「お願い」

			　……。

			　…………。

			　………………。

			　……………………。

			「…………わかった」

			　俺の意志って弱いよな。

			　少しだけ休憩したあと、俺は夏海を連れて風呂場に来た。

			「じゃあまずその血だらけのマ○コを洗おうな」

			　つか、俺のベッドについた血はどうしよ……。

			　恵と夏海の血がべっとり。取れないよなぁ。

			　そんなことを考えながらシャワーを出して温かいお湯が出るようになったところで、

			「じゃあ夏海、立って肩幅より少し足を開いてくれる？」

			「うん……」

			　素直に言うこと聞く夏海。

			　俺はゆっくりシャワーを当てて表面を指で擦って血を流した。

			「熱くないか？」

			「うん、大丈夫」

			　表面の血は流れた。

			「じゃあもう少し脚を広げて」

			　言われた通り脚をさらに広げる。

			「両手でゆっくり広げて？」

			　夏海は両手を股間に持っていき、割れ目をゆっくりと広げた。

			「じゃあ洗うから、染みたり、痛かったら言えよ？」

			「うん」

			　俺はお湯の勢いを緩めて、左手中指を割れ目に這わせながらゆっくりと動かした。

			「んっ…ふっ……んんっ……はあぁ……ッんぁ……」

			　染みることはないようで、むしろ少し感じてるようだ。

			　俺はお湯を止めてから夏海を見上げた。

			「じゃあ風呂椅子に座れ。そんで脚開け」

			「うん」

			　夏海は風呂椅子に浅く腰掛け、脚をしっかり開いた。

			　一本筋だったのが、今は割れて完全に中身が見えるようになっている。

			　俺は予あらかじめ持ってきていた二枚のタオルをたたみ、両膝の下に敷いて膝立ちになった。

			　そして、左腕で夏海を支えながら、右手の指を唾液で濡らしてからマ○コの前に持ってくる。

			「じゃあゆっくりやるからな」

			「お願い、おにいちゃん」

			　ゆっくり指を割れ目に埋めて、丁寧に上下に擦り始める。

			「ンンんっ…フンッ……ァああ……あんッ……あっあっ……んアッ……ハァッ……んっはぁ……」

			　無理矢理広げないよう慎重に押し当てながら静かに撫でる。

			「あっ……おにいっちゃん……きもちいい……ァアッ……んっくぅ……ンフッ……フゥッ……んやッ……そこイイっ……」

			　ゆっくり撫でながら指の付け根をクリトリスに当てると、夏海は軽く身体をピクピクとさせていた。

			「さっきも思ったけど、夏海も感度がいいんだな」

			　俺はそう言いながら腕ごと回した左手を後ろから夏海の小さなおっぱいに当てて優しく揉むことにした。

			「……ハァッ……アッくうん……おにいちゃんッ……いうッ……フゥッ……ぅアン……ふきゅっ……」

			　揉みながら、軽く乳首をキュッキュッと摘む。

			　そして、少しだけ指先を膣口に沈めた。

			「ンあああっ……あっあっアッくうッ……んんっんっはぁッ……あっあっあっあっあっ……ああンンンンっ！」

			　反応が変わる。夏海は完全に身体の力が抜けきり、俺が支えている状態になった。

			「あっあ……んっあ……おにいっちゃっ……ハァん！」

			　今は中指が第一関節まで入っている。

			　その状態で同時にクリトリスと乳首を刺激。

			　夏海のマ○コは愛液でドロドロになっていた。

			　やがて……、

			「あっ……あっあっ……あっあっあっあっおっおにいちゃん！　ダメイく！　イッちゃう！　ああああぁァァァ!!」

			　感度が良すぎるのもどうかと思う。

			　さて、そろそろもう少し入れるか……。

			　俺はイッて力が抜けた夏海のマ○コに中指を一気に第二関節まで入れた。

			「んヒィい！」

			「痛かったか？」

			「な、なんかだめ！」

			「ん？　ここか？」

			　第二関節まで入れた状態で指を手前に引っかけるように動かすと、夏海は仰け反って脚をぴーんと伸ばした。

			「ッッッッッッッ！！？？」

			　お、ここか。

			　俺は指をクイックイッと動かし、何度も同じ所を刺激した。

			「だめえええ!!　それだめえええ！！！　チカチカするううううゥゥゥ！！！」

			　そう言いつつも夏海は身体を仰け反らせながら指を食らって離さない。

			　俺はさらに指先を曲げて夏海の膣内なかを引っ掻き回した。

			「おにいひゃあん……奥きもちひいい………」

			　さらに念入りにほぐしたおかげで、しばらくすると中指が奥まで入るようになった。

			　俺はそこからさらに一時間ほどかけて夏海を愛撫し続けた。今では中指と薬指の二本が入るようになるまで柔らかくなっている。

			「おにいちゃん……」

			「ん？」

			　夏海が少しだけ身体を起こす。

			「そろそろ……いいでしょ？」

			　赤く蕩けた夏海の声が俺の耳に入る。鼓膜と風呂場を震わせる不思議な響きは、夏海を抱きかかえさせることを強要した。

			　というわけで、今はまた俺の部屋。

			　夏海はベッドに座ると、

			「おにいちゃん、チューしよチュー」

			　と言ってきた。

			　俺は夏海の左側に座って軽く口づけをする。

			「んっ……。もっとしてよー」

			「はぁ……わかったわかった」

			　今度は夏海の頭を抱えてもう一度キスをした。

			　軽く舌を入れてやると、夏海もぎこちなく舌を絡ませてくる。

			「はムッんチュッ……んんっ……ンフッ……んップハァ……アムチュるっ……んムッ……ふぅん……んハァ」

			　舌の裏をつついたり、上唇を啄んだり、吸い付いたり、繰り返し繰り返ししつこくしつこく。

			「んぶっ……チュぶっ……んハァ……んチュる……っハァ……ハァ……ハァ……ハァ……」

			　夏海は恍惚の表情を浮かべて俺の舌を貪ってくる。

			　それに応えながら、俺は夏海に軽く体重をかけてベッドに押し倒した。

			「ハァ……ハァ……や、やっと……おにいちゃん……」

			　……なんか鼻息が荒くないですか？

			「あー……それなりにほぐれたから、最初よりは大丈夫だろうと思う。けど痛かったら言えよ？」

			「うん。……あ、おにいちゃん」

			「なんだ？」

			「やっぱりコンドームつけるの？」

			「そりゃな」

			　流石に妊娠したら困る……。

			　まだ面倒を見きれるわけがない。

			「そっかぁ……。わかった。初めてはそのままおにいちゃんを感じたくって……」

			　味わってはいるぞ。

			　痛みしか覚えてないだろうけど。

			「もしつけてほしくないんなら、ピルを飲むとかしてくれればいいぞ。というかそっちのほうが妊娠の心配が少なくなるから俺も安心するし。なんなら今日はやめておくか？」

			「……うん！　でも今日はコンドームつけていいからシて？」

			「わかった」

			　俺は立ち上がって机の引き出しからコンドームとローションを出す。

			　使うことはほとんどないけど、一応新品を常備しておいてよかったわ。

			　手早くコンドームをつける。

			　久しぶりだけど特に戸惑うことなくつけることができた。

			　……久しぶりってヤバイな。

			　またベッドの上に戻り、俺は夏海に脚を開かせ間に座った。

			「じゃあゆっっくりと挿入いれていくからな」

			「うん」

			　夏海は少し緊張気味な感じがした。

			「力抜かないと痛いぞ」

			「わかってるんだけど……ね。スーハースーハー……。うん、もう大丈夫」

			　俺はコンドームの上からローションをかけ、夏海の割れ目にもローションをかけた。

			「きゃっ!?　冷たっ！」

			「あ、悪い。いや、これだと滑りが良くなるからさ」

			「そゆことか。たしかに……んっ……なんかヌルヌルする」

			　夏海は自分の割れ目に手を少し這わせながら言った。

			　俺は手にも少しつけて、軽く膣口の中に指を入れながらローションを塗り込む。

			　少しピクピクしていたが慣れたのかそんなに反応はなかった。

			「じゃ今度こそ、挿入いれるぞ」

			「今度こそ、お願いします」

			　俺は夏海の膣口に亀頭を当て、ゆっくり埋めていった。

			「んっんんっ……あっハァ……ハァ……挿入はいってきてるの……わかる」

			「痛くないか？」

			「うん大丈夫。まだ全然挿入はいってないでしょ？　次は半分くらい挿入いれてくれる？」

			「わかったよ」

			　言われた通りに半分くらい挿入いれる。

			　ニュルンっという感じでかなり楽に挿入はいった。

			「ふくっ……んきゅぅ……やっぱり少しキツイね……はぁ……んっ……フゥ……フゥ……ッハァ……でもまだイケる」

			　もうここまできたら大丈夫だろう。

			　俺は一気にねじ込んだ。

			　ズチュンッという音と共に俺と夏海は完全に一つになる。

			「あくっ……くっ……くふっ……ッハァァ……ハァ……ハァんんっ……ハァ……ハァ……」

			「どう？」

			「痛く、ない……少しじんじんするけ…どね」

			「そうか。もう少しこのままでいるから」

			　慣れたら動くぞ、と続けようとしたが、夏海は頭を振って俺の首の後ろに両手を引っかけてきた。

			「大丈夫だから……動いて？」

			　涙目で小首を傾げながらニコッと笑う夏海。

			　そんな夏海のいじらしさに俺は一瞬で堕とされた。

			　少しだけ腰を引いて、軽く奥まで突き入れる。

			「あひぃんっ！　あっあっ……んんんんあああっ！　あぁんっ……あっ……んっハァっ……っああぁんん！」

			　そのまま何度も腰を振る。

			「ひうっ……くふっ……ああっあん……あぁっ……ァああっんっはぁっ！」

			　手マンで夏海のＧスポットの場所はわかっている。

			　俺はそこを擦るように腰を動かした。

			「ひきっ！　ああアッ…あぁん！　お、おにひゃん！　んヒィッ……あああああぁぁあぁんぁああああ!!」

			　少し擦るだけでイッたようだ。

			　だが俺はやめない。

			「いっイってる！　イってるから待って！　おにい……ぁぁあああああっ！　……んひゃあああああ!!」

			「くっはぁぁあああ！　しょえらめえええ！　ンヒいいいい！　ひおひいっ！　おいいひゃんひおひい！　おおおおぉぉぉお！　はやいいい！　ひぅっ……あっあっあっあっああああああ!!」

			　俺はそんな嬌声きょうせいをあげてる夏海にキスをしながら腰を振る。

			「あっちゅぅうっ……ぢゅぅうむっはぁ！　……あっあっ……はむっ……！　んれロッ……チュれろっ……ちゅばぃあああ！」

			　狭いことは狭いが普通に動くようになったおかげで俺も気持ちがいい。

			　惜しむらくは締め付けてくるタイミングが合っていないことがなぁ。

			「どーだ？　こうすれば気持ちいいだろ!?」

			「うんっ……はぁうっ……きもちいい！　んッんあああ……またイクッ！　おにいひゃんイクッ！」

			「俺もそろそろ出そうだっ」

			「一緒に！　一緒にイッておにいちゃん！」

			「ああっうっで、出る！」

			「あたしも！　あっあっ……イクッイクッ！」

			　そして俺は速めた腰を奥に叩き込むと同時に、

			　──びゅルルルル！　ビュるるるるるる!!

			「イクっふうううううううううう！！！」

			　ゴム越しに膣内なかで出すと同時に、夏海は今日一番の絶頂をした。

			「あっ……あっ……んんっ……ハァ……ハァ……ハァ……ハァ」

			　俺は夏海からチンコを引き抜いた。

			　そしてゴムを外して口を結ぼうしたところで夏海から制止の声がかかった。

			「お、おにいちゃん待って……ハァ……それ貸して……」

			「え？」

			「ハァ……ハァ……コンドーム貸して」

			　少し驚きつつも、つい持ってたコンドームを渡してしまってから、なんで渡したんだ俺！　と思ったが遅かった。

			「ハァ……ハァ……コレがおにいちゃんの……」

			　そして夏海は……、

			「はむっ……ジュルルッジュルルッ……んぶっ」

			　なんと咥えて俺の精液を吸い出した。

			「馬鹿っ！　何してんだお前！　吐き出せっ！」

			　慌ててそう言ったが夏海はもう遅いとばかりに口を閉じてしまった。

			「ンムッ……クチュックチュックチュックチュッ……んクッ……んクッ……んクッ……んんっぷはぁぁ……」

			　そして褒めて褒めてとばかりに口の中を見せながら笑ってきた。

			「お前なぁ……」

			「えへへ。上の口でおにいちゃんのザーメン飲んじゃった」

			　どこで覚えて……って多分、本だろな。

			「なんかこう……美味しくはないね……」

			　精液の感想はいらないです。

			「はぁ……どうだった？」

			「癖になる喉越しかな」

			「いや、そっちじゃねえよ」

			「冗談だよぉ！　あのね？　すっっっごく気持ちよかった……。ありがとうおにいちゃん」

			「……そっか。ならよかったよ」

			　俺は夏海の横に寝転がりながら言った。

			「俺も気持ちよかった」

			　そして、なんとなく夏海のおでこにキスをしたら、真っ赤な顔になって俺とは逆の方を向いてしまった。

			　でも小さな声で、また「ありがとう……」と言ったのが聞こえた。

			　その後、体力もそうだが精神的な疲れが凄まじかった俺は、そのまま気絶するように寝てしまった。

			


			　目が覚めると……俺の左右に恵と夏海が寝ていた。

			　二人共、俺の方を向いて寝ている。

			　どことなく幸せそうに見えるのは気のせい……じゃないな。顔がニヤけている。

			　そんな二人を見ていると気がついた。

			　二人は俺の腕を枕にして寝ているのだ。

			　そのことに気がついてからもう一つ気づく。

			　腕に感覚がない。まるで腕が存在しないかのようだ。

			　恵の身体越しに手が見えるので、試しにグーパーしてみる。

			　動くのに動かしている感覚がない……。なんだこの気持ち悪さ。

			　あと、恵はいつの間に来たんだ。

			　まあ起こすのもなんか悪いし……もう少しこのままでいっか。

			　にしても、茜公認とはいえ義妹とセックスって完全に浮気だよなぁ……。

			　途中から結構、いやかなりノリノリでやってしまったし。それに、やってる間にサラッとこれからもセックスする的な発言しちゃった気がするような……。

			　母さん達が帰ってくるのは今日の夜だからそれまでにもう一度しっかり話し合ったほうがいいよな……。

			　そんなことを考えていると、頭の上にある俺のスマホが鳴りだした。

			　あ、これ茜だな。

			　と思って首だけを捻ひねろうとして……無理です。

			　とかやってるうちに着信が止まる。

			　悪い茜。あとでかけ直す。

			「んっ……ふうぅん……んぁ……おはおうこざいあす、にいさん」

			　今の着信で恵が起きた。

			　なんかミョーに艶めかしい起き方だな。

			「うんおはよう。いつの間にベッドに入ったのかな？」

			「起きてすぐです。本当は起こそうと思ったんですけど、二人共ぐっすり眠っていましたし、夏海はにいさんに腕枕してもらって寝てるし……。羨ましかったので私もそのまま寝ちゃいましたっ」

			　寝ちゃいましたかそーですか。

			「ところで今何時かな？」

			　壁掛け時計は俺の頭の上側だから見えないのだ。

			「んっしょ……。えーと……九時過ぎですね。んしょっ」

			「結構寝たな。ところで恵、一回上げた頭をまた戻すのはなぜですか？　俺起きたいんだけど」

			　恵は時計を見るために上げた頭をまた戻しやがった。

			　上げた時、一気に血液が流れたおかげで感覚が少し戻って痺れているのがよくわかるようになった。

			「そこににいさんの腕があったからです」

			　そう言ってニッコリ微笑む恵に、俺はため息一つ。

			「おにいちゃん起きたぁー……」

			　恵の方を見てると頭の後ろで声がした。今度は夏海が起きたようだ。

			　夏海の方に頭を捻る。

			「おはよぉ」

			　にへらって感じの笑顔。

			「おはよう。ところで俺の腕が痺れて感覚がないんだわ。だからどいてくれると嬉しいんだけど……」

			　そう言うと、

			「ふーん」

			　夏海はニヤニヤしながら俺に抱きついてきた。

			　すると左からは恵が抱きついてくる。

			「暑いから離れろ」

			「暑くない暑くない」

			「暑いわ」

			「にいさんの匂い……」

			「嗅ぐな恵」

			　正直二人から抱きつかれて嫌な気はしないので、あまり強く抵抗はせず、しばらくそのまま抱きつかれていることにした。

			


			　朝飯を食べて少ししてから二人と話をすることにした。

			　ところが恵に、あと一時間くらい待ってください、と言われたので待つことにした。

			　理由を聞くと待てばわかるとのこと。

			　言われた通り待つことにした俺はその間、布団を洗濯したり、干したりした。

			　血、落ちるかな……。

			　そんなこんなで待つこと一時間。

			　待たされた理由は部屋に飛び込んできた人物を見て理解した。

			「やっほーゆうくん！　おつかれー！」

			　やっほーじゃねえ……。

			　茜は俺の前だからと床に正座し、恵はそれを見て「私も正座しなくては」とか言って隣に正座。

			　夏海は俺のベッド、俺は机の椅子にそれぞれ座った。

			「さぁ茜さん。納得のいく説明をよろしく頼むよ？」

			「ゆうくん怖ぁい」

			「にいさん、茜様を責めるのなら私もお願いします」

			「茜ちゃんは悪くないんだって。あたし達が頼み込んで協力してもらったんだから」

			　恵は責められたいだけだよなって突っ込んだほうがいいですかねぇ……。

			「別に責めちゃいねえよ。たださぁ、会長の口から今回の計画のことを聞きたいんだわ」

			「ちゃんと説明するから、あんまり怖い顔しないでよー、ゆうくん。……ちょっと濡れてきちゃうから」

			「濡れてないで説明してくれませんかねぇ」

			「にいさん！」

			　恵が突然手を上げて俺を呼んできた。

			「なんだ？」

			「私にもその顔で何か命令してほしいです」

			「その口を閉じて、許可があるまで何も発言するな。息だけ吸ってろ」

			　恵がどんどんおかしな方に向かっていってる……。

			「ちょっとゆうくん！」

			「なんだ……」

			　イライラしてきた……。

			「私には何もないの!?　恵ちゃんより私のほうが先でしょ!?」

			「茜……」

			「はい！」

			「……俺の質問以外の発言を禁止する。喋ったら罰な」

			　やっと茜も静かになった。

			　チラっと夏海を見ると……俺の枕に顔を埋めていた。

			　何してんだと思ったけど、茜と恵に比べたら可愛いもんだと思い放っておくことにする。

			「改めて……茜。今回のこと、ぜーんぶ洗いざらい吐いてもらおうか」

			　そして変態彼女は俺の疑問も常識もぶち壊してくれる衝撃的な言葉を紡ぎ出した。

			


			　んーまあ改めてって考えると、そんなに話すことはないんだけど……。

			　この計画は恵ちゃんが私の所に来たのが始まりなの。

			　恵ちゃんは私に言ったわ。

			「この写真を差し上げますので仲間に加えていただけないでしょうか！」

			　私はそれを聞いて丁度いいと思ったのよ。

			　え？　何が丁度いいって？

			　ほら。ゆうくんって早漏気味だけど、回数は凄いじゃない？

			　私だけじゃ物足りないんじゃないかって悩んでたのよね。

			　かと言ってゆうくんに探してもらうのはなんか癪だし。

			　だから私が少し探してみたんだけどあんまりピンとくる子がいなかったのよ。

			　そんな時に恵ちゃんが現れた。

			　恵ちゃんは撮った写真で私達を脅すわけでもなければ、ゆうくんを奪おうともせず、私に直接頼みに来たのよ！

			　この子だ！　って思ったわあ。

			　それに凄く良く撮れている写真だし、なんかこう……見られてたんだと思うと興奮しちゃって……。

			　……むぅ。だってゆうくんってハメ撮り下手じゃない。この間の動画も途中で……あ、はいごめんなさい。

			　その後、二人で計画を立てていたんだけど、その最中、恵ちゃんが夏海ちゃんの気持ちに気づいたのよ。

			　なんかゆうくんの洗濯前のトランクスの匂いを嗅ごうとしてるところに遭遇したそうよ。

			　そしたら夏海ちゃんはゆうくんのことが好きだったのに義兄になったことと、彼女がいるのを知ったから身を引くつもりだったとか言うじゃない。

			　私は夏海ちゃんも仲間に入れることにしたわ。

			　だって恵ちゃんは仲間に入れて、同じく義妹の夏海ちゃんは仲間外れなんてありえないもの。

			


			「そして、計画変更して最終的に今日のようになったってわけか……納得できると思うか？」

			「でも計画通り、ゆうくんは二人を抱いたじゃない」

			　それは確かに……。

			「それに二人が義妹なら結婚せずしてすでに家族。私が将来結婚すれば私も家族。一生一緒に暮らしたって問題ない。二人ともゆうくんと血が繋がっていないんだから子供ができても問題ない。ね？　だから大丈夫よ！」

			「ありまくりだわ……」

			　だが茜の言う通り若干流されたとはいえ自分の意思で二人共抱いたのは事実。

			　責任を取るのは当たり前になる、のか……？

			　つか、恵の言ってた謎理論はこいつの入れ知恵か。

			「あのね？　いつまで経っても恵達に結婚相手が見つからなかったらうちの親が心配するだろ？　結婚してないのに子供ができたらどこの子供だってなるだろ？」

			「説得してみせます！」

			「うん、恵は息だけ吸ってろって言ったよな？　言う通りにしようか」

			　言われた通りまた黙る恵。

			「おにいちゃん！　あたしも説得するよ！」

			「唐突に入ってきたな。でももう少しだけ黙っててほしいなぁ」

			「わかった！」

			　そう言って今度は布団に潜り込む夏海。

			「というわけでゆうくん、責任取って私達三人ともよろしくね！　あ、でもしばらくは二人の相手してあげてね！」

			「よろしくじゃねえ！」

			「ほら、私は二年間の開発で完全にゆうくん専用の身体になってるけど、二人はまだまだだからね！　しっかり開発してもらってゆくゆくは４Ｐで……」

			「はい！　よろしくお願いします茜様！」

			「なあ。前も聞いたけどなんで様なんてつけてんのさ……」

			「三人の立ち位置の問題です」

			「は？」

			　その辺がマジでわからねえ。

			「私は彼女兼性奴隷！　将来はお嫁さん兼性奴隷！」

			「私は義妹兼性奴隷！　将来は義妹兼性処理道具！」

			「あたしは義妹兼彼女！　将来は義妹兼第二婦人！」

			　会長、恵、夏海の順だ。

			「つまり……あー……会長と夏海は対等で、恵は会長の下ってことか？　つか恵の場合、立場というより人間捨ててねえか？」

			「さすがゆうくん！　物わかりがいい！」

			　頭痛い……。誰かバ○ァリン持ってきてくれ……。

			「はい、ご主人様」

			　さっと出てくるのはロキ○ニン。心を読むな……。

			「さすが茜様」

			　なぜ尊敬の眼差し……。

			「おにいちゃん、あたしお腹空いたからそろそろ切り上げない？」

			　お前自由すぎない？　つか作るの夏海だろ？

			「あのさぁ……俺さぁ……そんなに甲斐性かいしょうないよ……」

			「安心してくださいにいさん。私達が働けばいいんです。にいさんは家でのんびりしてればいいんですよ。ご主人様なんですから！」

			「ただの最低野郎だよなそれ！」

			　ニートより酷いぞそれ！

			「じゃあおにいちゃんは今のまま主夫になればいいんじゃない？」

			「俺、今の時点で家事手伝いほとんどしてないんだけど！」

			「まあそんな将来より今が重要だよゆうくん！」

			「今が問題ばっかなんだよ!!　つかお前ら三人仲良すぎだろ！！！」

			「「「将来の家族だし」」」

			　何を今更みたいに声と顔を揃えないでくださいイヤホントソロソロショウキ……なんだろうなあ、三人とも。

			「まあそういうわけだから……」

			「何……？」

			　三人は目配せしあうと、

			「「「よろしくお願いします！！！」」」

			　これまた非常に見事なハモり具合で俺に向かって頭を下げた。

			　もう何度となく言ってるけどさ。考えたくないんでそれでいいです……。

			　修羅場になるよりはいいと思うから。覚悟決めよ。

			「わかった……いやほとんどわかってないけど……というかあんまりわかりたくないけど」

			　そう言うとそれぞれ素晴らしいリアクションをしてくれたよ。

			　恵はその場で見事な土下座。

			　夏海は俺に飛びついてきた。

			　会長も飛びついてきた……俺の股間に向かって。

			　やれやれだぜ……いやほんとに。今からでもやめていいかな。

			


			　今、三人は台所で何かを作っている。

			「今日のお昼は三人で作るからおにいちゃんは部屋で待っててね」

			　と夏海に言われた俺は言われた通り自室で待っていた。

			　待ってる間にすること？

			　布団の血を落としてますが何か？

			　──コンッコンッコンッ

			「はーい」

			　ノックに返事をすると茜が入ってきた。

			「ゆうくんできたよー……って何してんの？」

			「血を落としてる」

			「夏海ちゃん？」

			「二人共だよ。だいぶ薄くなってきてるけどな」

			　血ってこんなに落ちないもんなのかとビックリしたわ。

			「あーそれは初めての経験だねー。私の時はそんなことなかったもんねー」

			「…………」

			「冗談だって！　あれはあれで悪くなかったというかなんというか」

			「あのときゃとにかくヤりたくなっちゃったんだよ……」

			　童貞ゆえの過ちってやつだ。

			「あの時は痛かったなー」

			「……すまん」

			「もうっ、だから何度も言ったけど私はアレで本当に満足しているの！　それより早く行こ！　せっかく作ったのに冷めちゃう」

			　茜は俺の腕を取って抱え込んできた。二の腕が茜の胸に吸い込まれてしまい、俺はそのまま引きずられるように部屋をあとにした。

			　下に降りると、恵はすでに席に着いていた。

			　俺も自分の席に座ると、茜は俺の隣に座る。

			「今日は恵も手伝ったんだよな」

			「はい！　がんばりました！」

			　恵はそう言ってニッコリ笑う。

			「今日のお昼は三人でゆうくんのために作ったのよ。と言っても私達がやったのって具材を切っただけなんだけど」

			「へえー！　二人共手は切らなかったか？」

			「大丈夫ですよ」

			　茜も料理があまり得意ではないし、恵も苦手なようだからちょっと心配だったけど、夏海がちゃんと見ていてくれたようだ。

			　なんて話をしてると夏海が料理を持って現れた。

			「はーい、今日のお昼ごはんはこれでーす！」

			　そう言って俺の目の前に置かれたものは、半熟オムレツの載ったオムライスだった。

			「おお！　マジか！」

			「オムライスが好きって可愛いよねーゆうくん。普段のＳっぷりからは考えられないわ」

			「そうですね」

			　黙れ変態二人。

			　飯時にそんな話をするんじゃあない。

			　夏海が全員分のオムライスをテーブルに置いてから席に着く。

			「「「「いただきます！！！」」」」

			　打ち合わせしたかのように自然と四人のいただきますがハモった。

			　俺は真ん中に切れ目を入れて、オムレツを開く。

			　この瞬間がたまらん！

			　そしてケチャップを取ろうとすると、いつの間にか恵がケチャップを持ってそばに立っていた。

			「私がかけてあげますね！」

			　そう言って真ん中にハートマークを書いた。

			「あ、ありがとう」

			「いえいえ」

			　恵が席に戻ると夏海が、

			「おねえちゃんずるい！」

			　と言ってやはり俺のオムライスの上に対面からハートマークを書いてきた。

			　恵の書いたハートの左側だ。

			　ちょっとケチャップ濃いよなぁと思ったが、夏海が満足そうなのでまいっかと思った。

			　そして隣から当然のように、

			「じゃ最後は私ね！」

			　そう言って、右側にハートマークを書く茜。

			　こうして完成したハート三つのオムライスは、ケチャップの味が非常に濃く、少々残念な味になった。

			　まあ、三人が満足そうなので何よりだが。

			　ちなみに俺も三人に何か書こうかと言ったら拒否された。

			　察しのいいこって。

			　四人でのご飯はなかなかに賑やかで楽しく、あっという間に時間が経ち、気がつけば夕方である。

			「さーてそろそろ私は帰るわね」

			　茜の家は門限が厳しいのだ。

			「そうですか。残念です」

			「あたしもー」

			　俺は正直限界だ。

			　だってこいつら、俺との初体験の話で盛り上がり、茜は自分がしたプレイで興奮したランキングとか言って、全部暴露しだしたんだぞ！

			「またお話ししましょうね！　まだ色々あるのよ。初めてのオナホ体験話なんて傑作よ！」

			「その話をするならまた全裸放置すっからな」

			「ローター増し増しでお願いします」

			「にいさん！　それ私もしたいです！」

			「あたしも面白そうだからやってみたいなそれ」

			　ど変態共が！

			「じゃあ、恵ちゃんも夏海ちゃんも。改めてよろしくね！」

			「はい、よろしくお願いします！」

			「よろしくー！」

			


			「ゆうくん」

			「なんだー？」

			　今は茜を駅まで送っているところだ。

			「ゆうくんはとっても魅力的な男性なんだよ」

			「どうした急に」

			　立ち止まった茜が俺を見てくる。

			　なんとなく見つめ合ってると、茜が吹き出した。

			「あはははははは!!」

			「ほんとなんなんだよ……」

			「ふふっ。いやー恵ちゃんと夏海ちゃんと仲良くなれてよかったなあって」

			「なんじゃそりゃ」

			「恵ちゃんと夏海ちゃんの開発ちゃんとしてあげてよ？」

			「わかってるよ」

			　もうするって決めたんだ。最後までやり遂げるさ。

			「あと、夏海ちゃんには検診受けてピルを処方してもらうよう言っておいたから」

			「……なあ、いいのか？」

			「なにが？」

			「だから……恵と夏海のことだ。今更どうこう言えないような状態だけどさ」

			「何度も言うけどこの状況は私の望みでもあるの。だからいいとか悪いとかそういう問題じゃないの。それにね……」

			「それに？」

			「男ならハーレム作ってなんぼでしょ！　夢の４Ｐのために頑張ってね！」

			　物凄くいい笑顔で言われた。

			　夕日に照らされた茜の笑顔は超絶綺麗だったよ。

			　茜を駅で見送った帰り道。

			　二人にまず何から始めるか考えながら帰るのはなんとなく楽しかった。

			　でもさ、

			「おかえりなさいませ、にいさん」

			「おかえり、おにいちゃん」

			「「早速ですがよろしくお願いします!!」」
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			　玄関開けたら二人が全裸正座待機していたらさ。

			　頭を押さえてその場でしゃがみ込んでも仕方がないと思わないですか？

		

		
			
			

		

	

			幕間　あの笑顔

			


			　ホームに丁度来た電車に乗って空いていた席に座ると、私はスマホのロックを外した。

			　メッセージアプリを起動する。

			


			恵：茜様、ありがとうございました。

			夏海：茜ちゃんありがとう！

			


			　何件かあった通知のうち二件は恵ちゃん達からだった。

			　なんとなく二人とも家で浮かれている気がするなぁ。

			


			私：二人とも、これからもよろしくね！

			恵：もちろんです！

			夏海：もち！

			私：そういえば二人とも体調は大丈夫？　初めての日って結構お股が……。

			恵：私は大丈夫です。

			夏海：あたしも！　あ、でもちょっと違和感はある……。

			恵：私はないですね。自分でもよく自慰はしていましたから。

			


			　そこで一旦会話が途切れた。多分夏海ちゃんに怒られているのかな。

			　恵ちゃんは妙に開けっぴろげなところがあるからなぁ。

			　逆に夏海ちゃんはムッツリなのよね。どこから仕入れてくるのか変に偏った知識ばっかり持っているし。

			　まあ私もあまり人のことは言えないわね。

			　するとまた恵ちゃんからメッセージが届く。

			


			恵：夏海に怒られていました。

			夏海：おねえちゃんを怒っていました。

			


			　予想通りで少し笑ってしまった。

			


			恵：ところでにいさんを出迎えるにあたってどのようにしたらにいさんは喜びますか？

			夏海：普通でいいと思うっておねえちゃんには言ったんだけど。

			私：やっぱり不意をつくなら全裸待機ね。

			恵：なるほど！

			夏海：おにいちゃんの面食らった顔を見てみたいからやってみるね。

			


			　それからもやりとりしながら電車に揺られる。

			　これからのことを話していると、なんだか微笑ましい雰囲気を感じてしまい、それはそれでちょっと羨ましく感じた。

			　考えてみると、私とゆうくんが初めて会った日や初めて話をした日には、そんな余裕は全くと言っていいほどなかったなあ。

			


			　中等部三年の冬休み、それは本当に偶然のこと。

			　スーパーへお使いに出かけた帰りだった。

			「ちょっと！　ふざけんじゃないわよ！」

			　公園で小学生くらいの女の子が、学生服を着た男の子達に叫んでいた。

			　あまり見た目で判断するのはよくないことだとはわかっているんだけど、男の子達はなんとなく不良さんって感じの人達だった。

			　そんな人達に一体何を？

			　とりあえず止めたほうが……と思ったその時。

			「こ、このぉ!!」

			　嘘でしょっ!?

			　女の子は男の子達に殴りかかっていった！

			　そのままポカポカと男の子の一人を殴り続ける。いえ、殴るというよりは、叩くに近いかしら。男の子も相当鬱陶うっとうしそう。みるみる顔つきが……。

			「あっ」

			　男の子が女の子を突き飛ばした。

			　ど、どどうしよう。じゃない！　助けないと……ってどうやって？　ひ、ひと……けいさ、つ……。

			　慌てて周りを見回したその時、横を男の子が通った。

			　彼は私の方を見て、

			「ッッッッ!?」

			　瞬間、身体の力が一気に抜けてしまった。

			　彼はそんな私にはもう目もくれずに公園の中の不良さん達に近づいていく。

			　気がついた不良さん達はすぐに彼に詰め寄ったが、彼は無視して女の子の方に首を向け、また不良さん達に向き直る。と、突然そのうちの一人が吹っ飛んだ。

			　それからはあっという間。

			　彼は倒れた不良さん達の懐を漁りだした。同時に女の子に何かを伝え、私を指差し、また何かを伝える。

			　すると、女の子はもう一度彼に頭を下げ、すぐにこちらに走ってきた。

			　私の前で止まった女の子は私にも頭を下げる。

			「助けを呼んでくれてありがとう！　お姉さん！」

			　そして女の子は私の手を取った。

			「お兄さんがすぐに二人で逃げろって！　警…………」

			　それから女の子が私の手を引きながらなんでこうなったかの話をしていたけれど、私の耳に入ってこなかった。

			　私の頭の中にはずっと彼の顔つきがエンドレスで流れていたから。

			　あの、公園に入る前に私に向けた顔。

			　普通なら目つきが悪いで済ませてしまうであろうあの顔。

			　彼の……笑顔。

			　そういえば不良さん達を叩きのめしている時も笑っていた気がする。

			　その時から私の頭には、心には、ずっとずっと、彼の笑顔が残り続けた。

			


			　それからしばらくして、私は思わぬところで男の子と再会する。

			　東若学園の高等部に進学して一ヶ月。ゴールデンウィークも終わって少し経った頃。

			　私は屋上で三人の不良さんと思しき男達に詰め寄られていた。

			　たまたま午前の授業が早く終わり、たまたま非常に良い天気だったため、たまたま屋上でご飯を食べようと思い扉を開けると、たまたま学園の生徒三人がタバコを吸っていた。

			　…………よし、先生に報告ね。

			　私はすぐに振り返り屋上をあとに……できませんでした。

			　二人に腕を捕まれ、壁に押し付けられてしまったから。

			　あー、うん。ヤバイわね。これはあれね。犯されて脅されてさらに脅され犯されのループ生活が始まりそう。

			　不良さんの一人が何やらわめきながら私の襟元に手を伸ばす。

			「おー快晴快晴」

			　色々諦めて目を瞑ったその時、屋上に誰かが入ってきた。

			　声の方を向くと男子生徒がこちらを見ていた。

			　まあ髪がボサボサで妙に長くて顔がよく見えないので見ているかは憶測なんだけれど。

			「ッンだテメこらぁっ！」

			　不良さん達はすぐに大きな声で男の子に消えろ殺すぞと叫ぶ。

			　男子生徒はそれを聞いてビクッと身体を震わせた。

			　あ、これ彼もヤバイな。

			　私はなんとか逃がそうと思い……声が出ない。目の前には強面こわもての不良さん達。うん、怖い。私は恐怖に屈していた。

			　なんとか視線だけでもとその生徒の方に向けて、今度は別の意味で声を失った。

			　えええええ!?　なんで!?

			　いやいや逃げようよ！

			　それですぐ先生呼んできてよ！

			　なんで普通に向かってくるのよ！

			　そんな私の葛藤など伝わるはずもなく、男子生徒はあっという間に私達の前。

			　そこでようやく私は生徒の顔を視界に捉えることができた。

			「ッッッッッ！！？？」

			　力が抜ける。

			　あの時と同じように。

			　次の瞬間には不良さん達は蹲っており、私は自由になっていた。

			　彼は「大丈夫？　あと、この事は秘密にしといて」と言って不良さん達の襟首を掴んで引きずって屋上から去って行った。

			　屋上は私だけになる。

			「はひぃ…………」

			　私はその場に座り込んだ。

			　完全に腰が抜けていた。

			　あ、もちろん怖くてではない。

			　なら、なぜか。

			「…………見つけた」

			　男子生徒の、彼の顔が。

			　私の記憶と重なったから。

			　彼の笑顔と、男子生徒の笑顔が重なったから。

			　あの、優しさと強さと皮肉さと弱さとをごちゃまぜにしたような、ハッキリ言って気持ちのいいものではないはずのあの笑顔が、ついにまた私の目の前に現れた。

			　ずっと焦がれていた。

			　思い出すたびに、私を壊そうとするあの笑顔。

			　──ヌチャ…………

			「ンッ……」

			　思い出すたびに私を湿らせてきた笑顔。

			　私は、この気持ちを恋なのだと思っている。

			　もしかしたら違うのかもしれない。

			　でも私は、自分の心を信じ続けた。

			　そして、今この時、ハッキリと自覚した。

			　私は慌てて屋上を飛び出したが、もうどこにもいない。

			「……でもこの学校の生徒だもんね」

			　私はなんとか探さなくてはと思い、すぐに自クラスに戻ると、クラスメートに聞きまくった。結果、隣のクラスに同じような男の子がいると判明。よし、見に行こう。

			「……あ、いた」

			　早速見に行くと、一番後ろの席でヘッドホンをつけて仰け反って寝ている男の子を発見した。たしかにさっきの彼だ。顔は見えないけど、私は確信した。

			　本音はすぐにでも話しかけたいのだけれど、おそらく彼は目立つことは嫌いだろう。さっきのことも秘密にと言っていたし。

			　なので私は放課後、教室に忍び込み、彼の机に手紙を入れておくことにした。

			　誰もいない教室にて彼の席に座る。

			　脚のキツさがなぜか心地よく、そのまま机に突っ伏せば愛おしさが溢れてくる。

			「はぁうッッ……！」

			　私は少しだけ机に頬擦りして立ち上がると、ようやく机の中に手紙を入れた。

			　人生初のラブレター。

			　たとえその返答がどんな拒否の言葉でも、私はそれを受け容れるつもりだ。

			　ならやめておけと言われるかもしれない。

			　確かに所詮しょせんは自己満足かもしれない。でも初めてこんな気持ちになって、初めてこんなことをするわけだし、これくらいの我儘は許してほしい。

			　そして次の日の放課後。

			　心のどこかで少しだけ来ないかもと思っていた私は、屋上に来てくれた男の子に告白した。

			　確かにその時まではどんな言葉でも受け容れるつもりだったけど、まさかの返答に私は、混乱してしまった。

			「俺、ど変態としか付き合いたくないんだよね」

			　ハッキリ言って断る言葉としてはおかしい。

			　そう、断る言葉としては。

			　私は少しだけ考えて、一つの結論に達した。

			　これは彼が試しているのだと。

			　これは神様がくれたチャンスなのだと。

			　私はすぐさまスカートとタイツ、そして下着を下げた。

			「私をど変態にしてください！」

			　

			　思えば、麻痺していた頭のおかげなのか、全くと言っていいほど痛みはなくて、気持ちよすぎて、幸せすぎて……あとから来た痛みに悶えたのよね。

			　まあおかげで心配してくれたゆうくんに甘え放題で……また膝枕とかしてもらおうかしら。

			　なんか恵ちゃん達が羨ましくなってきた。

			　そもそも本当のことを言うなら私だって嫌なのだ。

			　だって好きな人を独占したいと思うことは普通なことでしょ？

			　けどそのためにゆうくんのお義母様に結婚を取りやめてほしいと言うわけにもいかないし、かと言ってゆうくんに家を出てほしいと言えば……多分出てはくれるけど高校生じゃなぁ。まだうちに連れて来るわけにもいかないし。

			　二人とも本気なことはわかるから、同じ屋根の下に住んでいる二人を敵に回せば絶対に勝てない。ただでさせ流されやすいゆうくんなんだから。

			　だから先に手を打った。

			　これで優しいゆうくんは三人平等に接してくれるだろう。

			　騙すようで悪いけどこれくらいの我儘は許してほしい。

			　でもやっぱり不安はある。

			　とりあえずは負けないように色々頑張らなくては。

			　私はスマホから目を背けた。

		

	

			第四章　義妹達の調教は楽しいけど少し疲れる

			


			　三人と付き合う（？）ことになった日曜の夜。

			「おかえりなさい！」

			　新婚旅行から母さん達が帰ってきた。

			「ただいま。三人とも元気そうで安心したよ」

			「おかえり義父さん」

			「夕夏！　外から荷物持ってきて！」

			「はいはい！」

			　外に行くとタクシーが止まっていた。トランクに入っていた三つのデカい旅行用鞄を持ち上げ……。

			「重っ！　これ全部お土産か？」

			「まあ会社の人とかにねー」

			　振り返ると義父さんが立って苦笑していた。

			「結構あるね」

			「まだ明日送られてくるよ。あ、毛蟹も明日だから」

			　鞄を二つ持ち上げながら言うと、義父さんは残った鞄を持ち上げながら答えた。

			「早く食べてえなあ」

			　玄関に入ると恵と夏海が立っていて、俺に何か言いたそうだったが、義父さんがすぐ俺の後ろに立っているのに気がついたからか、二人は黙って母さんがいる居間の方に向かった。

			　正直に言おう。

			　ちょっとだけ、ホントちょっとだけ楽しくなってきた。

			　居間に行くと、母さんはソファーにどっかり座り込んでいた。

			　相当お疲れらしい。

			　その横で立ったまま二人はなぜか手を繋いでいた……うんなんで？

			　いやまあ仲がいいことはいいのだろうか。ただし違和感バリバリだけど。

			　とりあえず恵達のことは無視して母さんに話しかけることにした。

			「母さん達は夕飯どうする？」

			「食べたいわね。夏海ちゃん、悪いんだけど簡単な物でいいから何か作ってもらえない？」

			「へ？　ご飯？　い、いいようん、わかったすぐ作る！」

			　いきなり話を振られた夏海は物凄い勢いで台所に駆け込んで行った。

			　なんつーか……焦りすぎだ夏海。怪しさ倍増。

			「あら、そんな急がなくてもいいんだけど……。夕夏、やっぱりあんたが作りなさいよ」

			「えー」

			「えーじゃないわよ。どうせこの一週間、夏海ちゃんにばっか作ってもらってたんでしょ」

			「わかりました。作ります作ります」

			　ま、確かに今の夏海に料理はキツイかな。

			　恵は……まいっか。

			　台所に行くと夏海はしゃがみこんでいた。

			「夏海ー。大丈夫かー」

			「お、おにいちゃん……」

			　涙目で見上げてくる夏海の頭を軽く撫でてやる。

			「今頃言うのはなんだけどやめておくか？　恵にわざわざ付き合わんでも……」

			「ううん……。やる……」

			　さいですか……。なら何も言うまい。

			「……料理は俺がやるから母さん達の相手しててー」

			「うぅ……わ、わかった……」

			　夏海は立ち上がって台所を出る。

			「さて、なんにすっかなー」

			　俺は少しだけゆっくり料理を作り、俺抜きでの家族団欒を楽しんでもらうことにした。

			　頑張れ夏海。恵は知らん。

			　ゆっくりじっくり一時間くらいかけて作った料理を持って居間に行く。

			「おまたっせー」

			「遅い！」

			　いきなり母さんにどやされた……。

			　確かに遅かったけどさ。

			　ほとんどスマホいじってたし。

			「すいませんねー」

			「まあまあ美玲さん。でも久しぶりだな、夕夏の料理」

			「ま、簡単なやつだけどね。ナポリタンでーす。恵達も食べるよな？」

			「「…………」」

			　あらま、顔真っ赤。

			「どうした二人とも。なんか顔も赤いし熱でもあるのか？」

			　黙ったままの二人に義父さんが心配そうに話しかけた。

			「へ？　だ、大丈夫ですよ！　食べます食べます！」

			「ウンウン食べる食べる！」

			　二人ともそろそろ限界か？

			　まあやめさせないけどな。

			「はい、どうぞ」

			　俺は全員の前にナポリタンを置いてから、スマホをいじって席に着く。

			「「「「「いただきます!!」」」」」

			　俺がそこそこ作れる中でそこそこ美味しくできるナポリタン。

			　感想を聞かないとな。

			「どうよ恵、夏海や母さんほどじゃないにしても美味いだろ？」

			「美味しい、ですよ。にいさんの料理、初めて食べました、けどすごいです、ね」

			「だろー？　ところで体調大丈夫か？」

			「は、はい。だい、大丈夫ですよ」

			　そっかそっか大丈夫か。

			　ふーん……。

			「ひゃうっ!?　に、にいさん！」

			「ん？　大丈夫なんだろ？」

			「……はい」

			「よく噛んでゆっくり食べなよ？」

			　明らかに食べるスピードが遅くなったな。

			　夏海は……あ、これヤバイかも。

			「夏海も……大丈夫か？」

			「ウンウン大丈夫大丈夫美味しいよおにいちゃん」

			「そ、そうか……」

			　夏海は限界だろうか。

			　よし……。

			「ひにゃっ」

			　──ガシャンッ

			　夏海は変な声をあげて持っていたフォークを落とした。

			「ご、ごめんごめん！　手がさ、手が滑っちゃった。アハハハ」

			　そう言いながら俺を睨む夏海。

			　視線だけで謝りつつ、義父さん達に話を振ることにした。

			「北海道はどうだったの？」

			「そういえばあんたには写真とか送ってなかったわね。最っ高だったわ。何度も言うけどありがとう悟さん」

			「何度も言うけどどういたしまして」

			　この旅行でさらに仲がよくなったみたいだ。

			「次はどこ行く予定？」

			「次は沖縄にしようかと思ってるよ」

			「へぇー。美ちゅら海水族館とか？」

			「そうよ。北海道では動物園に行ったから、今度は水族館に行こうって話になったの」

			　なるほど。

			「恵と夏海は水族館とか行ったことあるのか？」

			　答えが返ってこない。

			　二人とも必死に口の中にナポリタンをねじ込んでる。

			　お、そろそろ食べ終わるか？

			　でも質問に答えないとはねぇ。

			「二人ともちゃんと聞いてる？」

			「へ？」

			「ふぁい？」

			　やっぱり聞いてねえや。

			「恵ちゃんも夏海ちゃんもどうしたの？　やっぱり体調悪いんじゃない？　ソレ残していいからもう寝なさいよ」

			　ソレ……。息子の作った夕飯をソレ……。

			「いえもう食べ終わりまふから……んくッ。はいごちそうさまでした」

			「あたしももう……食べ終わったよ。ごちそうさま！」

			　一気に食べきった二人は汗をかいて息も上がってる。

			「じゃあ早く寝なさい！　食器は夕夏に片付けさせるから」

			「あ、ありがとうご、ざいます」

			「ありが、とう」

			　えーもう終わりかあー。

			　ま、しょうがないな。

			「二人とも」

			　居間を出ようとした恵と夏海が振り返る。

			「おやすみー。よく眠れるといいね」

			　そう言うと、恵と夏海はコクリと首を縦に振って出て行った。

			「母さん達も今日はもう寝る？　荷解きするなら手伝うよ？」

			「寝るわよ。流石に疲れたわあ。それにしてもあんたしっかりしなさいよ」

			「は？」

			「は？　じゃないわよ。二人とも体調崩してるのになんで気がつかないの！　なんのための義兄なのよ」

			「悪かったよ。今度からはちゃんと見るようにする」

			　体調が悪いのは俺のせいだからな。

			「まあでもありがとうね夕夏。二人を置いて俺が出かけられたのは夕夏がいたからだよ。これからも二人をよろしく頼む」

			　そう言って義父さんが頭を下げてきた。

			　やべえよ……二人にしていることがバレたら最悪ころ……。

			「あ、頭を下げるのやめてよ義父さん。義父さんは俺の代わりに母さんを守ってくれてるんだから、俺の方こそ頭を下げるべきだ」

			　頭を下げながら心の中で謝る。

			　すまん義父さん！

			「なにをしてんのあんた達。悟さんも夕夏も頭下げる必要ないでしょうが」

			　いや、頭を下げるだけじゃ済まない状態なんだ。言えないけど。

			「家族なんだから、そういうのは当たり前なの。それに悟さんはあんたの代わりに私を守ってんじゃないの。あんたはあんた、悟さんは悟さん。それぞれに私は守られてるし、私も悟さん達を守ってるの。代わりなんて言うんじゃないの二人とも」

			　やだ母さんカッコイイー。

			　どうしよう……今更ながらスッゴイ罪悪感が……。

			「そうだね。うんその通りだ」

			「でしょ？　じゃ、私達は疲れたから先に寝るわね」

			「あ、風呂は？　一応やっておいたけど」

			「んー、いや疲れてるから明日の朝シャワーを浴びることにするよ」

			「じゃここの片付けよろしく」

			「……はい」

			　母さん達は手を繋いで居間から出て行った。

			　めっちゃ進展してるな。こりゃ弟か妹が……やめよう。肉親のソレは想像したくない。

			　俺は今一人。

			　するとスマホからポコポっと音がした。

			　ん？　メッセージか。

			　相手は……恵？

			『にいさん。厳戒どす』

			　変換ミスにも程がある。

			　それだけ余裕がないってことか。

			「さて」

			　さっきまで感じていた罪悪感は何処へやら。

			　俺は食器を流しに置いて、普段はやらない洗い物をする。

			　メールを見てから三十分後、自室に戻ると床に這いつくばってピクピク痙攣している恵と夏海がいた。

			


			　話は少し遡ります。

			「おかえりなさい！」

			　新婚旅行からお義母さん達が帰ってきました。

			「ただいま。三人とも元気そうで安心したよ」

			「おかえり義父さん」

			「夕夏！　外から荷物持ってきて！」

			「はいはい！」

			　すぐににいさんはお義母さんに言われて外に荷物を取りに行きました。

			「お義母さんおかえりなさい。メールもありがとうございます」

			「いいのよお！　それより夕夏は迷惑かけなかった？」

			「そんなことありません！」

			　迷惑なんてそんな……。

			　むしろ、性奴隷としてこれからしばらく迷惑をかけるのは私の方です。

			　今だってそう……。

			　いつでもどこでもにいさんが望む時に私オナホールを使えるようにしておくために、本来は私自身の力でやらなければならない開発だというのに、にいさんの手を煩わせているのですから。

			　私は今、茜様のお下がりであるバイブを入れていただき、クリトリスの所が振動するようになっている貞操帯をつけていただいています。

			　バイブはにいさんのよりは少し小さいのですが、細かい振動がずっと続き、中でうねうねと動かれるので凄く気持ちがいいです。

			　すでに何度も何度もイッてしまっていて……あっまたイクッ！

			　……危なかったです。お義母さんとお話ししていたのを忘れていました。

			「あら、恵ちゃん少し顔が赤いわね。熱でもあるのかしら」

			「あ、いえ、さっき少し運動してたのでその名残だと思います！」

			「そう？　夏海ちゃんも顔が赤いし……。二人でしてた？」

			「はいそうです！　ね、夏海？」

			「う、うんそうそう運動してたんだよ運動」

			　夏海はほとんど頭が働いていないようですね。

			　大丈夫でしょうか。

			　お義母さんが居間に行くと、入れ違いでにいさんが鞄を持って家に入ってきました。

			　夏海のことを伝えようと思ったのですが、お父さんが後ろに立ってます。

			　まあ、まだ話せるようだから大丈夫でしょう。

			　私は夏海の手を引いて居間に行きました。

			「母さん達は夕飯どうする？」

			「食べたいわね。夏海ちゃん、悪いんだけど簡単な物でいいから何か作ってもらえない？」

			「へ？　ご飯？　い、いいようん、わかったすぐ作る！」

			　夏海はすぐに台所に駆け込んで行きました。

			　大丈夫……でしょうか。

			　包丁で手を切ったり火傷やけどしたりしそうで心配です。

			　にいさんに伝えようと思いましたが、すぐににいさんは台所に行きました。

			　やはり危ないというのがわかっていたのですね。

			　流石ですにいさん！

			「恵、夕夏とは仲良くなったみたいだな」

			　お父さんが話しかけてきました。

			　話に集中しなくてはならないですね！

			「はい、にいさんは優しいですしカッコイイですし、最高のにいさんです！」

			「そ、そうか……。うんまあ仲が良いのならいいんだ……」

			　お父さんの様子が少し変ですね。どうしたんでしょう。

			　ああ……。にいさんの事を考えると、昨日のにいさんのオチンポを思い出してしまいます。私を責めたてる声を思い出してしまいます！

			　ァあっ駄目です！

			　またイクぅぅぅ!!

			「ッッッッ！！！」

			「どうしたの恵ちゃん？」

			　あ、不味いです！

			　バレちゃっ……。

			「ち、ちょっとお手洗いに！」

			　耐えられなくなった私はすぐにトイレに駆け込みました。

			「んああああっ！　イグうううう！　ぉっおほおおおおおお！」

			　私は着ているシャツをまくって顔を埋めて、抑えられない声を漏らさないようにしましたが、あまり意味はなかったかもしれません。

			「ハァハァハァンッハァっ……ジュルッ……あ、シャツに涎が……んっくっ……ふあぁ……にいしゃん……」

			　五分ほどかけてなんとか耐えられるようになりました。

			　ただ思いきりイッてしまったせいで、おま○こを手で触れないことがもどかしくて狂おかしくなりそうです……。

			　居間に戻ると夏海が椅子に座ってました。

			　色々話をしているようですが集中できていないのが丸わかりです。

			　私の顔を見ると夏海は安心したような顔になりましたが、それで気が緩んだのでしょう。

			　近づくと私にもたれてきました。

			「夏海、一旦トイレに行ったら？」

			「うん…そうす、る……っ」

			　夏海が出て行ってからは、またお父さん達から新婚旅行のお話を聞き始めました。ですがほとんど内容が入ってきません。

			　そんな時です。

			「ひうっくふっ……ッッ!?」

			　ば、バイブが!?

			　急に振動が！　不味いです！
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			「ッッッッッッ！！！」

			　幸いなことに今はお義母さん達は私の方を向いていませんがいつ気づかれるかわかりません！

			　でも……か、感じちゃいますぅ……。

			　にいさん、にいさん、にいさん、にいさん！

			「ふっきゅ……ッンンンンンンッッッッッ」

			　あ、振動が弱まりました……。

			　少し残念な気もしますが、気づかれたら不味いのでこれでいいのでしょう。

			　あ、またイキます……。

			


			　あれからも何度か振動が強くなったり、ウネり方が変わったりして何度も何度も何度も何度も何度も何度もイッてしまいました。

			　戻ってきた夏海もビクンビクンと身体を震わせていて、そのたびにイッているのでしょう。

			「おまたっせー」

			「遅い！」

			　ようやくにいさんが帰ってきてくれました。

			　この香りは……ナポリタンでしょうか。

			「すいませんねー」

			「まあまあ美玲さん。でも久しぶりだな、夕夏の料理」

			「ま、簡単なやつだけどね。ナポリタンでーす。恵達も食べるよな？」

			「…………」

			　ああ、何か言わなきゃいけないのはわかっているのですが、下手に口を開くと絶対にアクメ声になってしまいます。だってにいさんの顔を見ただけでまたイッてしまったからです。

			「どうした二人とも。なんか顔も赤いし熱でもあるのか？」

			「へ？　だ、大丈夫ですよ！　食べます食べます！」

			　不意のお父さんの問いかけにほとんど無意識に答えてしまいました。

			　よかった……。なんとか誤魔化せたみたいです。

			　そんなことを考えていると、不意にまた振動が強くなりました。

			「……んっふぅ……ん…………！」

			　にいさんを見ると、物凄く意地悪な顔をしていました。

			　無意識なのか口角が上がっています。私のことをチラッと見てすぐ目を逸らされ、私はまた声を抑えて静かに絶頂を迎えました。

			　いつの間にか目の前には美味しそうなナポリタンが置かれていました。

			　そして、自然と皆が同じタイミングで手を合わせます。

			「「「「「いただきます!!」」」」」

			　声を出したらまたイッてしまいました。

			　変な声になっていなかったでしょうか……。

			「どうよ恵、夏海や母さんほどじゃないにしても美味いだろ？」

			　突然にいさんが感想を求めてきました。

			「美味しい、ですよ。にいさんの料理、初めて食べました、けどすごいです、ね」

			　凄くつっかえつっかえになってしまいました……。

			「だろー？　ところで体調大丈夫か？」

			「は、はい。だい、大丈夫ですよ」

			　なんとか耐えてますが……。

			「ひゃうっ!?　に、にいさん！」

			「ん？　大丈夫なんだろ？」

			「……はい」

			「よく噛んでゆっくり食べなよ？」

			　大丈夫とは言いましたが、ここで強くされたら……。

			　し、食事中なのに……イクッ！！！

			「ひにゃっ」

			　──ガシャンッ

			　突然の音に私は我に返りました。

			　音の正体は夏海が持っていたフォークを落とした音でした。

			「ご、ごめんごめん！　手がさ、手が滑っちゃった。アハハハ」

			　そう言いながらにいさんを睨む夏海。

			　多分夏海の方も弄ったのでしょう。

			　私はもうお父さん達の前で普通でいられる自信がありません。

			　なので、ナポリタンを一気に食べることにしました。

			　口にも手にも力が入らず、ねじ込むようになってしまいますが仕方ありません。

			　とにかく食べきることが大事なのですから。

			「二人ともちゃんと聞いてる？」

			「へ？」

			　何がでしょうか……。

			　それより食べきらなくては。

			　あと少しです！

			「恵ちゃんも夏海ちゃんもどうしたの？　やっぱり体調悪いんじゃない？　ソレ残していいからもう寝なさいよ」

			　お義母さんが心配そうに話しかけてくれていますが、大丈夫ですよお義母さん！

			「いえもう食べ終わりまふから……んくッ。はいごちそうさまでした」

			「あたしももう……食べ終わったよ。ごちそうさま！」

			　ちょうど夏海も食べ終わったようです。

			「じゃあ早く寝なさい！　食器は夕夏に片付けさせるから」

			「あ、ありがとうご、ざいます」

			「ありが、とう」

			　なんとか立ち上がることができました。

			「二人とも」

			　居間を出ようとしたところでにいさんが話しかけてきたので振り返りました。

			「おやすみー。よく眠れるといいね」

			　眠れる……この状態で眠れるのでしょうか……。

			　ですが、にいさんの言うことは聞かなくてはいけないので、私は声を出す代わりに頷くことにしました。

			


			　夏海と一緒に支え合いながら二階に上がり、それぞれの部屋に入りました。

			　ベッドに倒れ込み枕に顔を埋めます。

			「ふギュウううううぅぅぅぅ!!　゛いぐウウウウウウウウ！！！」

			　私はタガが外れたのか連続でイッてしまいました。しかもそのまま絶頂の波が止まりません。

			　イッてるのにそのままイッてるのです。

			　アクメに次ぐアクメの連続に、私は頭がおかしくなりそうです。

			「にいさぁああん……もうむりですううぅぅ……」

			　私はにいさんの部屋に行くことにしました。

			　内股になって歩きにくいですが、なんとか辿り着きました。

			　ノックをするのも忘れてドアを開けましたが、にいさんはいません。

			　まだ下にいるようです。

			　私はもう動く力が残っておらず、たまたま持っていたスマホでにいさんにメールを打ちました。

			　そこからの記憶が曖昧ですが、気がついたらにいさんのベッドで夏海と二人で寝ていました。

			


			　あたしがおにいちゃんのベッドで目覚める数時間前。

			「おかえりなさい！」

			　新婚旅行からお父さん達が帰ってきた。

			「ただいま。三人とも元気そうで安心したよ」

			「おかえり義父さん」

			「夕夏！　外から荷物持ってきて！」

			「はいはい！」

			　おにいちゃんはお義母さんに言われてすぐに荷物を取りに行っちゃった。

			　おにいちゃんってお義母さんから言われると、口では嫌がるけど絶対断らないんだよね。

			　そこがマザコンっぽいなぁって思うし、可愛いなぁとも思うんだけど。

			「お義母さんおかえりなさい。メールもありがとうございます」

			「いいのよお！　それより夕夏は迷惑かけなかった？」

			「そんなことありません！」

			　おねえちゃんがお義母さんと話をしてくれて助かったぁ……。

			　正直すでにヤバイんだよね……。

			　茜ちゃんが言うには、これぐらいできて当たり前だとか言ってたけど、もうさっきからあたしのおマ○コはイキッぱなしで立ってるのもやっと。

			　本にはこんなの書いてなかったのにぃ。

			　おにいちゃんとセックスしたあとにも思ったけど、あの本ほとんど役に立たなかったなぁ。

			　明日ミーちゃんに文句言ってやる。

			　そして今、あたしはお義母さんの前でとんでもないことをしている。

			　茜ちゃんが前に買ってきてたっていうディルドが内側についている貞操帯をつけて、寝るまでそのままでいろ、なんておにいちゃんに言われて、その命令を遂行中なのです。

			　もう恥ずかしいやら気持ちがいいやら訳がわかんないよ。

			　ちなみにおねえちゃんは嬉々としてやってる。

			　よく普通でいられるよね。

			　あたしのはそんなに大きくないんだけど、おねえちゃんは大っきいバイブを入れてるんだよ。

			　あたしはもうバレないように必死で必死で大変だよぉ。

			　気をつけないと内股気味になっちゃうし……。

			　……おにいちゃんのオチンチン気持ちよかったなぁ。

			　あ、ヤバイ……思い出したらおマ○コに意識が、

			「はいそうです！　ね、夏海？」

			「う、うんそうそう運動してたんだよ運動」

			　やば、ほとんど反射的に答えたけど、なんの話してたんだかわかんない……。

			　どうしよ……おにいちゃんに言ったほうがいいかな。

			　でも嫌われちゃわないかな。

			　うううううう………。

			　とか考えてたらおねえちゃんが手を引いてくれた。

			　助かったぁ。

			「母さん達は夕飯どうする？」

			「食べたいわね。夏海ちゃん、悪いんだけど簡単な物でいいから何か作ってもらえない？」

			「へ？　ご飯？　い、いいようん、わかったすぐ作る！」

			　丁度いい！

			　少し一人で休憩しよう！

			　あたしは台所に入った途端、力が抜けた。

			　お義母さん達がいないから気が抜けちゃったよ。

			「ぁぁんあ……お、にい…ちゃん……キモチいいよぉぉ……」

			　つい声まで漏れちゃった。

			「夏海ー。大丈夫かー」

			「お、おにいちゃん……」

			　って頭撫でられた!!

			「今頃言うのはなんだけどやめておくか？　恵にわざわざ付き合わんでも……」

			　うう……。でもここでやめたらおねえちゃん達に負けた気がするし……。

			「ううん……。やる……」

			　なんとか乗り切ってやるぅ……ッッッッッッ！

			「……料理は俺がやるから母さん達の相手しててー」

			　そしておにいちゃんの顔があたしの膣内なかを弄ってくれていた時と同じ顔になった。

			　自覚がないみたいなんだけど、おにいちゃんはＳっぷりを発揮する時に顔つきがかなり変わるんだよね。

			「うぅ……わ、わかった……」

			　ああ、イキイキしているなぁ……。

			　おにいちゃんのこういうところ、大好き……ッ！

			


			「あれ？　おねえちゃんは？」

			　居間に行ったらおねえちゃんがいなかった。

			　とりあえずいつもの椅子に座る。

			「トイレだよ。ところで夏海はこの一週間どうだった？」

			「バカ息子になにか嫌がらせなんてされなかった？」

			「おにいちゃんはそんなことしないよ！　凄く楽しかったし、おにいちゃんはあたし達にすっごく優しくしてくれたんだから」

			　まあ、嫌がらせはないけど虐められてはいるかな？　気持ちいいから問題はないけど。

			「それに最初の日なんて近くの喫茶店のジェラートご馳走してくれたんだ！」

			　あのジェラートは美味しかったなぁ。

			　それにあの時の間接キスは大事な思い出なんだから！

			「へぇ！　あの夕夏がねぇ」

			「どういう意味なの？」

			「あの子ったら結構ケチなところあるからねぇ」

			「そうなの…ッッッッ!?」

			　嘘でしょっ!?

			　し、振動が強くなった!?

			　このタイミングで!?

			「ん？　どうした？」

			「な、ななんでもな、いよぉ！」

			「恵ちゃんも顔が赤かったし、二人とも熱でもあるんじゃないの？　全く……夕夏は何を見てたんだか……」

			　ヤバイヤバイヤバイヤバイ！

			　こんなのヤバすぎる！

			　気持ちいいとかそんな段階じゃないよお！

			　お義母さん達の言ってることが全然頭に入ってこない！

			　ていうかおにいちゃん、料理って何作ろうとしてんの!?

			　そんな凝ったの作らなくていいんじゃないの!?

			　インスタントラーメンでいいじゃん！

			　あ！　おねえちゃんが戻ってきた！

			　多分トイレで休憩していたのかな。

			　あたしもトイレ行こうかな……。

			　そんなことを考えているとおねえちゃんがそばに寄ってきた。あたしはつい気が抜けておねえちゃんにもたれちゃった……。

			「夏海、一旦トイレに行ったら？」

			「うん…そうす、る……っ」

			　なんとか声を絞り出して一人トイレに向かった。

			　あたしはトイレに入ったあと手で口を押さえてから遠慮なくイクことにしたんだけど……これが間違いだった……。

			「ふぐううううう！！？？　んんんんンン!!　ンブフウウウウウ!!」

			　さっきまで感じていた中途半端な絶頂ではない本気の絶頂は、止まらなくなり何度も何度も何度も何度も連続でイキまくっちゃった。

			　おかげで息がまともにできなくて酸欠になりかけたよ……。

			「んっハァハァハあんんんんんん!!　ウウウウウウウウ!!　ンギュウウウウウウ！！！」

			　振動に慣れた頃、また弱くなり、安心したところでまた急に強くなったりと変わるディルドの動きにあたしはしばらく悶え苦しんだ。

			　そのまま十分ぐらい経った頃、振動が弱くなりそのままになったので、ようやくトイレの外に出ることができた。

			　途中、タオル置き場で汗を拭いてから、居間に戻った。

			　おねえちゃんも相当大変だったみたいで、あたしが隣に座るまで、あたしが居間に戻ってきたことに全く気づかなかった。

			「おまたっせー」

			「遅い！」

			　やっとおにいちゃんが帰って来た。

			　一体何を作ってたんだ、ってこの香りは……ナポリタン？

			　嘘でしょ？

			　ナポリタンなんてあっという間にできるじゃん！

			　一時間もかからないじゃん！

			　まさかあたし達を虐めたいがために時間かけてたってこと!?

			「すいませんねー」

			「まあまあ美玲さん。でも久しぶりだな、夕夏の料理」

			「ま、簡単なやつだけどね。ナポリタンでーす。恵達も食べるよな？」

			「…………」

			　思わず睨んでしまった……。

			「どうした二人とも。なんか顔も赤いし熱でもあるのか？」

			「ウンウン食べる食べる！」

			　くっ、反射的に答えてしまった……でも美味しそうな匂いだなぁ。

			「はい、どうぞ」

			　あ、ほんとに美味しんんんんんんん!?

			　なんてことしてんのおにいちゃん！

			　しかもこのタイミングでみんな手を合わせてるし！

			　ああんもう!!

			「「「「「いただきます!!」」」」」

			　ヤケクソ気味になっちゃったけど、いいよね。

			　にしてもこのナポリタンは美味しいなぁ。

			　惜しむらくは、口の力が少し抜けてて噛むのがキツイと言うことか。

			　そのタイミングでおにいちゃんに話しかけられた。

			「夏海も……大丈夫か？」

			「ウンウン大丈夫大丈夫美味しいよおにいちゃん」

			「そ、そうか……」

			　大丈夫なわけないでしょ！

			「ひにゃっ」

			　──ガシャンッ

			　やばっ！

			　急に強くするから力が抜けちゃったよぉ……。

			「ご、ごめんごめん！　手がさ、手が滑っちゃった。アハハハ」

			　とりあえずおにいちゃんを睨んだけど、チラッとだけこっちを見たあと、すぐにお父さん達に話を振っていた。
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			　耐えろってことね……。

			　うううううおにいちゃんのばかあ！

			　全然味に集中できなくなっちゃったよぉ……。

			　しかも力が入らないから無理矢理ねじ込むしかないじゃない。

			「二人ともちゃんと聞いてる？」

			「へ？」

			　なんの話？

			「恵ちゃんも夏海ちゃんもどうしたの？　やっぱり体調悪いんじゃない？　ソレ残していいからもう寝なさいよ」

			　お義母さん……残すわけないでしょう！

			　おにいちゃんの料理よ！　味なんて感じないけど！　

			「いえもう食べ終わりまふから……んくッ。はいごちそうさまでした」

			「あたしももう……食べ終わったよ。ごちそうさま！」

			　ちょうどおねえちゃんも食べ終わった。

			　うわ凄い汗……。

			「じゃあ早く寝なさい！　食器は夕夏に片付けさせるから」

			「あ、ありがとうご、ざいます」

			「ありが、とう」

			　なんとか立ち上がる。

			　まだダメ……部屋に帰るまで耐えなきゃ……。

			「二人とも」

			　ん？

			「おやすみー。よく眠れるといいね」

			　眠れるわけがないでしょう！

			　でももう口を開いたら大変なことになるから何も言わずに頷くだけにしておいた。

			


			　おねえちゃんが支えてくれたおかげでなんとか二階まで上がれた。

			　部屋に入ってドアを閉める。

			「ァァァアアアアアもうむりいいいいいいい！」

			　その場で力が抜けた。

			　あ、歯磨きしてない……。

			　でも今からまた下に降りてなんて余裕ないよぉ。

			　それに、

			「ぶきゅううう！　んふぅ！　いあああとまんにゃいいいいいい」

			　トイレの時より意識が……。

			「あ……そ、そうだ……おにいちゃん……ひにゃあああ！」

			　おにいちゃんの部屋で待ってればなんとかしてくれるかも……。

			　でも歩くたびに振動が……。

			　でも行かなきゃ……。

			　振動……おにいちゃん……イク……行く……行かなきゃ……イカなきゃ……部屋で行かなきゃ……部屋にイカなきゃ……イク……行く……イク………………。

			


			　気がつくと見覚えのある天井……。

			　窓から入る陽の光は完全に朝になっていることを教えてくれていた。

			　横を見れば、

			「おはよう夏海」

			　おねえちゃんがあたしの横で眠そうに目を開けていた。

			「お、おはよう……ここどこ？」

			「にいさんの部屋だよ」

			　言われて首だけで見回すと、確かにおにいちゃんの部屋だ。

			「えーと……あれ？　いつの間におにいちゃんの部屋に？」

			　記憶が飛んでいる……。

			「多分だけど、私達はにいさんに外してもらうために来たんだと思うよ。私も昨日の夜の最後はほとんど忘れているから憶測だけど」

			　言われてから下の方に手を入れると、確かに貞操帯がついていなかった。

			　おにいちゃんが取ってくれたんだね。

			「ねえ、おねえちゃん」

			「ん？」

			「昨日さ」

			「うん」

			「すっごくさ」

			「うん」

			「興奮したよね」

			「うん！」

			


			　しっかり洗い物をしてから部屋に戻ると、二人は床に転がって悶えていた。

			　二人ともガニ股に脚を開いて痙攣している。

			　うんうん……素晴らしいほどに残念極まりなし！

			「に、にひゃん……。こえはずしへくらはいぃ……」

			「あたひ…もぉ……。もうむりぃ……」

			　時計を見上げればもう十一時を回っている。

			　ま、今日はこの辺でやめておくか。

			　俺はポケットから鍵を取り出して、恵と夏海に近づいた。

			　顔を覗き込めば……また見事にグッチャグチャになったなぁ。

			　半開きの目には俺の顔が映ってはいるが認識できてんだか……。

			　まず恵のスカートを捲って、貞操帯の鍵を外す。

			　脱がせると、ほぼ同時に挿入いれていたバイブがズルンっと抜けた。

			　全然力が入らなくなってたんだな。

			「ひゃひいっ！　……ァっ……ァァ……ぁりあとございまふ……」

			　何やらお礼のようなことを言ったみたいだが、舌っ足らずで何を言ってんだかわからん。

			　無視して夏海の方へ。

			　夏海の穿いていたミニスカートを脱がせて、貞操帯の鍵を外して脱がせる。

			　夏海のはディルド付きなので、ゆっくり引き抜く。

			「あっあぁん……んんっ……んはぁ……」

			　外したあとで夏海を見ると、気を失ったようだ。

			　二人の股間をウエットティッシュとタオルで丁寧に拭った。

			　にしてもこの二人、姉妹揃って感じやすいよなあ。

			　二人を俺のベッドに寝かせる。

			　うーんと、水分は飯時に摂ってたから、脱水の心配はないかな。

			　あ、二人とも歯を磨いただろうか……磨いてねーよな。

			　つか寝る場所……。

			　迷った末、俺は座布団を床に敷いて寝ることにした。

			


			　朝になっても二人は起きてこなかった。

			　うん、俺のせいだな。

			　ついついやりすぎちまった。

			　つか、身体痛え！

			　座布団じゃ大した意味無かったな。

			　よく考えたら一緒に寝れば……いや、暑いからやっぱりやめて正解か。

			　母さん達には適当に言って誤魔化して、仕事に行ってもらった。

			　心配そうだったが、いま二人は俺の部屋のベッドだ。

			　部屋に行かれてバレたら困る。

			　あと、迷ったが俺は母さん達には内緒で学校をサボることにした。

			　いや、二人が心配だからさ。

			　茜にその旨を電話で伝えると、私も行く！　と言っていた。

			　久しぶりに茜もサボることにしたんだと。

			　それでいいのか生徒会長。

			　縁側でのんびり待つこと一時間。

			　──ピンポーン

			　お、茜か？

			　勢い良くドアを開けて抱きつこうとした。

			「はやかったじゃなー……」

			「佐藤運送です」

			　なんかスキンヘッドのおっさんが立ってた。

			「あ、あざーす……」

			「サインか判子もらえますか？」

			「じゃサインで」

			　サインを書いてる間におっさんが荷物を持ってきた。

			　重いので玄関に置いてもらう。

			「ありあとござっしたー」

			　一往復しておっさんは去った。

			　中身は北海道土産の残りだった。

			　俺は二つのうちの一つを開けて中を覗くと、

			「蟹や！　蟹や！」

			　中に入っていた地ビールやらを出し、冷蔵庫に入れたり冷凍庫に入れたりしてると、

			　──ピンポーン

			　今度こそ茜かと玄関に向かう。

			　ドアを開けるといきなり抱きつかれた。
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			「おつかれ会長」

			「ゆうくんもおつかれー。二人はまだ寝てる？」

			「まだ寝てるよ。かなり精神的にも体力的にも疲れてただろうからなあ」

			「ゆうくんはスイッチ入ると容赦ないからねー」

			「なんかこう楽しくなるとついね。まあ嫌がることはしてないつもりだけど」

			「してないよ絶対！　っていうか私もそういう羞恥プレイしたいんだけど。最近そういうのしてないし」

			　確かにしてないな。

			　理由は茜が顔や態度に出さないようにするのが上手すぎるからだ。

			「うーん……もっとなんか面白そうなの考えるわ。会長の羞恥プレイって見ててもあんまり面白くないからさ」

			「むう……。まあいいけど」

			　むくれるなむくれるな。

			「つか暑いから離れろ。これはめーれーだ」

			「やーだ！　お姫様抱っこして、ご主人様！」

			「うざっ」

			「ひどい！」

			　と言いつつもやってやる俺ってチョー優しいよな。

			　そのまま、縁側に連れて行って寝っ転がらせる。

			　そのまま茜の腹を枕にして俺も寝る。

			「暑いなぁ」

			「そうだねぇ」

			　茜の呼吸に合わせて上下する茜の腹と俺の頭。

			　なんとなく数えていると眠くなってきたので、そのまま少し寝ることにした。

			　座布団で寝てたからあんまりちゃんと寝れてないみたいだしな。

			「会長、少し寝る」

			「わかったー。恵ちゃん達が来たら起こすねー」

			「さんきゅー」

			　あーなんか和むわー。

			　茜の腹は柔らけーし。

			　……冬になったら三人に肉布団やってもらおうかな。前にテレビで志○けんがやっていたのを思い出した。

			　茜の呼吸と外の音に耳を傾けていると、俺はいつの間にか寝ていた。

			


			　目が覚めて壁にかかってる時計を見ると、もう昼だった。

			　あれから俺は二時間ほど寝ていたらしい。

			　そういえば枕にしていたなと、顔を上げて茜を見ようとすると、

			「あ、起きました」

			　恵に膝枕されていた。

			「おはよう……」

			　あれ？　茜は？

			「茜様なら夏海とお昼ごはんを作ってます」

			「あーそー」

			　まあお昼だしな。

			「いつから膝枕？」

			「えーと……三十分くらい前からですね」

			　じゃ結構足が痺れてるんじゃないか？

			　俺は頭を上げて胡座あぐらをかいて恵の方を向いた。

			「ていっ」

			「ぴゃあ！」

			　ぴゃあ！　だって。

			「ほれほれほれ」

			「ひあっ！　や、やめ！　……足しびれ……っ！」

			　わかってるって。

			　痺れてるからやるんじゃないか。

			　俺は悶える恵が面白くて何度も足を突いたり撫でたりした。

			「ひゃんっ！　にいさん！　うひっ……ひあぁっ……くひっ！」

			　楽しい……。

			「コラゆうくん！」

			　あ。茜さん。

			「やりすぎ」

			　いつの間にか戻っていた茜に怒られた。

			「起きてたなら丁度いいわ。ご飯できたから呼びに来たの」

			「ありがと。恵、立てる？」

			「た、立てます」

			　少しプルプルしている。

			　ふむ。

			「ていっ」

			「ひあっ！」

			「やめなさいってば！」

			


			「にいさん、先生へ連絡ありがとうございます」

			「あー……あ？」

			　あれ？

			「まさかしてないの？」

			「しー……てないな、そいえば」

			　やば。

			「悪い、すぐ電話する」

			「え、あ、待ってくださ……」

			　恵が何か言ってるが無視して二階へ。

			「あーもしもし、三年Ａ組の一……佐藤夕夏です。担任の三み宅やけ郁かおる先生お願いします」

			　知らない先生に担任に取り次いでもらうよう頼む。

			　しばらくして。

			『珍しいな夕夏。そろそろお前のお母さんに連絡するところだったんだが、電話がかかってきたってことはサボりではないのか』

			「いや、サボりっす」

			『……』

			　あ、怒った。

			「違うんっすよ。ほら、義妹達が体調不良でですね。その看病と言いますかなんと言いますか……」

			　実際は看病なんざしてないけどな。

			『ああ、そういえば恵は休みだったな』

			「知ってたんすか？」

			『ああ、お父さんから連絡がきてたからな』

			　あーそっか。

			　朝の時点じゃ、俺は学校に行くはずだったしな。

			　じゃ、夏海の方はいいか。

			「ま、そういうわけで、サボりっすけど看病も兼ねてるんで今回は見逃してくださいな」

			『わかった。恵や下の義妹の面倒をちゃんと見るんだぞ』

			「はーい」

			『ところで丁度いいから聞きくんだが』

			　なんだ？

			『恵は確かお前より誕生日が早いんじゃなかったか？』

			「あーそれっすか。戸籍上は姉ですけど学年同じだし、にいさんがいいって言うんで普段は義妹扱いしてます」

			『なるほどな。普段はいいが、公式の場とかでは気をつけるんだぞ』

			「わかってますって」

			『それじゃ、また明日』

			「はーい」

			　電話が切れると俺はスマホをポケットに突っ込んだ。

			「さてと、飯食べよ」

			　下に降りると三人は食べずに俺を待っていてくれた。

			「先生には連絡したー。まあ義父さんが連絡してたけど」

			「私が連絡しようと思ったんですけど」

			「まあゆうくんがしてくれたならいいじゃない？」

			「あたしは？」

			「義父さんが連絡してたからそっちは大丈夫だろ」

			「そっか」

			「んじゃ待たせたが食べよ」

			「「「「いただきます」」」」

			


			　昼飯を食べ終わって、お茶を飲みつつ食休み。

			「ところでゆうくん、今日はどうするの？」

			「ん？　今日は？」

			「「「え？」」」

			「え？」

			　三人が驚いた顔でこっちを見てくる。

			「え？　まさか今日もやると思ったのか？」

			「「「うん」」」

			　同時に頷くなよ。

			「いやそもそも親の前でやるとか……なあ？」

			「「「いやいやいやいや」」」

			　だからハモんなって……。

			　確かに途中からは楽しくなってきたのは認めるけども。

			　けども！

			　俺に三人同時バイブ調教人前編をやれと言うのは流石に酷というものじゃないかと俺は思うのだよ。

			　そんな心の声が顔に出ていたのか。

			「うっ……グスッ……ぅ……」

			「ぐずッ……ぅぅ……ずっ……」

			「………………」

			　恵と夏海が泣き始め、茜が無言のまま俺を見てきた。

			（あー泣かしたー女の子泣かしたー彼女泣かしたー）

			（……俺が悪いのか？）

			（悪い）

			　茜は当然でしょと俺を軽く睨んできた。

			　まさか言い切られるとは思わなかったっ！

			「あー……えー……と……恵、夏海」

			「酷いです……にいさん……。散々私のことを嬲り続けておいて、こんな身体にしておいて中途半端にやめてしまうなんて……」

			「まて。その言い方はなんとなく語弊が、なくはないけどなんか違うぞ」

			「あたしの初めてはおにいちゃんに散らされたのに……。まだ少し痛むのに……。アフターケアもしてくれない……」

			「お前の言い方はガッツリ間違っている。むしろ俺が襲われたほうだからな！」

			　俺の言い分を無視して泣き続ける二人。その横でジト目を向けてくる茜。

			「…………はぁーーーー」

			　もういいや。

			「わかった……。やるよやりますよ」

			　ピタリとやむ泣き声。

			　あ。これデジャヴだ。なんか前にも同じことがあった気がする。それでこのあと二人が頭を上げるんだ。その顔は……。

			「ありがとうございます！」

			「ありがとう！」

			　だよなあああ！　知ってたよ!!

			「その代わり絶対に遠慮しないからな」

			　瞬間二人が笑顔のまま固まる。

			「ん？　どうした二人とも」

			「え、とー、おにいちゃん？　遠慮しないって……」

			「言葉の通り。いつでもどこでもやるから。学校でもやるから」

			「ゆうくん、私もやりたいー」

			「器具がない。『ピンロー』でも突っ込んでろ」

			「おにいちゃん、あたしって違う教室だからできないような……」

			　と、夏海。どことなく顔が引きつっているように見えるのはあれか。嬉しさのあまりってやつか。

			「安心しろ。学校では操作できないがその代わりしっかりとしたモノを貸してやる」

			「ひぃウッ！」

			　そうか泣くほどか。

			「わ、私は……」

			「お前は同じクラスだからな。しっかりやらせてもらうわ」

			「はひゅっ！」

			　恵は想像したらしく、座ったまま内股になる。

			「あ、あの、お、手洗いはどうすれば……？」

			「俺にメールしてくれたら鍵を外してやる」

			　まあギリギリまで我慢させるからな。

			　茜はそれがわかってるのか苦笑いで黙ってる。

			「じゃ、早速つけようか」

			「「へ？」」

			「いやいや何惚けちゃってんのさ。たった今からスタート。当たり前だろ。わかったらさっさと服脱げ」

			　貞操帯とバイブを持って恵と夏海に近づく。

			　二人の目に映る俺の顔は、完全に笑っていた。

		

	

			第五章　義妹達との生活は気持ちいいけど少し疲れる

			


			　さて、実はいざ始めようとしたところで、あることを忘れていた。

			　そう、朝届いた蟹である。

			　俺は思ったね。

			　蟹を食うのにバイブ突っ込んだままってのは流石に酷いよな、と。

			　よって、初日は何もしないことにした。

			　いやー蟹ってホント美味い。特に蟹味噌！

			　濃厚であと引く甘みと旨みはもう絶品ですわ。

			　甲羅に買ってきて貰った日本酒入れて飲んだのも美味かった。

			　恵と夏海は、俺がお酒飲んでいたのを見てかなりビックリしていた。

			　そういえば二人の前では飲んだことなかったな。

			　それから、義父さんと少し遅くまで飲みながら北海道旅行の話を聞いた。

			　相当母さんが我儘放題だったらしい。

			　まあ、母さんがそうやって楽しめたのならいいのかなと思う。

			　義父さんもそんな母さんが可愛くてしょうがなかったようだし。

			


			　そして翌日。火曜日の朝から、一日バイブ突っ込み生活を始めた。

			　いやあ面白い面白い。

			　朝の電車では。

			「にいさ、ん……。振動は変えない、んじゃ……んふっ……」

			「そんなこと言ったような気もするけどまあいいじゃん？」

			「そん……んんっ！　…ぁぁんんんっ……んっハァ……」

			　恵はなんだかんだで色々やってやるとかなり喜ぶ。

			　今も俺に責められながらも、もっともっとと求めてくるのがわかる。

			　なぜかって？

			　蕩け下がった目を見れば……ねぇ……。

			　夏海の方はと言えば。

			「……っ！　……ン……！　……クフッ……！」

			　声が出たら不味いと思っているのか、歯を食いしばるかのように口を閉じている。

			　多分、開けた瞬間一気に喘ぎ声が漏れそうなんだろう。

			　若干涙目で鼻息が荒い。

			　俺の腕を掴んで必死に何かを伝えようとしている。

			「んーーーっ!!　………んっ!!」

			「ちゃんと口を開いて話さないと何を言ってるんだかサッパリだな」

			　わざわざ耳元で囁くように言ってから、スマホをいじる。

			「ッッッッッッ！！！？？？」

			　俺を掴む力がさらに強くなった。

			　あまりにも必死なトロ顔に、俺は思わず笑ってしまいそうになった。流石にそれは可愛そうかと思い堪えたけどな。

			　その代わりさらに小刻みに振動の強弱を変えて、夏海を悶えさせた。

			　その後、下の学年の夏海がどうなったかは昼飯の時間になるまでのお楽しみとし、俺は恵を虐めることにした。……のだが……。

			　恵はバイブが椅子に当たらないように、少し妙な座り方をしていた。

			　まあよく見なければ気がつかないくらいではあるが。

			　そして、必死に耐えてはいるらしいが、時折かすかに声が漏れていた。

			「んんっ……ふんっ……はぁ……ァァッ……ァッ……ッん……」

			　今日は先生から当てられたりすることはなく、体育などもなかったのがつまらなかった。

			　昼飯は茜と二人と生徒会室で摂ることになった。

			　その時、二人から頼まれ鍵を渡すと、すごい速さでトイレに駆け込んで行った。

			　帰ってきた時、ちゃんとつけているか調べるため、バイブの強さを一気に最大にしたら、二人はその場にぶっ倒れた。

			　力が抜けたらしい。

			　チラッと茜の方を見ると、羨ましそうな顔をしていた。

			　その後も同じように延々とその状態で授業を受けさせ、帰りの電車でまた弄り回した。

			　二人は家に帰ってきた時点でもうグロッキーなようで、トイレに行かせたあと、少し休憩させた。

			　その後母さん達が帰ってきたので、また再開。

			　現在に至るというわけだ。

			「あれ、今日も夕夏が作るのかい？」

			「一昨日久しぶりに作ったらなんかそういう気になってねー」

			「私は夏海ちゃんのが食べたいんだけど」

			「仕事で疲れてるのはわかるけど、母さんも作ってよ」

			「やーよ。夏海ちゃんが作ったほうが美味しいんだもの」

			　俺からしたらどっちも美味いがね。

			　路線が違うだけで。

			　母さんは和食寄りの味付けで、夏海は洋食寄りだ。

			「ありがとう、お義母さん」

			「まあ、あの馬鹿息子のも悪くはないでしょ？」

			　悪くないって言い方はないだろ。

			「いえ、とっても美味しかったですよ！」

			　そうだ！　もっと言え恵！

			「うん、私も美味しかったーよ？」

			　なんで疑問系なんだ夏海。一昨日は味がしなかったか？

			「まあ、というわけだから今日から……一週間くらいは俺が作るわ。なんかリクエストある？」

			「なめろう」

			「面倒なリクエストやめてもらえないかな、母さん」

			　北海道で食ったんだろうな。

			　大体材料がねえよ。ミョウガとか。

			「夕夏、焼きうどん作れるかい？」

			「オッケー。じゃ焼きうどんとなんか合うやつにしますわ」

			　そして、作った夕飯を皆の前に出してから、スマホを少しいじる。

			「ひふっ！」

			「ふはっ！」

			　うん、いい反応。

			　食べるのに必死な二人に何度も声をかけ、その度に質問を聞き返してくる二人を見て夕飯を楽しんだ。

			　そして、夜寝る前。

			　二人を俺の部屋に呼び出す。

			「今日一日、どうだった？」

			「最ッ高でした！」

			「あたしも！」

			　ちょっとした感想を聞くつもりだったのだが、相当気に入ったらしい。

			「これを日曜日までやってもらうから」

			「はい！」

			「うん！　あ、でも寝る時は取るんだね。てっきり寝てる間もやるんだと思ったよ」

			　そのつもりだったのだが……。

			「電池が持たない」

			「あー……」

			　夜は充電しておくことにした。

			　それに二人にはしっかり休んでもらったほうが、色々とやりやすいからな。

			「んじゃ、今日はおやすみ」

			「はい、おやすみなさい」

			「おやすみい！」

			　こんな一日を金曜日まで繰り返した。

			　金曜日には、顔が赤くはなるけれど会話は普通にできる、くらいにはなっていた。

			　……慣れるの早くないか？

			


			　土曜日の朝。

			　目が覚めてまず『二人に何をするか』を考えたことについて少し自己嫌悪に陥っていたところに恵と夏海がやってきた。

			　ひとまず茜にメールだけしてから二人に向き合う。

			「にいさん。朝勃ちチンポの処理を私のお口でしませんか？」

			　朝っぱらから何をおっしゃってるんだウチの義妹変態は。

			　隣にいた夏海も呆れた視線を恵に向けている。

			「おねえちゃん……。普通にフェラの練習させてでいいでしょ。というわけでおにいちゃんっ。あたしも練習したい！」

			「言い換えればいいってわけじゃねえよ。あと恵は涎が垂れてるから拭っとけ」

			　恵は口元の唾液を指先で拭い、それを軽くしゃぶりだし……無視しよ。

			「それで？　健康的に散歩にでも行きますかと言いたくなる人もいそうなくらい陽の光がとんでもない朝っぱらからトチ狂ったことを言い出した理由を聞こうか。恵には聞かない、夏海が答えろ」

			　恵が口を開こうとしたのが見えたが確実に頭が痛くなることを言い出すとわかっているから速攻で黙らせた。

			「えーと……。あたしがおにいちゃんのおちんちんを舐めたことあるって言ったらおねえちゃんが……」

			「そうです！　夏海だけずるいです！　私も口便器で精液排泄してもらいたいです！」

			　精液排泄て……。その言い方だとマジで捕まる五秒前なんですけど。

			　まずやるやらないの前にその考えを正したほうがいいんじゃなかろうか。

			　そう思い口を開こうとすると俺のスマホが鳴りだした。

			


			茜：二人にフェラチオ教えてあげてね。よろしく。

			


			「……なんでわかる」

			　俺はスマホと二人を交互に見やり、ため息をついた。

			「うんわかった」

			　秘技、思考放棄。俺は流れに身を任せることにした。

			


			　とりあえず顔だけ洗わせてもらう。部屋に戻ると二人は俺のベッドの中で悶えていたので引っ張り出した。

			　俺はベッドに座って、二人は並んで床に座る。

			「それではにいさん、脱いでください！」

			　恵に笑顔でそう言われた。

			　その笑顔は、いつもより目を見開いて、鼻息が非常に荒い笑顔だ。

			　ぶっちゃけちょっと……いやかなり怖い。

			「おねえちゃん……」

			　あ、夏海も引いてる。

			「わ、わかったわかったから引っ張るな！」

			　我慢できないと言わんばかりに恵が俺のジャージを引っ張ってきた。

			　夏海はドン引きしている。

			　俺は恵の手を振りほどいて、ジャージとトランクスを脱いで横に置いた。

			「はぁ……にいさん……」

			　俺のチンコを見て、恵の笑顔が蕩ける。

			「でも小さくなってるね」

			　まあ、ある程度時間も経ってるしな。

			「そもそもさあやろうって言われて、でっかくなるような時期はもう過ぎた」

			　あの頃は茜を見ただけで勃起してたなあ。

			「というか恵の醜態を見たらさ……」

			「あー……」

			　恵はハァハァと息を荒らげていて、お預けされている犬のようになっていた。

			　普通ならエロいのだ。

			　普通なら。

			「ギャップが激しすぎて何とも言えない気分だよ……」

			「おねえちゃん……」

			　俺達二人からドン引きされていることに気がついていない恵は、顔をチンコに近づけて、匂いを嗅ぎだした。

			「スゥーーー……ハァーーー……ぁぁぁ……兄さんの匂い……」

			「おにいちゃんのおチンチンっておねえちゃんにとっては危ない薬みたいだね」

			「だな……」

			　見たことはないが、ラリってるというのはこういう様子のことを言うのではないだろうか……。

			　目がトローンとして、ニヤけていて、口の端から涎が垂れかけていた。

			　恵の息がチンコの先に当たって、少し勃ってくる。

			「に、にいさん……しゃぶっても……いいですか？」

			　ここで駄目と言うのはなんというか悪いなとは思う。

			「駄目ー。匂いを嗅ぐだけならいいぞ」

			「はぁい……スゥゥゥゥゥハァァァァァ」

			　でもまあ、もう少しこのまま見ていたいとも思うわけで。

			「おにいちゃん……」

			　ついに俺まで夏海に引かれた。

			　まあ気持ちはわかる。

			　こんな恵を見て俺はフル勃起しているのだから。

			「でも寝て起きただけなのに、そんな匂いするもんかね」

			「まあ寝てる間にも汗はかくから、パンツの中は蒸れてはいるだろうね」

			「なるほど」

			「あぁ……スゥーハァー……おっきい……スゥゥゥ……ハァァスゥゥゥ……ハァァ……」

			　もうほとんど鼻先をくっつけて嗅いでいる。

			　まぁそろそろいっか……。

			「恵」

			「ふぁい」

			「舌で舐めるだけならいいぞ」

			　恵はすぐに舌を出すと、恐る恐る舌先を鈴口に近づけてきた。

			　そして、チロチロと舌先を動かし始めた。

			「ハァ……ひいはんのあいあひあふ……ハァ……ハァ……」

			　ピチャピチャという音を立てながら鈴口を舐め立てる。

			　開けっ放しの口からはダラダラと涎を垂らし床を汚していた。

			「……んれろん……ジュルっ……えおっ……れろジュル……」

			　そこそこ上手いな。

			「もっと根本から先まで丁寧に舐めるんだ」

			「ひゃい……れろっ……ハァ……えろぉっ……れろぉっハァハァ……」

			　言われた通りにキンタマと竿の付け根から亀頭の先の方まで何度も舐めあげる恵。

			　恵のザラついた舌が裏筋を通るたびに気持ちよくて腰が少し震える。

			「そう、上手いぞ」

			「ハァイ……あいがとぉごじゃいましゅ……れろんっ……れろっ……ジュル……えろぉん……」

			　時折自分の涎と俺のカウパーが混ざったのを啜ってるのに気づいて、俺はさらに興奮してきた。

			「ハァ……えろおぉん……んちゅっ……にいさん……あの……」

			「なんだ？」

			「ハァハァ……にいさん……お願いします。……舐めるだけじゃなくて……その……」

			　恵は舌を休めてもチンコからは目を離さずに何かを言おうとしてきた。

			「ん？　どうしたいんだ？」

			「えーと……しゃ、しゃぶらせて……くだ…さい……」

			　ここで、すぐしゃぶらせるのもいいけど、少し虐めてやりたいな。

			　俺は自分でちんこを持って、鈴口を恵の鼻先にグリグリと押し付けた。

			「ッッーー!?」

			「何をどうしたいのか具体的に言ってくれる？」

			　一旦離して、今度はチンコで恵の片頬をペチペチ叩く。

			　やべえ楽しい……。

			「ひあっ……ぁッ……にい…さん……」

			　そして、このだらけきった顔である。

			　チンコで頬を叩かれて喜ぶ女性なんて……あ、茜がいたわ。

			「ねえ、早く言わないとやめちゃうよ？」

			「ハァハァ……はっ……えっとその……ひゃっ……に、にいさんのお、お…ん……を……」

			「え？　なに？　聞こえないんだけど？」

			　俺は少し強めに叩いた。

			「キャッ……ひゅ、ひゅいまへん……えーと、えーと……」

			　チンコで叩かれすぎてそっちに意識が行っちゃって答えられないらしい。

			　けどやめない。

			　もう一度、鼻先にグリグリ押し付けて、チンコで軽い豚鼻を作ってやった。

			「ははは、豚みてえだな」

			「はうううっ……スゥゥゥゥゥゥ……ハァァァ……スゥゥゥゥゥゥ……ハァァァ……」

			　あ、また匂い嗅いでる。

			　ダメだ埒が明かねえ。

			　一旦完全にチンコを恵から遠ざける。

			　鼻から離す時、顔が少しくっついてきてた。

			「ちゃんと言えたら、好きなようにしてやるぞ」

			「……はっ!?」

			　そう言うと、恵は鼻息荒くも小さな声で、

			「しゃ、しゃぶ……らせ…て、くださ……い」

			　と、必死に俺に頼んできた。

			　でも主語がないな。

			「何をしゃぶりたいか言ってくれないかな？」

			　そう言うと恵は真っ赤な顔をして俯いた。

			「………………チ……………………ぶ……………さい」

			「え？」

			「にい……の…………ンを…に…………せて………い」

			「聞こえねえんだけど」

			　ホントに何言ってるかわからん……。

			　今更恥ずかしがらんでも……。

			　なんて思ってたら、恵は顔を上げて俺を真っ直ぐ見て叫んだ。

			「にいさんのガチガチになったオチンポを恵の口マ○コでしゃぶらせてください!!」

			　かと言って叫ばなくてもいいと思う。

			「もう我慢できないんです！　しゃぶらせてください！　精液飲ませてください！　お願いします！」

			　そして恵は……またもや土下座である。

			「わかった！　わかったから土下座やめろ！　お前の土下座、綺麗すぎるからなんか妙な気分になるわ！」

			　慌てて顔を上げさせると……うわぁ……トロけきってるよ……。

			「ほら、歯を立てないなら好きなようにしていいぞ」

			「に、にいさんのオチンポ……好きなように……」

			　すると恵は着ていたシャツを捲って下乳を出すと、そこに俺のチンコを突っ込んだ。

			「うおぅ!?」

			　襟元から覗く谷間からひょっこりと顔を出す亀頭。

			「……い、いただきます……。アムっ」

			　恵はソレを咥えてしゃぶりだした。

			「……ジュプッジュプッジュプッ……ぷはっ……ぁぁああ……」

			　恵の口の中は、かなり涎が溜まってたのかヌルヌルでめちゃくちゃ温かい。

			「おいひいれふぅ……んチュ……ジュブブブッハァ……チュパッ……ふぅ……れろっれろっ……ジュッブジュップジュップジュップ」

			　そしてそれを上回ると言っても過言ではない恵の巨乳の温かさと柔らかさ。

			　唾液とカウパーが混ざってできた天然のローションがダラダラと流れ、出てくる水音はチンコからかオッパイからか。

			　オッパイを両腕で挟みながら、必死になってフェラチオをしている恵。

			　まだパイズリはぎこちないがそれはそれ、しっかりこれから仕込んでいけばいい。

			「恵、なんかで練習したのか？」

			「ズチュチュチュパッ……んぁ……アイスとかバナナで……れろっ……練習しました……あむっヂュルルルル」

			　咥えて頭を上下させながら、舌を動かしてくる。

			　その顔はたまたま、ひょっとこみたいな顔になっていた。

			　それを見た俺は、

			「恵、咥えたまま、ストローで飲み物を吸い出すようにするんだ」

			　と命令した。

			　そう。

			「ふぁい……んずずっ……ズゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾ！」

			　バキュームである。

			　恵は歯を立てずに喉奥まで咥えながらそれをやってくれた。

			　おそらく初めてやったからだろう。

			　少し苦しそうだ。

			　だが、恵の涙目ひょっとこ顔は最高にエロく、俺はそれだけで出そうになっている。

			「くっ……そうだ。そのまま頭を上下させろ！」

			「んぐっ……ぐぷっ！　ぐぷっ！　じゅぷぷぷぷぷ!!　ぐぽっぐぽっぐぽっぐぽっ!!」

			　恵はひょっとこ顔でバキュームフェラをし続ける。

			　苦しいからか腕にも力が入っているらしく、棒にかかるパイ圧が凄まじいことになっていた。

			　この顔と刺激は……やば！

			「出るっ！」

			「んむっ!?」

			　──ドビュルルルッ！　ビュルルルルルッ！　ビュルルルルル!!

			「んむううううう!?」

			　多分想像してたより勢いが強かったのだろう。

			　だが、それでもチンコを咥えたままというのはどうなんだろう。

			「いいなあおねえちゃん……」

			　夏海は夏海で羨ましそうに恵を見てるし。

			「んんんっ……ジュルルルルチュプンっ！　……ハァ……いいはんおへいえひ……んちゅっんちゅっ……んくっ……ちゅるっ……んくっんくっ……ぷはぁ……ハァハァハァ……全部飲みましたぁ」

			　そう言って恵は俺に向かって口を開けて中を見せてきた。

			　なんとなく俺は恵の頭を撫でてやると、少しキョトンとしたあとに、ニヘラァッと笑って俺の膝にもたれてきた。

			　にしても髪の毛サラッサラだな。

			「おにいちゃん……次あたしも……」

			「すまん、もう少し触らせて」

			「むう……」

			　俺はそれからしばらく恵の頭と髪の毛を触り続けた。

			


			　恵の頭を撫でていると、少し萎えた俺のチンコを夏海が触ってきた。

			「なぜ触る？」

			「だって次はあたしの番だし」

			「ああ、なるほど……」

			「おねえちゃんだけで満足とかしないよね？　なんか二人だけの世界に浸っちゃってさあ。このままいったらおねえちゃんとセックスしてあたしは見てるだけになりそうじゃない！」

			「…………」

			　ちょっと納得。

			「だから舐めさせて！　飲ませて！」

			「あ、にいさん、私もまたお願いします」

			　あ、恵が復活した。

			「だめ！　おねえちゃんは一回休み！　あたしはまだ練習してない！」

			「でも私もまだしたいよ。夏海はこの間したんでしょ？」

			「うぐっ……。で、でもそれはさぁ、おねえちゃんがしてもらうのに夢中になってたのが悪いんじゃん」

			　いやそういう問題じゃないよな。

			「なぁ、二人でやれよ」

			「へ？」

			「へ？　じゃなくてさ。二人でやれって言ってんの」

			「夏海と一緒ににいさんのオチンポをしゃぶればいいんですか？」

			「そういうこと」

			　俺は脚を広げてベッドに浅く腰をかけ直した。

			「じゃあまずあたしがするから、おねえちゃんは真似してね」

			「うん、わかった」

			　そう言って向かって左側から、夏海が俺のチンコを持って少し自分の方に向けると、軽く咥えだした。

			「チュッ……チュプッ……んへ……れろっ……んちゅっんちゅっ」

			　喉奥まで突っ込みたくなるが我慢だ。

			　何度かやったあと、今度はチンコの横側から舐めだす。

			「ちゅっぷちゅっぷちゅっぷ……れろっ……んろっチュッ……ハァ…チュパッチュパッ……チュロッ……」

			　それを見ながら恵も逆側からぎこちなく舐めだした。

			「えおっ……んチュッチュッチュッ……ハァアムっ……チュパチュパチュパ……」

			　夏海の動きに合わせるように恵が動く。

			　両サイドから違う感覚が同時に訪れてすごく気持ちがいい。

			　恵が舌を横から裏筋に這わせ、夏海は亀頭の所を咥えながら舌を動かしてきた。

			「アムっ……んチュぅぅゥゥ……んんっ……ちゅぶちゅぶっ……んはっ……チュプっっっっっ」

			「はえっ……ちゅぺっ……チュパッチュパッ……えろっ……んチュンチュ……れろん……」

			　結構上手いな。

			「チュッパッ……ハァハァ……おねえちゃん、キンタマも舐めなきゃ」

			「ほへ？　ひんはま？」

			　夏海はチンコから口を離し、そう言ったあと、俺のキンタマをしゃぶりだした。

			「ハムっ……ヂュプッ……チュブブブっ！　……ジュプッジュプッジュプッジュプッ！」

			「んへっ……れろっ……んチュンチュ……あたひも……」

			　夏海の真似をして恵も俺のキンタマをしゃぶりだした。

			　ヤバイなこれ……。

			「ジュチュチュチュ……おいいひゃんひもひいい？」

			「ああ、気持ちいい」

			「にいはんのひんはま……おいひいれふ……」

			　……キンタマって味するのか？

			「恵、手も使え」

			「ちゅむ？」

			「軽く握って上下に擦るんだ。あ、口は休めんなよ」

			「んちゅっ」

			　言われた通りに軽く、いや軽すぎるな。

			「もう少し強く握って大丈夫だ」

			　お、丁度良くなった。

			　そのまま、ゆっくり擦り始めた。

			　両キンタマを舐めさせながら手コキをさせる。

			　なんかこう……和むな。

			　気持ちいいというより心地いい。

			「おにいひゃん……」

			「なんだ？」

			　夏海が少し不満気だ。

			　なぜ。

			　すると夏海がキンタマから口を離した。

			「おにいちゃんさあ、マッサージされてると思ってない？」

			「いや？　思ってないよ？」

			「むう……アムっ！」

			「グッ!?」

			　夏海は恵の手をどけて思いっきり咥えてきた。

			「ジュチュジュチュジュチュジュチュジュチュッ！」

			　竿の半分くらいまで小さな口に呑み込まれる。

			　本で覚えたのか、口に含んだまま亀頭を舌の表や裏で舐めあげたり、舌先でカリ首や鈴口を刺激してきた。
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			　さらにストロークを深く速くして射精を促してくる。

			「チュブッ……チュプっ……れろんチュプブッ」

			　恵はそんな夏海を見ながら、必死にキンタマをしゃぶってる。

			　俺は恵の手を取って、さっきまで夏海が舐めていた方のキンタマを軽く握らせた。

			「軽くニギニギしてみな」

			　恵はしゃぶりながら頷く仕草をしてからキンタマを軽くニギニギしだす。

			　思ってたより熱い手のひらだ。

			「ジュプジュプジュプジュプジュプジュプジュプジュプ」

			「ジュチュジュチュジュチュジュチュ」

			　部屋に広がる二人のフェラ音。

			　凄すげえ光景だなこれ……。

			「そろそろ出るぞ」

			「んふっ……グプッグプッグプッ！」

			「チュプッチュプッチュプッチュプッ」

			　夏海のストロークと恵の手と舌の動きが速くなってきた。

			　ほどなくして俺は、夏海の口の中にぶちまけた。

			「ふぶっ!?　んんんん！」

			「夏海、口の中に入れたまま口を開けて俺に見せてみな」

			「ふぁああぁ……」

			　夏海に口を開けさせる。

			　そしてまだしゃぶってる恵を引き離し、夏海の口の中を見させた。

			　なんとなく精液はこんなのだぞって見せたかったのだ。

			「にいさんの精液……」

			「っ!?」

			「なっ!?」

			「んーーー！　んーーー！」

			「チュパッ……チュプぁっ……」

			　とんでもねえ……。

			　恵は夏海にキスをして、口の中の精液を吸い出しやがった。

			「んきゅっんきゅっ……プフッ……」

			「おねえちゃん酷い！　あたしのなのに！」

			　そこなの!?

			「おにいちゃん！　も一回！」

			「駄目！　次は私！」

			「まて！　休ませろ！」

			「やだっ！」

			「足りないです！」

			　結局そのままさらに二発フェラされ続けた。

			　流石にもう腹が減った。

			　精液を口に入れて恍惚な表情を浮かべている恵を無視して、夏海になんか作ってもらおうかなと振り向こうとすると、

			「ていっ！」

			「おわっ!?」

			　俺は夏海に押し倒された。

			「……何をする」

			「おにいちゃん何やりきったって顔してるの？　まだあたし達フェラしただけなんだけど。自分だけ気持ちよくなってそれで終わりとか男としてどうなのかなおにいちゃん」

			「間違っちゃいないけどフェラさせろっつったの二人だからな！」

			「だから？　どっちにしたってあたし満足していないし、とりあえずオアズケ状態のあたしのアソコにおにいちゃんのおチンチン欲しいんだぁ」

			　そう言って俺の上で部屋着を脱ぎ、色気も何もない全裸を披露してく……おい。

			　その股間には、真っ黒なデカディルドがぶっ刺さっていた。

			「おいこらしっかり楽しんでんじゃねぇか。満足してんだろもう」

			「なにそれあたしわかんなぁい。……んっふぅんンンッ、ンハァ……」

			　無邪気な笑顔でそうのたまい、ディルドを引き抜くと、体型に不釣り合いな量の愛液を俺のちんこに垂れ流した。

			「それじゃあいただきまぁす」

			「ちょ、おいま……」

			　止める間もなく、夏海は俺の上に腰を落とした。

			「ンヒィィいいきたああアアアア！！！」

			「うぐっ……！」

			　そのまま俺の胸の上に手を置き、腰を振り出す。

			「ン……、ふぅんんっ！　あっ、アッ、んぅ……！　あああんん！」

			　夏海の太ももが俺の太ももに当たるたび、肉のぶつかり合う卑猥な音が俺の理性を吹き飛ばしていく。

			「あはははっ！　おにいちゃ……ん！　おにいちゃんが一週間開発した義妹マ○コはどう？　気持ちいい？」

			　夏海は余裕綽々よゆうしゃくしゃくといった表情のつもりで俺に聞いてくる。

			　実際は歯を食いしばって。

			「……そんな顔で何、余裕ぶってんだ！」

			　俺は油断している夏海に向かって腰を打ち上げた。

			「ッッッッッッッッッ！！！！」

			　夏海は目をひん剥いて仰け反り、俺の方に倒れ込んだ。

			　俺は夏海の腰を掴み、すぐに抽送を再開した。

			「ひっ……くひぃぃい！　お、おに……いいい！　おにいちゃ……お、ホォォォ！　まっ、てへええええええエエエエ！！！」

			「だまらっしゃい！」

			　もう弱点とかそっちのけで膣奥を蹂躙すると、夏海はだらしない顔で俺に向かって唾液を撒き散らす。

			「くっひいいイイイ!!　いきなり奥りゃめえええ!!　イグイグイグイグウウウウ！！！」

			　すぐに夏海はググググッと俺の肉棒を締め付けて絶頂した。
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			「満足してないよなこんなん、でっ！」

			　もちろん一回イッた程度で許すはずがない。

			「ひぃううう！　し、して……にゃああいいんんんッ！　もっろおチンチン！」

			　トロ顔で懇願する夏海の可愛さに俺は陽物をさらに硬くした。

			「チンコが？　なんだって？」

			　言いながら少し抽送を遅くする。

			　夏海はそれを不満そうに自分でケツを振り出した。

			「なちゅみのぉ……なつみのおま○こぉ。変態ま○こにぃ……子宮に、おにいちゃんの精液いっぱいちょうらい！　溢れるくらい！　大量のザァメン注ぎ込んでぇえええ!!」

			「よく言えました！」

			「おっほお゛お゛お゛お゛お゛おお゛お゛お゛お！！！」

			　夏海が腰を上げた瞬間、弱点を抉るようにチンコをねじ込むと、とても女の子が出してはいけない絶叫をあげた。

			「もう何度でもイッちまえ変態が！」

			「あひぃぃいい！　おっおっ゛おッ、゛オッ、゛オッ、゛オッ、゛オホォォォォォ！！！」

			　顔中をぐちゃぐちゃにしてよがる夏海。俺はその顔に口づけをした。

			「んじゅるう、んはひぃンン、ブジュルルッッ……！　お、おにいひゃん……！　もっろぢゅりゅりゅう……！　ちょうりゃい！　おにいちゃんの体液ぃ！」

			　俺は夢中で夏海を貪っていた。それはもう何もかも忘れて。

			


			「………………にいさん」

			


			　恵のことも忘れて。

			


			「にいさん。なんで私を無視しているんですか？」

			「ひいっ!?」

			「ひゅいっ!?」

			　俺はいきなり恵に頭を押さえ込まれた。

			「なんで夏海ばっかりなんですか？」

			　怖い怖い怖い怖い怖い怖い！！！

			「とりあえず夏海」

			「は、はい……」

			「何回もイッているんですから私と代わってもらえますか？」

			「はい……」

			　夏海は大人しく俺の上から退く。

			「さ、次は私にお願いしますね」

			「はい」

			　俺は大人しく恵を犯すことにした。……なんかおかしい、いや気のせいだろう。

			「うふふふ。にいさんのオチンポ……。いただいてもよろしいですか？」

			「あーうん、どうぞ」

			「ありがとうございますっ」

			　ニコォッと口を開き、グチャアと肉裂を広げるという、非常にトチ狂った状態の身体を俺に下ろしてきた。

			「あ、ぁ、ぁあ、アッハアアアアアアアアアアア！！！！」

			　んな!?

			　恵のマ○コは初めて挿入いれた時とは比べ物にならないほど完成されていた。

			　俺のチンコを凄まじい強さで圧搾あっさくしてくるのに肉壁は柔らかく蹂躙してくる。

			　なんとなく細かい粒状の襞一つ一つで俺の事を味わっているかのように思えて仕方がない。

			「ちんぽぉ……！　一週間ぶりのぉ……私を嬲ってくださるにいさんのオチンポぉお！」

			　訳のわからんことを叫んで俺の上で跳ねる恵の身体。合わせて上下する乳房に目を奪われると、恵は両腕を頭の後ろに組みだした。

			「に、にいさん！　見えますかぁあ！　私の堕乳が！　私のクリチンポもこんなになってるんですよ！　にいさんのチンポで私こんなになってるんですよ！」

			　さらに俺の上で乱舞する巨乳に俺はいつの間にか両手を出していた。

			「きゃひぃぃィィィイイイッッ!!」

			　気がつけば胸を思いっきり揉みしだきながら腰を軽く突き上げる。

			「おぉっ……！　おっぱ……ッ！　ふひいいんんンンンっっ!!」

			　あー……ヤバイな……。

			　アヘアヘ言っている恵には悪いが、正直言うともう限界だった。

			　気持ち良すぎるのはいいが、四発出してさらに夏海に思いっきり体力をぶつけてからの恵のこれだ。

			　しかも……。

			「おにいちゃん。あたしは手でしてぇ」

			　夏海がそう言いながら俺の左手を掴んで自身の股座に持っていった。

			「アアアぁんんっ！　おにいちゃんクリ弄ってえッ……！」

			　俺は言われるがまま夏海の陰核と膣肉を弄る。

			「きゅひいいい……っ!!　ちゅよ……オヒイんんん！！！」

			　最早無意識にも近い状態で下半身と左手を動かし続ける。

			　おかしいな……。なんだかフワフワして…あ………や…ば…………。

			「あぐうう!!」

			　首筋の激痛に俺は強制的に覚醒させられた。

			「いいってええ！！！」

			「おにいちゃん寝ちゃダメ。おねえちゃんにまだ出してないよ」

			　どうやら夏海が噛み付いたらしい。マジで何しやがる！

			「お前鬼か!?」

			「おにいちゃん。平等にね」

			「お前がそれを言うのか!?」

			　さっきまで恵のこと忘れて腰振ってたのお前だろうが！

			「にいさぁぁああんんンンン!!　早くらしてぇえ……！　恵の淫乱性処理生オナホににいさんの子種汁一杯射精してくださいいい！！！」

			　そしてそんな俺と夏海を無視して全身で俺を貪る恵。

			　そんな恵の痴態を見て……俺は肉体的にも精神的にも限界を超えた。

			「ほへ……にいしゃん……？」

			「おにいちゃん？」

			　身体を弛緩させると、二人とも流石に様子がおかしいと思ったのか動きを止める。

			　俺は息を吐いて、深く空気を吸い込んだ。

			「あ、あの……にいさ……きゃあ!?」

			　俺はすぐさま恵を引き寄せ、そのままぐるっと回転、恵をベッドに押し倒した。

			「おにいちゃん……？」

			「にいさん……？」

			　動いた拍子に抜けたちんこを恵のマ○コに、右手を夏海のマ○コにそれぞれあてがうと、一気に奥までぶち込んだ。
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			「ほひいい゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い！！！」

			「うひいい゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い゛い！！！」

			　義姉妹同時に似たような嬌声をあげると、ほぼ同時に潮を吹き出す。

			「ひいうっっ！　はひっ、に……いさ、アッ……あっ……はげしっ……ふきゅう！」

			「おにい、ちゃん！　ま、まっれ！　クリと奥同時は、おっ…おっほぉ！」

			　恵の頭の横に左手をついて、腰と右手を同時に動かす。

			　頭にあるのは二人をどう嬲り倒すかという思考のみ。

			「に、にいさん！　気持ちいいれす！　もっろ！　もっろぉ!!」

			「クリぃ！　グリグリイグうう！」

			　ひたすら二人を蹂躙し続ける。

			　腰を少し上げて恵に完全に覆い被さり、ちんこを上から叩きつける。夏海にはクリを摘んで扱きながら、マン肉を抉りまくる。

			　流れに身を任せたやけクソ気味の動きも限界が近い。

			「出すぞ二人とも！」

			　そう叫ぶと、恵は俺に足を絡め、夏海は足を広げた。

			「ぃぃいいいくううううううウウウウ゛ウ゛ウ゛ウ゛ウ゛ウ゛ウ゛ウ！！！！」

			「イキゅぅぅぅぅうううううううううううううう！！！！」

			　──ドビュルルルルルルルルルルル！！！

			　恵の膣内なかに半分ほど出したあと、すぐに抜いて今度は夏海の膣内なかへ。

			　──ブビュウウルルルルルル!!

			　夏海の膣からちんこを抜くと、さらに残っていたらしい精液が二人の身体にかかる。

			　俺は電池が切れたように二人の間に倒れ込み……。

			「もう……無理……」

			　そのまま意識を失った。

		

	

			エピローグ

			


			　目を開けた時、まだ陽が出ていることに気がついた俺は、慌てて起き上がった。

			「いっツ……！」

			　全身が痛ぇ。主に腕と腰が痛ぇ。

			　両脇を見ると、恵と夏海が静かに寝息を立てていた。

			　どうやら今の衝撃では目覚めないほど疲れ果てているらしい。

			　二人ともカピカピになった俺の精液まみれなのにどこか幸せそうで、なんだか……なんだろうこの気持ちは……。

			　俺はそーっとベッドから降りて風呂場に向かった。

			　──ピンポーン

			　…………誰？

			　適当にシャツと短パンを身につけて玄関に向かう。

			「あいあい誰っすかー」

			　特に確認もせず扉を開ける。

			「おつかれー」

			「…………おはよう会長様」

			　笑顔で手を振るは我らがど変態、茜さんであった。

			　濡れタオルを持って戻ってくると、まだ二人とも寝ている。

			「あらら。ゆうくん容赦ないわねー」

			「いや俺よりこいつらのほうが容赦なかったからな」

			　噛み付いて起こしてくるとか、流石に茜にもされたことはない。

			「あはははー……うーん」

			「どうした？」

			　茜は急に難しい顔をしだした。

			「…………この部屋」

			「部屋？」

			「この部屋……なんかいると疼くわね……」

			「何が!?」

			「ねえゆうくん。私もシて？」

			「…………」

			　俺は茜を無視して持ってきた濡れタオルで恵と夏海の身体を拭いて綺麗にしてやることにした。

			　背中の方も拭くために夏海の身体を優しく起こす。

			「捕まえたぁ」

			　……起きていましたか。

			「えへへへ……あ、茜ちゃん」

			「やっほー。来ちゃった」

			　などと会話しながら俺のシャツの中に手を……。

			「って恵も起きてる！」

			「うふふふ……。にいさんが近くにいます……じゅるっ……」

			　舌舐めずりしながら俺の短パンの中に顔を突っ込もうとすんな！

			「ご主人様ァンッ」

			「いつの間にか茜も脱いでるしっ！　お前ら落ち着け！　マジで限界なんだって！」

			　ほんとに！　無理だから！

			「にいさぁん」

			「おにいちゃん」

			「ご主人様ぁ」

			


			「「「犯してくださいッ！！！」」」

			


			　そこからの記憶は曖昧だ。

			　ただ、これだけはハッキリと言えることがある。

			


			「お前達との生活……気持ちいいんだけど…………少し疲れる……」

		

	

			番外編　義妹達との生活は気持ちいいけど少し怖い

			


			「あ、おはようございます。にいさん」

			　目を開けると恵の顔が飛び込んできた。

			　キメ細かすぎる毛穴まで見えるほどに。

			「むォ……モォう!?」

			　なにこれ!?　なんで口縛られ……ってまた全身拘束されてる!?

			「むぇふみ!?　ほううほおぉお!?」

			「ウフフフフッ。慌てているにいさんも素敵ですッ」

			　よく見なくても、目元が垂れ下がっていて完全に発情状態であることだけは辛うじて理解できてしまった。したくはないけど。

			「あのですね、にいさん」

			　恵は近かった顔をさらに近づけ、頬同士を掠めさせる。

			　俺の耳元に口を持ってくると、囁くように話し始めた。

			「……あんなに一杯、愛していただけたのに、私、まだ全然、足りないんです」

			　吐息と共に言葉が耳に入って脳内で反響する。

			「あれだけ愛されて、あれだけ愛をいただいて、それでも足りない、卑しい、いやらしい、私の身体」

			　俺の片頬に恵の手が添えられる。

			「にいさん。私、やっぱり、にいさんを、独り占めしたいです」

			　逆の頬にも手を添えられる。

			「だから、にいさん。私の、ご主人様物に、なってください。私だけの、物ご主人様に、なってください」

			　俺の脳を、身体を震わせる声。

			　持ち主の顔がまた現れる。

			「わかりますか？　もう一度言いますね。にいさんは、私の、物ご主人様です。私だけの、ご主人様物、です」

			　浸透する音吐に俺は……。

			「むゴォンンン！！！」

			　全力で抵抗することにした。

			「オはッ、ふぁあひぇエエ!!」

			　まず目が据わりすぎて、それでいてドロドロに蕩けきった顔が怖すぎる。

			　こいつはマジだ。

			　今ここから逃げないと確実に……。

			「に、にいさん！　暴れないでくださいっ！」

			　つかなんでこんな洗脳紛いなことされなきゃならん！

			　いやこれはもう紛いではないな。

			「もう……。言ってダメなら身体で覚えていただかないとダメですね」

			「ファっ!?」

			　恵は言うや否や身体を持ち上げた。

			　最初からなのか一糸纏わぬ姿の恵は、巨乳を大きく弾ませ始める。

			「アハッ。もうおっきいですっ。にいさん……！」

			「フグっ！」

			　なぜか勃起しているチンコからヌチャヌチャとした感触が脊髄を通して伝わると、俺の腰が勝手に動き始めた。

			　陰核の先が鈴口と擦れるたびにビクビクと身体を痙攣させ、膣口と裏筋が摩擦するたびに全身を熱くさせる。

			「あッ……ンァ、ふんッ……にいさん、い……挿入いれますから……、ね」

			「……むあっ」

			　快感に身体を委ねかけるが、恵の声に引き戻される。

			「ふぁって！」

			　だが、俺の意思なぞ知ったことかと恵は一気に腰を落とした。

			「ぁはあんンンッ！　やはり最高ですにいさんッ！　わかります……か？　にいさんのにいさん専用の性処理マ○コですよ！　気持ちいいですよね！　私はさっきからずっとイキっぱなしなんですよ！　にいさん！　にいさん！　にいさん!!」

			「う……うぐぅ……！」

			　凄まじい膣圧と速さでチンコを扱き始められると、途端に俺は恵の膣内なかに射精してしまった。

			　ありえない早さでだ。

			「あれ？　もう出してしまわれたんですか？」

			　情けない話だがな。だからもうやめてくれ。

			　そんな思いを込めて恵と目を合わせる。

			「…………では二回戦ですねっ！」

			　はい？

			「ふぐぃいいンンン！　また奥ゥ！　アッ、あっ、んっ……ふぅんッ！　ぅん……んっンンッはぁ……っ、アアン……！」

			　今度は膣内なかがまるで生きたゼリーのように蠢いて俺の肉棒を根本からパックリ咥えたまま射精を促す。

			「どうです……かぁ……？　にいさん？　こんなこともできるようになったんですよ？　こんなこと他の二人ではできないですよ？　だからもう私の私だけのご主人様に、私だけの物になってください！」

			　同時にまた恵の膣内なかで果てる。

			「ではこんなのは？」

			「このようなこともできます」

			「こちらならいかがですか？」

			　言葉を替え体位を替え何度も何度も恵のあらゆるところで精を奪われる。

			　意識も体力も限界ギリギリまで失った頃だろうか。

			「さ、にいさん。私の目を見て。復唱してください」

			　気がつけば四肢は自由、猿轡さるぐつわも外された状態で恵に上から押さえ込まれていた。

			「ふ……ふくしょ……う……？」

			「はい。復唱です。いいですか？」

			　逃がさないとばかりに顔を両手で押さえて無理矢理目を合わせられる。

			「俺は恵のご主人様だ。はいっ」

			「お、俺は……恵……の、ご主人様、だ」

			「恵は俺の性奴隷だ。はいっ」

			「恵は……俺の、性奴隷……だ」

			「俺は恵だけのご主人様だ」

			「俺は恵だけのご主人様だ」

			「恵だけが俺の性奴隷だ」

			「恵だけが俺の性奴隷だ」

			「俺は恵だけのご主人様だ」

			「俺は恵だけのご主人様だ」

			「恵だけが俺の性奴隷だ」

			「恵だけが俺の性奴隷だ」

			「俺は恵だけのご主人様だ」

			「俺は恵だけのご主人様だ」

			「恵だけが俺の性奴隷だ」

			「恵だけが俺の性奴隷だ」

			　恵が性奴隷で俺がご主人様で義兄は俺で義妹が恵で。

			「ふふふふ……。では再開ですねっ、にいさん」

			　そう言ってまた恵が俺に覆い被さってくる。
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			　拘束からは解放されていたが、逃げる気はもう皆無。

			　恵の首に手を回して引き寄せ唇に貪りついた。

			　やがて俺は恵の身体に溶かされ消えていくように…………。

			　…………。

			　……。

			


			「はっ!?」

			　眼前に広がるのは見覚えのある未熟な縦筋と桃色の小皺。

			「……あれ。なんでマ○コ？」

			「ああー！　おにいちゃんまた寝てたでしょ！」

			「……夏海か？」

			「おにいちゃん酷すぎるよ。せっかくシックスナインで手コキしてあげているのに」

			「え、と……そ、うだっけ？」

			　やべえ、そうだったかもしれない。

			　これは俺が悪い。

			「ごめん夏海」

			「むぅ……。ところでなんか夢でも見てた？」

			　夏海はそう言いながらぬちゃぬちゃと音を立てて手コキを再開する。

			　夢か……。確かになんかそんな……凄まじい狂気的な何か……。

			「そうだ。恵が……」

			「またおねえちゃん……」

			　思わず出た呟きに夏海が手を止めた。

			「へ？」

			「おにいちゃん酷いよね。なんであたしがおマ○コ見せておチンチン扱いてるのに、おねえちゃんの名前出すの？」

			「そ、れは……」

			　つい言い淀んでしまう。

			　狂化した恵の夢を見ていたからなんだが、なんとなく今そのことを言ったらヤバイ気がするからだ。

			　ところで察するに結構な力で握ってませんか？　気のせいじゃないよね？

			「まいーや。そんなことよりもさ」

			　夏海の声は本当にどうでも良さそうに聞こえた。

			「あの、地味に痛いんで、とりあえず手を離していただいて向き合ってお話ししませんか？」

			「おにいちゃん、あたしのこと好き？」

			　なんだ突然。つか無視かおい。

			「ああ。好きだ」

			　なんとなく、なんとなーくここは話に乗っておいたほうが良さそうに思えた。

			「愛してる？」

			「愛してる」

			「じゃ舐めて？」

			「……………………舐めて？」

			「おマ○コ舐めて」

			　俺の義妹はなんでこうも脈絡というものを無視してくれやがんだ？

			　困惑している俺の目の前で縦筋がグパァと開いた。……ってハイッ!?

			「えいやま……グムッ！」

			　制止の声を無視し俺の顔面に蜜を軽く垂らした肉口が俺の鼻から下に喰らいついてきた。

			「ハァンッッ！　おにいちゃんの歯がクリに当たってりゅううウウゥゥ！」

			「むごちゅッ!?　ま……んぶッ！」

			　俺の顔面を貪る夏海の性器。

			　ほんとどうなってるの!?

			「やぁん。おチンチンからカウパーがドンドン出てるよ。あたしとおんなじだねぇ」

			　夏海はふざけたことを吐ぬかしながらチンコを扱いてきた。

			　しかもとんでもなく気持ちがいい。

			　亀頭をヌルヌルにしたらしい手のひらでグチュグチュと擦られる感覚。

			　片方の手で時折玉を軽く揉まれるのも悪くない。

			「んーーっ！　ンーーッ！　ムゥーーっっ!!」

			「あはははは！　おにいちゃんのお汁全部飲んじゃうからおにいちゃんもあたしのお汁全部飲んでねっ」

			　は？　飲む？

			　なに言ってんだ？

			「んぐぎゅうっ！　んぐっ……ンーッ！」

			　突如凄まじい淫臭の愛液が俺の口に、喉に流れ込んできた。

			　それも考えられないほどとんでもない量。

			　吐き出したいのに夏海の太ももがそれを許さない。

			「ジュぶるるッッ、ぢゅっぷ……んぶッ、ジュブッ、レロぐぷっ……！」

			　玉を揉まれながら思いっきり吸い付いているらしい。

			　グッポグッポとされながら舌が竿全体を蛇のように纏わりついてくる。

			「じゅぶぷッ……れろぉ……！　んぐっ……じゅリュリュブっ、ぐぷっぐぷっぐぷっんぶぶぶっ……！　ジュププププ！」

			「んーーー！　んーーーーー！　ンンンーーーー！」

			　やがて鼻に逆流し、それでもなお止まらない淫汁に……。

			「ンンンッ……！　ンン……。んー……」

			　俺の意識は…………。

			　………………。

			　…………。

			


			「愛液で溺れ死んでたまるかッ!!　……なんで生徒会室？」

			　気がつけば俺は夕暮れの生徒会室に佇たたずんでいた。

			「おそーいゆうくん。私の王子様っ」

			　声に振り返れば、

			「……何してんの」

			　茜が一糸纏わぬ姿で俺の真後ろでしなを作って立っていた。

			「私の旦那様っ。私だけを愛し、私だけを嬲ってくれる最高の王子様ご主人様っ」

			　そう言って茜は俺の首に両手をかけて顔を寄せてきた。

			「んっ……ちゅっ、ふぅん……、ちゅぷっ……。れろチュッ……チュプッ、んちゅ……」

			　俺の舌を吸い出して目一杯しゃぶる。

			　思わず俺もそれに応えるように茜を抱きしめ返した。

			「ふむぅ……ちゅぢゅ、んぅ……ぢゅぷっ……えぅ……チュゥ、じゅぷ……っん」

			　茜はキスをしながら俺を軽く引っ張ってきた。

			　逆らわず身を任せれば、いつものように生徒会室の机の上に茜を下にして寝転がる。

			「ふむぅ……チュッぷ……！　っふあ……ゆうくぅん……」

			「なんだよ茜」

			「ヤァんっ！　ちゃんとこの雌豚って罵ってっ！」

			「……会長じゃなかったっけ？」

			「イジワル……ンムッ、ふちゅっ……ンプ……っろちゅぶ、ぁ……ふむゅ……」

			　俺は下から抱え込まれながら舌を絡ませた。

			「ンムッ……ふむ……んぅふぅ……！　チュッ、えろっ……チュゥ……っ！」

			　茜は俺の口を塞ぎながら脚を腰に絡ませてきた。

			　求めていることはわかっている。

			「…………ふんッ！」

			「おごッ!?」

			　俺は一瞬だけ腰を引いて溜めを作り、子宮めがけてバキバキのチンコを叩き込んだ。

			「ホゴッ……゛ぉッ、ぐぉ、おぼっ……！　おぅ……っ！　ん゛お゛おッ！」

			　衝撃に茜は背中を反らせた。

			　だが腰に回された茜の脚は俺をしっかり掴んで離さない。

			　俺は少し嬉しくなって茜に覆い被さった。

			「ふみゅぅ……！　んぐっふう！　お、お、おお、ほひいいぃぃぃ!!」

			　亀頭で数えきれないほど責め続けてきた茜の弱点。

			　腰を少しグラインドさせながらソコと奥を刺激すれば、茜はすぐに絶頂する。

			「゛ま、まっで……！　ゆ、ご主人さ、゛ま。……゛オヒィ！　ぞこよわ……アッアッ゛ア゛ッ゛ア゛ッ゛ア゛ッ゛ア゛ア゛アッッッッ！！！」

			「なんだよ？　ここだろ？　ここをこうされるの好きだもんな？」

			「ふひぃんんんん!!　しょこ弱いのぉ！　ご主人様のカリ、こしゅれ……ヒグゥゥゥ!!」

			　茜の子宮をこじ開け、奥の奥までチンコをぶつける。

			　子宮口がカリに引っかかって気持ちがいい。

			「ダメっ、らめっ！　でりゅから！　赤ちゃ、の部屋引……っかか、って……ふギュイイいいんんんんんんん゛ん゛ん゛ん゛ん゛ん゛ん゛ん゛ん！！！！」

			　そのまま俺は現実ではありえない量の精液を子宮内にぶちまけた。

			「ふぎいいいいいいイイイイイイイイ!!　予告なし射精イグウウウ゛ウ゛ウ゛ウ゛ウ！！！」

			　とんでもない量の射精をした俺は、茜の膣内なかに挿入したまま少しだけ息を休ませる。

			「はぁ、はぁ、はぁ……」

			　いつもならとりあえずは満足するのだが、なぜか俺のチンコは先程よりも硬くなっていた。

			「ゆ、ゆう……く……ンヒいいいいい！！？？」

			「まだやるから」

			「ま、まって……！　今イッ……くふぅう！　イキにゃがりゃイグゥゥウウウ!!」

			　今度はゆっくり奥深く動かして茜の膣内なかを堪能する。

			「ぉ……ふおおおンンンン!!　ビリビリぐりゅうーゥッッッ……！」

			　茜は俺の動きに膣圧を変えながら応える。

			　同時に俺に絡ませていた脚や腕にもかなりの力が入り、弾力のある胸が俺の胸板に押し付けられてきた。

			「ん、ぁあぁぁああんんんンンン……ホヒィィ……！　ご主人様ぁ……ゆうくぅん……！」

			　上気した茜の顔を見下ろす。

			　だらしなく開いた口から漏れ出る生温かい吐息が俺の顔にかかると、俺はまた理性を一気に持っていかれた。

			「おほぉぉっっ！！？？」

			　さっきよりもさらに膣奥に最早熱した鉄棒のようになったソレを叩き込む。

			「おっ……！　ぐっふ゛お゛お！　オゴッ、ホゴッ、゛お、゛お、゛お゛お゛オ゛オ!!」

			　茜のさらに強まる抱きしめに応えるように俺も全身の力を茜にぶつける。

			「ひぎぅッッ!!　ひきゅうう！　マ○コイグうう!!」

			　一突きごとにイッてるらしい。

			　それに潮でも吹いているのかさっきから俺の股間にビシャビシャと液体が当たっていた。

			「会長、また出すぞ」

			　俺は腰を加速させた。

			「くだしゃい……！　ご主人様のザーメンンンッ!!　奴隷マ○コにいっぱいらしてぇええ!!」

			「っ……で、るッッ!!」

			　俺は茜の中にまたもやありえない濃さのありえない量の精液をぶちまけた。

			「はぁ……はぁ……はぁ……あー、茜。満ぞ……ちょっ」

			「んぅもっろオ……っ！」

			　茜はあろうことか俺の腰に絡めた脚を使って、とんでもない脚力で俺の腰を無理矢理動かし始めた。

			「おいちょ、ふざっ……どうなってんのこれ!?」

			　ふざけ、いやマジでどうなって……あんだけ出したのになんで萎えてねえの俺!?

			「ぁんんっ！　奥イグゥ！　チンポチンポチンポ……っ！　んぐ、ふぅンン！」

			　アヘ顔で叫ぶ茜。

			　この状況なのになぜかフル勃起の俺。

			　俺は夕方の生徒会室で完全に茜に捕食状態だ。

			　やがて何度も何度も搾り取られた俺は…………。

			　…………。

			　……。

			


			　目を開けると、陽の光に照らされた部屋の天井が目に入った。

			　ああ……。

			　なんとなく俺は生きていることの素晴らしさを噛みしめていた。

			「死ぬほど死にたくなる死にそうな夢を見ていた気がする……」

			　まるでこれからの未来を暗示するかのような、大事なのに思い出せない、つか思い出したくない。

			「つか、おも……何してんだお前ら……」

			　右手を恵が、左手を夏海が使い自慰に励み、朝勃ちさんの上では茜が一心不乱に腰を振っていた。

			「いやほんと何してんの」

			　そんな俺の言葉に三人はそれぞれのアクメ顔で返事をしてくる。

			　俺は呆れながら茜の膣内なかに射精した。

		

	



小説　Amatiあまてぃ

はじめまして。しがないヴァイオリン弾きのAmatiです。少しでも読者の方の股間に残っていただけるように書きました。日茶のむ先生のイラストと共にお楽しみくださいませ。




挿絵　日茶ひちゃのむ

この度挿絵を担当させて頂きました日茶のむと申します。慣れないことばかりで大変でしたが少しでもグッ！とくるようなイラストになればいいなと思いながら描かせて頂きました。こんな義妹、彼女と生活したい人生だった…。

https://pixiv.me/hichanomu
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